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S p e c i a l
S t o r y

編集部が見つめる

3KVOL2

柏
木
　
創
刊
４
０
０
号
の
製
作
を
通
じ
て
、
皆
さ

ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
、
考
え
ま
し
た
か
？

青
木
　
取
材
し
た
若
者
の
１
人
が
、「『
自
分
は
こ

れ
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
こ
れ
も
で
き
る

は
ず
』だ
と
、
み
ん
な
が
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
れ

ば
、
未
来
は
き
っ
と
よ
く
な
る
」と
語
っ
た
こ
と
が

今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分

な
り
の
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、

社
会
の
希
望
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

河
野
　「
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
た
め
に
、
私
は
こ

う
生
き
て
い
る
」と
、
て
ら
い
な
く
若
者
は
語
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
真
っ
す
ぐ
な
瞳
に
、「
あ
な
た
は

ど
う
し
ま
す
か
」と
問
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

齋
藤
　
私
が
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
上
で
大
切

だ
と
思
っ
た
の
が
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携
で
し

た
。
右
肩
上
が
り
に
成
長
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
、
生
徒
、
先
生
、
そ
し
て
地
域
の

人
た
ち
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
ヒ

ン
ト
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

柏
木
　
学
校
運
営
に
参
画

す
る
地
域
の
方
が
、「
学

校
づ
く
り
に
か
か
わ
る

中
で
、
学
校
に
は
、
進
学

実
績
以
上
に
目
を
向
け

る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
気

づ
き
、
見
え
な
か
っ
た
も

の
が
見
え
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
よ
ね
。
教
育
に

は
、
見
え
に
く
い
け
れ
ど

も
大
切
な
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ち
ゃ

ん
と
見
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ

ｅ
ｘ
ｔ
』
の
使
命
の
１
つ

だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

河
野
　
見
え
に
く
い
け
れ
ど
も
大
切
な
も
の
。
そ

れ
が「
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」な
の
で
し
ょ
う
ね
。

柏
木
　「
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
探
究
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
ん
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

河
野
　
先
生
に「
自
分
の
思
い
を
語
ろ
う
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
、
教
育
に
関

先
生
方
と
と
も
に

誌
面
を
通
し
て

未
来
を
創
る

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
ｎｅｘ
ｔ
編
集
部

す
る
専
門
性
と
学
校
現
場
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
を
大

切
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
先
生
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
記
事
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
、
ペ
ン
を
磨
き

続
け
た
い
で
す
。

齋
藤
　
正
解
が
ま
だ
分
か
ら
な
い
問
題
に
挑
戦
し

て
い
る
現
場
を
追
う
こ
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

先
生
方
を
支
援
し
た
い
で

す
ね
。
学
校
と
一
緒
に
試

行
錯
誤
で
き
る
編
集
者
に

な
り
た
い
で
す
。

青
木
　
４
０
０
号
で
出

会
っ
た
若
者
た
ち
の
よ
う

に
、
正
解
が
分
か
ら
な
い

か
ら
こ
そ
考
え
抜
い
た
こ

と
を
、
勇
気
を
持
っ
て
誌

面
で
表
現
し
、
社
会
を
と

も
に
創
っ
て
い
く
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
て
、
先
生
方
と

一
緒
に
未
来
の
教
育
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。

柏
木
　『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ

ｘ
ｔ
』は
、先
生
方
に
も
っ

と
読
ん
で
い
た
だ
け
る
誌

面
を
目
指
し
て
変
革
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
大
切
に
し
て
き
た「
学
校
現
場
と
と
も
に
教

育
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と
い
う
思
い
は
不
変
で

す
。
こ
の
先
、
５
０
０
号
へ
と
歴
史
を
積
み
重
ね
て

も
、
そ
う
し
た「
思
い
の
バ
ト
ン
」
は
、
未
来
の
編

集
部
に
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

創刊 400 号を迎えた
『VIEW next』高校版。

学校の今に寄り添い、先生方と
ともに未来を描いてきた
編集部が、「次」の本誌を

見つめます。

［
ビ

ュ
ー

ネ
ク

ス
ト
］高

校
版

『VIEW next』高校版 編集部メンバー。右から、齋藤輝之、柏木崇（統括
責任者）、青木彩子、河野仙一。
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学校の今に寄り添い、
先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版
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指導変革の軌跡

長崎県立
大村高校

発問・課題設定をキーに見る 主体的・対話的で深い学び　授業実践

英語
山形県立東桜学館中学校・高校　山口和彦

生物
山口県立岩国総合高校　川端雄也

共に創る教育の未来
創刊400号記念特集
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 1	 創刊400号を迎えて

 2	 創刊400号記念特集

	 	共に創る	教育の未来

•『VIEW next』高校版・教育委員会版の
最新号やバックナンバーを、電子ブックや PDF 形式で掲載

• 本誌の「授業実践」で紹介した授業の動画を配信

• 教育行政や大学入試など、教育に関する旬のニュースを発信

連載

 34

	 	 指導変革の軌跡
	 	長崎県立大村高校
	 	 ＳＳＨの進化
	 	 日々の授業と地域連携を起点に、
	 	 ＳＳＨの探究学習を進化

担任進路担当教務担当管理職お勧めの分掌

 38

	 	 新課程レポート
	 	 2025年度大学入試の情報整理と、
	 	 情報、地理歴史・公民の指導のポイント

担任進路担当教務担当管理職お勧めの分掌

 42
	 	 発問・課題設定をキーに見る	
	 	 主体的・対話的で深い学び　授業実践
 42	英語　山形県立東桜学館中学校・高校	山口和彦

	 	アウトプット活動を軸に
	 	 認知負荷を上げ、４技能を鍛える
 46	生物　山口県立岩国総合高校	川端雄也

	 	 自由進度学習で、生徒が自分に
	 	 合った学び方を見つける
 52	 Reader’s VIEW

担任進路担当教務担当管理職お勧めの分掌

VIEW next ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/
検索ワード ２次元コード

多彩な教育コンテンツをぜひご活用ください。
アクセスはこちらから

号

2023 June  6

高校版

教育総合情報サイト もご活用ください

C o n t e n t s

で授業の動画を配信

で授業の動画を配信

編集部からのお知らせ

	高校版
８月号から、７つの連載がスタート！

７つの新連載のテーマ（予定）

今号からリニューアルした３つの連載

８月号以降の『VIEW	next』高校版に、どうぞご期待ください！

今号 P.34 ─ 37

今号 P.42─ 49

今号 P.38 ─ 41

８月号以降は、好評をいただいている連載コーナー「指導変革の軌跡」「新課程レポート」「主体的・対

話的で深い学び　授業実践」に加えて、下記の 7 つのテーマに関する連載コーナーをスタートします。

今号の特集では、これからの学校教育の課題を、「学び続ける人材の育成」「地域・家庭とともに生徒を
育てる」「教師が生き生きと働き続けられる環境づくり」の３つに焦点化して深めました。

この３つの課題についての実践のヒントを、８月号以降は連載においても探っていきます。

探究学習
生徒が主体的に探究を深め
るための支援のあり方を模索

地域・家庭との
連携

地域・家庭の視点で、
学校の学び・生徒の
姿を捉える

インクルーシブ
教育

「共生社会」の実現
へ向けた教育のヒン
トを探る

働き方改革
愛媛大学大学院教授
の露口健司先生ととも
に、教 師の「働き方」
について考える

未来の社会
様々な分野の社会人
の話から、これから
の社会を見通す

学習評価
國學院大學教授の田村学先生が、学
習評価のポイントを分かりやすく解説

新進路選択
「新進路選択」の考え方
とその実践を紹介

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

学校改革の過程を当事者
の言葉で追う

授業改善のヒントとなる実
践事例を紹介。ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』で
は、授業のダイジェスト動画
も公開新課程における課題解決

につながる情報を提供

※上記の内容等は変更になる可能性があります。ご了承ください。
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創刊400号を迎えて
そ
の
時
代
、そ
の
先
の〝
あ
り
方
〟を
、

先
生
方
と
と
も
に
考
え
る

　いつも弊誌『VIEW next』高校版をお読みいただき、誠にありがとうございます。

　１９７４年に前身の『進研ニュース』を創刊して以来、『VIEW21』、そして『VIEW 
next』と名称を変更しながら発刊を重ね、今号で４００号を迎えました。読者の先
生方を始め、これまでご支援を賜りました皆様に、厚く御礼申し上げます。

　４００号に至るまでのこの約５０年の間に社会は大きく変化し、それとともに教
育現場も変化してきました。その変化は、学習指導要領等の学習内容に関するこ
とから、大学入試制度等の仕組みやICT等の教育・学習環境に関すること、そ
して教育観や指導観といった教師のあり方の変化まで、多岐にわたってきたこと
と思います。中でも昨今は、学校や教師、学びの “ あり方 ” の変化に衆目が集まっ
ています。

　この “ あり方 ” は、弊誌が先生方とともに最も考えてきたことの１つです。「進
路指導のあり方」「学校教育目標のあり方」「授業と評価のあり方」など、様々な
側面から、その時代の、そしてその先の高校教育のあり方を、先生方の声に耳を
傾けながら考えてまいりました。

　例えば、「学習評価」であれば、「次につながる学習評価」（弊誌２０２０年１２月号・
特集）、「どうすればつながる？　観点別評価と指導・学習改善」（弊誌２０２３年
２月号・特集）などと、そのあり方を示しました。もちろん、先生方が直面され
ている問題を解決するためには、具体的な評価の方法や実践の事例などをお伝え
する必要がありますし、その点も大切にしてまいりました。ただ、背景にある目
的やねらい、本質を押さえることで、具体的な方法や事例は、よりお役立ていた
だけるものとなります。

　そのように、“ あり方 ” は考えや行動の基点になるものかと思います。それを
教えてくださったのは、弊誌の取材を通じて出会ったある先生でした。先生は、「ど
うありたいのか？」を、生徒や同僚だけではなく、自分自身に問い続け、それを
教育活動の軸としているとおっしゃいました。そのお話を伺った時、“ あり方 ”
を考えることは普遍ではあるけれども、その答えは時と状況によって変わる、す
なわち不易と流行の両面を持っているのが “ あり方 ” である─だからこそ弊
誌は、高校教育の “ あり方 ” を考え続けてきたのだと、改めて認識しました。

　これからも先生方とともに “ あり方 ” を考えることを大切にし、次の１００号に
向けて歩みを続けて参ります。その 1 歩目となる今号も、これからの高校教育の
あり方について考える特集を組んでおります。そして、より読みやすく、活用し
ていただける媒体となるよう、今号から誌面のあり方を変
革しています。ぜひ、ご覧ください。

　今後とも、ご指導、ご支援のほど、よろしくお願い申し
上げます。

 編集部 統括責任者　柏木　崇
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共に創る
教育の未来

創刊400号記念特集

『VIEWｎｅｘｔ』高校版は、今号で創刊400号を迎えた。節目となる本号の特集では、未来の社会の担い手
である若者が創りたいと思っている社会と、そうした社会を実現していくために必要な学校教育について、学
校内外の多様な人々が集い、語り合った。変化が激しく、予測困難なこれからの社会をよりよいものとし、
一人ひとりが幸せを感じながら生きていくためには、学校教育はどうあるとよいのか。教育にかかわる読者と
ともに考え、未来を創る一歩を踏み出したい。

2 高校版  2023 June
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P.4	 Introduction 社会と学校教育のこれまでとこれから

P.6	 対話を通して考える
	 私たちが創りたい社会、これからの教育
P.8	 秋田先生との対話１
	 一人ひとりが好きなことに没頭し、学びを深められる学校に
	 千葉県・私立渋谷教育学園幕張中学校高校卒業　立

た つ

崎
ざ き

乃
の

衣
い

P.10	 秋田先生との対話２
	 地域に飛び出し、時間割を超えた学びを深める学校に
	 福島県立福島高校３年生　伊

い

関
せ き

佳
か

純
ず み

P.12	 秋田先生との対話３
	 互いの個性を尊重し、失敗してもやり直せる学校に
	 内閣府認定特区高等学校	明

めい

蓬
ほう

館
かん

高校 岐阜SNEC３年生　清水陸
り く

志
し

P.14	 若者と語り合って
	 一人ひとりのよさを認める学校が、誰もが幸福な社会を創る
	 学習院大学文学部教授、中央教育審議会委員　秋田喜代美
P.16	 若者の言葉に耳を傾けて
	 多様な生き方を尊重し合える社会の実現に向けて教師がすべきこと
	 静岡県立小

お

山
やま

高校　美
み

那
な

川
が わ

雄一	／	静岡県立静岡東高校　神
か み

谷
や

隼
と し

基
き

P.20	 課題１　学び続ける人材の育成
	 自由に学び、没頭する中で、「探究し続ける人」が育つ
	 東京大学文科三類１年生（長崎県立諫

いさ

早
はや

高校卒業）　岸 ふみ
	 長崎県立諫

いさ

早
はや

高校　後
うしろ

田
だ

康
こ う

蔵
ぞ う

	 國學院大學	人間開発学部初等教育学科	教授　田村 学
P.24	 課題２　地域・家庭とともに生徒を育てる　
	 組織的な地域連携の中で生徒を育み、よりよい学校を創る
	 ─静岡県・富士市立高校の実践から考える─
P.28	 課題３　教師が生き生きと働き続けられる環境づくり
	 ─実践事例と識者の提言から考える、「働き方改革」のあり方─
	 同僚性を高め、働きやすく、働きがいもある学校に
	 実践事例　宮城県角

か く

田
だ

高校と宮城県教育庁の取り組み
	 識者の提言　愛媛大学大学院教育学研究科	教授　露口健司

P.32	 Message
	 これからの学校のために私たちができること─
	 生徒一人ひとりの「学びたい！」があふれ出す未来の教育を、
	 先生方とともに創り出す
	 株式会社ベネッセコーポレーション	学校カンパニー長　田村隆憲

対話から見えてきた、これからの学校教育の課題を深める

３人の若者と
秋田喜代美先生

（学習院大学文学部教授、
中央教育審議会委員）

が対話

若
者
と
の
対
話
か
ら
描
く
、こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
実
現
に
向
け
た
課
題
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社会と学校教育の
これまでとこれから

Introduc tion

１９７４年に『進研ニュース』として創刊以来、『VIEW21』、『VIEW next』と、
半世紀近い歴史を積み重ねてきた本誌。

社会と学校教育のこれまでを本誌の歩みとともに振り返り、これからを見通す。

1970〜1980〜1990〜
高度経済成長期から、
安定成長期へと移行

東西冷戦終結。
日本はバブル景気に突入

バブル経済の崩壊から
「失われた10年」へ

「進学率」が上昇
知識は「量」から「質」へ

臨時教育審議会が
個性重視の改革方針を示す

社会状況が激しく変化し、
進路指導の重要性が高まる

10 年以上続いた高度経済成長が終わる。
成長の弊害として公害問題が深刻化。

● オイルショック（73年、79年）
● 新東京国際空港が開港（78年）
● インベーダーゲームの流行（78年）

都市圏の地価が急騰。携帯電話が実用化
し、家庭用ゲーム機も誕生した。

● パーソナルコンピューター（PC）普及
● スペースシャトル打ち上げ（81年）
● 東西冷戦の終結（89年）

バブル経済が崩壊し、山一證券などの大手
金融機関が経営破綻。就職氷河期が到来。

● 阪神・淡路大震災（95年）
● Windows95 発売（95年）
● 日本、サッカーＷ杯初出場（98年）

大学・短大進学率は３割を超え、高校進
学率が 9割を超えた。一方、「詰め込み
教育」や「落ちこぼれ」が社会問題化。

● 学習指導要領改訂「ゆとりある充実
した学校生活の実現」へ

● 共通一次試験開始

校内暴力、不登校、いじめなどが社会問題
となる中で、臨時教育審議会が設置される。

● 臨時教育審議会の答申で、個性重
視、生涯学習体系への移行、国際化・
情報化など時代の変化への対応が
提言された

国内の経済が冷え込む中で、ニート、フ
リーターの増加が社会問題に。また、子
どもの学力低下が表面化。

● 学習指導要領改訂「生きる力」の育
成、「総合的な学習の時間」の新設

● 大学入試センター試験開始

学
校
教
育
の
動
き
・
本
誌
の
歩
み

社
会
の
動
き
・
主
な
出
来
事

進研模試のデータを盛
り込みながら、大学入
試を中心とする教育情
報を掲載したタブロイド
紙、「進研ニュース」が
創刊。

Ｂ５判の情報誌に刷新。
記事の中心は大学入試
に関する情報。センター
試 験 導 入の直 前 期 は、
ほぼ毎号、大学入試の
最新情報を提供した。

『進研ニュース』から『進
研ニュースＶＩＥＷ 21』
へ名称変更。学校現場
とともに、これからの進
路指導のあり方を考える
編集方針へ。

トイレットペーパーの買いだめをする人々。 東西冷戦の象徴、「ベルリンの壁」が崩壊。サッカーＷ杯初出場を決めた日本代表。
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本
誌
は
、『
進
研
ニ
ュ
ー
ス
』、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

21
』、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
と
名
称
を
改

め
な
が
ら
、
学
校
現
場
と
と
も
に
半
世
紀
と
い

う
時
間
を
歩
ん
で
き
た
。
そ
の
間
、
私
た
ち
が

生
き
る
社
会
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
そ
の
変

化
の
中
身
や
方
向
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
時
代

と
と
も
に
一
層
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
学
校
教
育
が
生
徒
に
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
も
確
実
に
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
近
年
で
は
、
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で

き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
始
め
と
す

る
資
質
・
能
力
の
育
成
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　「
人
を
育
て
る
」
と
い
う
大
切
な
役
割
を
担

う
学
校
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
本
誌
だ
が
、
創

刊
４
０
０
号
を
迎
え
た
今
号
で
は
、
予
測
が
困

難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
を
生
き
る
若
者

が
ど
の
よ
う
な
社
会
を
創
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
そ
う
し

た
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

高
校
教
育
は
ど
う
あ
る
と
よ
い
の
か
、
識
者
や

現
場
の
教
師
も
加
わ
り
、
考
え
て
い
く
。
ま
ず

は
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
若
者
の
声
に
耳
を
傾
け

ら
れ
た
い
。

予
測
が
困
難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

未
来
を
生
き
る
若
者
と
考
え
た
い

2000〜2010〜2020〜2023〜
世界同時不況。
格差社会が問題に

スマートフォン社会到来。
経済、暮らしが変化

コロナ禍で始まった
予測が困難な時代

新世紀を生き抜く
「確かな学力」の育成

育成を目指す資質・能力を
踏まえた教育へ

変化を受け止め、
未来を創る力の育成へ

温室効果ガスの削減が世界的な課題
となり、国内では格差社会が深刻化。

● アメリカ同時多発テロ事件（01年）
● リーマンショック（08年）
● SNS が普及

幅広い年代で、インターネットの利用
が拡大。YouTuber が注目を集める。

● 東日本大震災（11年）
● スマートフォンが普及
● 日本、人口減少社会へ

コロナ禍が世界に広がる。東京オ
リンピック・パラリンピックが開催。

● 新型コロナウイルス感染拡大（20年）
● ロシアがウクライナに侵攻（22年）
● 成年年齢 18 歳に引き下げ（22年）

「確かな学力」、「学力向上」が強く
うたわれ、学習指導要領の「はど
め規定」が緩和された。

● 英語教育の充実
● スーパーサイエンスハイス

クール事業開始

「生きる力」の育成を目指し、資質
･能力が3つの柱で整理された。

● 「主体的・対話的で深い学び」
の視点からの授業改善

● カリキュラム・マネジメントの
推進

新型コロナウイルスの感染拡大に
よる臨時休業と、その中での ICT
活用など、学び方が大きく変化。

● 大学入学共通テスト開始
● １人１台端末の整備

現場の教師が「生徒の自立」をテーマ
に対談。

識者による「カリキュラム・マネジメント」
の解説。

「主体的・対話的で深い学び」を実践
例から追究。

iPhone を発表するスティーブ・ジョブズ氏。2012年に開業した東京スカイツリー。東京五輪の開会式で入場する日本選手。

※年表内写真提供：ロイター＝共同、共同通信社　※年表外の街並み遠景写真提供：iStock
※主な参考資料：文部科学省「これまでの学習指導要領の変遷」、中央教育審議会「次期教育振興基本計画について（答申）参考資料・データ集」

•

２
０
５
０
年
に
は
、
日
本
の
人
口
は
約
１
億
人
ま
で
減
少
し
、
生
産
年

齢
人
口
（
15
歳
か
ら
64
歳
）
が
、
現
在
の
お
よ
そ
７
４
０
０
万
人
か
ら

５
３
０
０
万
人
（
70
％
相
当
）
に
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
。

•

デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
化
が
進
む
中
、
社
会
か
ら
は
「
問
題
発
見
力
」「
的
確

な
予
測
」「
革
新
性
」
が
需
要
の
高
い
能
力
と
し
て
求
め
ら
れ
る
可
能
性
。

大
き
く
変
わ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る

私
た
ち
の
社
会

5

特集　共に創る教育の未来
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私たちが創りたい社会、
これからの教育

対話を通して考える

未来を担う若者たちは、どのような社会を創りたいと思っているのだろうか。
そして、彼らが望む社会を実現する上で、学校教育はどうあるとよいのか。

３人の若者が、それぞれの創りたい社会と、教育に望むことについて、識者と語り合った。
さらに、次代の高校現場を牽引する若手・中堅教師が、これからの教育のあり方を、話し合った。

若者たちの言葉に耳を傾け、教育のこれからを考えた 3 人の教育者

創りたい社会と教育への思いを語った３人の若者

学習院大学文学部教授、
中央教育審議会委員

秋田喜代美

千葉県・私立渋谷教育学園
幕張中学校高校卒業

立
た つ

崎
ざ き

乃
の

衣
い

福島県立
福島高校３年生

伊
い

関
せ き

佳
か

純
ず み

内閣府認定特区高等学校 
明
め い

蓬
ほ う

館
か ん

高校 岐阜SNEC３年生

清水陸
り く

志
し

静岡県立静岡東高校

神
か み

谷
や

隼
と し

基
き

静岡県立小
お

山
や ま

高校

美
み

那
な

川
が わ

雄一
対談▶▶▶ P.16

3 人の若者との対話▶▶▶ P.8
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小
学
３
年
生
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
に
没
頭
し
、
中
学
１
年

生
か
ら
は
中
高
生
で
構
成
さ
れ
る
ロ
ボ
コ
ン
チ
ー
ム
に
参

加
。
世
界
大
会
へ
の
参
加
を
重
ね
て
き
た
が
、
２
０
２
０
年

３
月
か
ら
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
活
動
や
登
校

が
で
き
な
い
日
々
が
続
い
た
。
そ
こ
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

で
培
っ
た
知
見
を
生
か
し
て
医
療
従
事
者
を
支
援
し
よ
う

と
、
自
宅
で
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
製
作
に
着
手
。
医
療
機

関
と
直
接
や
り
取
り
を
し
た
り
、
チ
ー
ム
の
仲
間
に
も
参
画

を
働
き
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
６
か
月
間
で
２
２
０
０
個

を
寄
付
し
た
（
詳
細
は
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版 

２
０
２
３
年
４
月
号
で
紹
介
）。

　
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
20
年
10
月
に
、
世
界
有
数
の
パ

ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
「
世
界
を
変
え
る
10
人
の
若
い
女
性
」

の
1
人
に
、
日
本
人
と
し
て
唯
一
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
21

年
に
は
、
優
秀
な
若
者
の
研
究
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
孫
正

義
育
英
財
団
の
第
５
期
生
に
選
ば
れ

た
。
現
在
は
、
小
中
高
生
に
理
科
教

育
の
機
会
を
提
供
す
る
国
内
企
業
で

働
き
な
が
ら
、
24
年
秋
か
ら
の
海
外

大
学
進
学
を
目
指
し
て
い
る
。

　
福
島
県
に
生
ま
れ
な
が
ら
も
防
災
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
高
校
１
年
生
の
時
に
参
加
し
た
、
全
国
の
高

校
生
が
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
自
分

と
同
じ
高
校
生
が
、
地
域
の
防
災
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
防

災
に
関
心
を
持
ち
、
学
校
の
防
災
教
育
を
よ
り
よ
い
も
の
に

し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
思
い
を

持
つ
友
人
と
「
防
災
と
教
育
を
考
え
る
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　
同
会
で
は
、
学
校
の
近
隣
の
住
民
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
防
災

ゲ
ー
ム
に
取
り
組
む
中
で
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
に
つ
い

て
考
え
を
深
め
た
り
、
地
域
住
民
と
の
町
歩
き
を
基
に
防
災

計
画
や
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
災
害
発

生
時
に
避
難
所
と
な
る
校
舎
を
高
校
生
が
主
体
的
に
運
営
で

き
る
よ
う
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
着
目
。
防

災
訓
練
の
充
実
に
と
ど
ま
ら
ず
、
普
段
か
ら
高
校
が
地
域
の

ハ
ブ
と
な
り
、
高
校
生
が
多
世
代
と

交
流
し
て
人
々
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果

た
す
こ
と
で
、
み
ん
な
が
助
け
合
え

る
地
域
を
創
り
た
い
と
考
え
、
次
の

活
動
を
模
索
し
て
い
る
。

　
中
学
校
ま
で
は
、
勉
強
に
も
ス
ポ
ー
ツ
に
も
一
生
懸
命
取

り
組
む
模
範
的
な
生
徒
だ
っ
た
が
、
３
年
生
の
あ
る
日
の
朝
、

突
然
起
き
ら
れ
な
く
な
り
、
燃
え
尽
き
症
候
群
と
診
断
さ
れ

た
。
登
校
で
き
な
い
日
が
多
く
な
り
、周
囲
か
ら
は「
怠
け
だ
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
受
験
勉
強
を
続
け
、

高
校
に
合
格
。
そ
の
後
、
自
律
神
経
の
不
調
に
よ
っ
て
脳
へ

の
血
流
が
低
下
し
、
頭
痛
や
立
ち
く
ら
み
、
失
神
な
ど
が
起

き
る
起
立
性
調
節
障
害
を
患
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
高
校
で
は
心
機
一
転
頑
張
り
た
い
と
い
う
本
人
の
意
思
に

反
し
て
、
入
学
１
か
月
後
に
は
再
び
登
校
で
き
な
く
な
り
、

退
学
を
決
意
。
新
た
に
入
学
し
た
の
が
、
発
達
に
課
題
を
持

つ
高
校
生
が
特
別
支
援
つ
き
の
普
通
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
通
信
制
高
校
だ
っ
た
。
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
登
校

を
続
け
る
中
、
支
援
員
や
心
理
士
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
次

第
に
体
調
も
回
復
。
自
分
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
心
理
学
に

興
味
を
持
ち
、「
完
璧
主
義
」
や
「
理

想
か
ら
の
減
点
主
義
」
な
ど
の
自
分

の
思
考
の
癖
も
自
覚
し
た
。
今
後
は

大
学
に
進
学
し
、
心
理
学
を
中
心
に

学
び
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
思
考
で

コ
ロ
ナ
禍
に
向
き
合
い
、

「
世
界
を
変
え
る
10
人
」に
選
出

立た
つ

崎ざ
き

乃の

衣い

校
内
の
有
志
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

地
域
住
民
と
協
働
し
な
が
ら
、

高
校
生
主
体
の
防
災
教
育
に
取
り
組
む伊い

関せ
き

佳か

純ず
み

周
囲
の
期
待
に
応
え
て
き
た
自
分
が
、

病
気
を
契
機
に
「
自
分
」
に
目
を
向
け
、

新
た
な
目
標
を
見
つ
け
る

清
水
陸り

く

志し

若
者
た
ち
の
紹
介
─
未
来
を
担
う
3
人
が
歩
ん
で
き
た
道
の
り

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
３
人
の
若
者
が
秋
田
先
生
と
、創
り
た
い
社
会
と
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
語
り
合
う

立
崎
さ
ん
と
の
対
話
…
…
P. 

8

伊
関
さ
ん
と
の
対
話
…
…
P. 

10

清
水
さ
ん
と
の
対
話
…
…
P. 

12
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立
崎
　私
が
創
り
た
い
社
会
は
、「
自
分
に

は
こ
れ
が
で
き
る
。
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
も
で

き
る
か
も
」
と
、
誰
も
が
自
分
の
可
能
性
に

希
望
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。
み

ん
な
が
「
自
分
に
は
こ
れ
が
で
き
る
か
も
」

と
前
向
き
に
な
れ
れ
ば
、
き
っ
と
社
会
変
革

の
ス
ピ
ー
ド
も
加
速
す
る
と
思
う
ん
で
す
。

み
ん
な
が
前
向
き
に
な
る
た
め
に
は
、
好
き

な
こ
と
に
没
頭
す
る
経
験
が
一
人
ひ
と
り
に

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
私
は
、
小
学
生
の
時

に
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
を
始
め
て
以
来
、
両
親
や

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
、
メ
ン
タ
ー
の
大
人
の

方
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
中
学
校
、
高
校
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
る
た
め
、
授
業
に
出
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
時
も
先
生
方
は
私
を
応
援
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
に
没
頭
で
き
た
お

か
げ
で
、
私
は
、
社
会
問
題
の
解
決
を
先
導

す
る
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な

る
と
い
う
、
将
来
の
目
標
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

秋
田
　周
囲
の
人
た
ち
に
、
好
き
な
こ
と
に

没
頭
す
る
自
分
を
見
守
っ
て
も
ら
い
、「
今

の
あ
な
た
は
素
敵
だ
よ
」
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
ら
し
さ
に
対
し
て
確
か

な
自
信
が
持
て
た
の
で
す
ね
。
立
崎
さ
ん
の

経
験
が
示
し
て
く
れ
て
い
る
通
り
、
興
味
が

あ
る
こ
と
を
探
究
し
続
け
る
た
め
に
は
、
周

囲
の
支
え
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

立
崎
　私
は
中
学
生
の
時
か
ら
、
担
任
の

先
生
に
毎
日
日
記
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

日
記
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

日
々
の
様
々
な
出
来
事
な
ど
も
書
き
ま
し
た

が
、
ど
の
先
生
も
、
私
を
応
援
す
る
言
葉
を

か
け
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
先
生
自
身
の
人

生
経
験
を
踏
ま
え
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
信
頼
で
き
る
大
人

と
の
や
り
取
り
を
通
し
て
、
私
は
自
己
肯
定

感
を
高
め
、
人
生
の
哲
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
　生
徒
が
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や

思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
、
先
生

方
は
日
記
を
通
し
て
丸
ご
と
受
け
止
め
、
人

生
の
先
輩
と
し
て
、
先
生
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
た
言
葉
で
応
答
し
て
く
れ
た
ん
で
す

ね
。
深
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
見
本
の

よ
う
な
関
係
だ
と
思
い
ま
し
た
。

立
崎
　こ
れ
か
ら
の
学
校
に
は
、
授
業
だ
け

で
な
く
、
企
業
や
大
学
と
協
力
し
た
広
い
学

び
を
生
徒
に
体
験
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
私
が
所
属
し
た
チ
ー
ム
に
は
、
学
校
が

休
み
を
認
め
て
く
れ
ず
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
場
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
い

ま
し
た
。
学
校
外
の
学
び
に
も
生
徒
が
ど
ん

ど
ん
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

秋
田

　最
先
端
の
技
術
や
知
識
と
出
合
お
う

と
思
う
と
、
学
校
の
中
の
学
び
だ
け
で
は
ど

う
し
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
立
崎
さ

ん
は
、
学
校
の
外
の
世
界
か
ら
た
く
さ
ん
の

刺
激
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
学
校
の
学
び
に
対
す
る
見
方
や
考

え
方
が
深
ま
っ
た
と
い
う
経
験
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

立
崎
　ロ
ボ
ッ
ト
の
構
造
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
な
ど
を
考
え
る
中
で
、
数
学
の
授
業
で
学

ん
だ
こ
と
が
生
き
た
経
験
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
を
し
た
瞬
間
は
、
目

の
前
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
学
校
で
習
っ
た
ば
か

対話 1

学習院大学教授、
中央教育審議会委員

秋田喜代美

千葉県・私立渋谷教育学園
幕張中学校高校卒業

立
た つ

崎
ざ き

乃
の

衣
い

身
近
な
人
々
に
認
め
ら
れ
る
中
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
っ
た

学
校
の
外
で
学
ぶ
こ
と
で
、

学
校
の
学
び
の
価
値
に
気
づ
く

一人ひとりが好きなことに没頭し、
学びを深められる学校に

ロ
ボ
ッ
ト
製
作
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
思
考
を
基
に
、
高
校
時
代
に
社
会
貢
献
を
果

た
し
た
立
崎
さ
ん
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
没
頭
す
る
こ
と
で
大
き
く
成
長
し
て
き
た
経
験
を
踏

ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
創
り
た
い
社
会
と
教
育
に
望
む
こ
と
を
、
秋
田
先
生
と
語
り
合
っ
た
。

〈
立
崎
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
P. 

７
で
紹
介
〉

8 高校版  2023 June

0-01-J-23299-001 2023 年度 VIEW next 高校版 6 月号 8 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/08
谷口

再
念
校

06/12
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P08-13_view-next-koukou-6g.indd   8P08-13_view-next-koukou-6g.indd   8 2023/06/12   10:202023/06/12   10:20



り
の
三
角
関
数
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
む

こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア
ー
ム
を
正
確
に
動

か
す
こ
と
が
で
き
た
時
に
は
、
学
校
の
授
業

に
対
す
る
向
き
合
い
方
が
変
化
す
る
ほ
ど
感

動
し
、
そ
の
気
持
ち
を
日
記
を
通
し
て
数
学

の
先
生
に
伝
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

秋
田
　
立
崎
さ
ん
の
よ
う
に
、
学
校
外
の
学

び
と
教
科
の
学
び
を
つ
な
げ
ら
れ
た
経
験
を

先
生
に
伝
え
て
も
ら
え
る
と
、
先
生
も
、
教

科
に
対
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
学
び
の

意
味
を
探
究
し
て
い
る
こ
と
が
実
に
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

立
崎
　
今
、
私
が
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

先
生
方
が
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
て
、
と
て
も

忙
し
く
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
す
ご

く
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先

生
方
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
向
き

合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
合
っ
た
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
ほ
し
い

で
す
し
、
そ
の
た
め
に
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
授
業
の
準
備
な

ど
が
も
っ
と
楽
に
な
れ
ば
い
い
の
に
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
　
高
校
生
か
ら
も
、「
先
生
方
が
と
て

も
忙
し
く
見
え
る
」
と
よ
く
聞
き
ま
す
。
先

生
は
大
変
そ
う
だ
と
生
徒
が
思
っ
て
い
る
こ

の
状
況
は
、
放
置
し
て
は
い
け
な
い
問
題
だ

と
私
も
思
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
に
没
頭
す

る
生
徒
に
向
き
合
い
、
自
分
の
人
生
の
経
験

も
交
え
て
、
そ
の
生
徒
の
素
晴
ら
し
さ
を
認

め
る
こ
と
は
、
生
身
の
先
生
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
で
す
。
立
崎
さ
ん
と
お
話
し
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な

い
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
を
確
認
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ロボット製作をする中での発見やチームの仲間との活動、日々の
雑感など、様々なテーマで書かれた立崎さんの日記に、担任の教
師は真摯に向き合い、自身の人生経験を踏まえて言葉を返した。

好
き
な
こ
と
に
没
頭
す
る
経
験
を
通
し
て
、

希
望
を
持
っ
て
未
来
を
描
け
る
力
を
！

学
校
の
先
生
に
し
か
で
き
な
い

大
切
な
こ
と
が
あ
る

撮影場所：立崎さんが所
属する孫正義育英財団の
専用交流施設「Infinity」。
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伊
関
　私
が
創
り
た
い
社
会
は
、
地
域
住
民

の
関
係
性
が
豊
か
な
社
会
で
す
。
私
は
防
災

に
つ
い
て
探
究
す
る
中
で
、
住
民
同
士
の
結

び
つ
き
が
強
い
地
域
ほ
ど
、
災
害
時
に
円
滑

な
対
応
が
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
高
齢
社
会
と
い
う
観
点
で
も
、
地
域
の

人
た
ち
の
見
守
り
と
い
う
「
共
助
」
が
あ
れ

ば
、
各
家
庭
の
高
齢
者
の
介
護
を
支
援
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

秋
田
　伊
関
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
素
晴
ら

し
い
と
思
う
の
は
、
防
災
を
、
形
骸
化
し
た

避
難
訓
練
の
見
直
し
と
い
っ
た
学
校
の
問
題

に
と
ど
め
ず
、
地
域
と
学
校
の
普
段
の
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
は
学
校
が
避
難
場
所
と
し
て

多
様
な
地
域
住
民
を
迎
え
入
れ
る
時
の
高
校

生
の
存
在
意
義
な
ど
、
広
い
視
点
で
考
え
た

こ
と
で
す
。
自
分
た
ち
高
校
生
は
、
地
域
の

人
た
ち
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
で
あ
る
と
自
覚
し

て
、
防
災
を
見
つ
め
直
し
た
ん
で
す
よ
ね
。

伊
関
　住
民
間
の
関
係
性
が
希
薄
な
地
域
社

会
は
、
安
全
で
も
安
心
で
も
な
い
と
私
は
思

い
ま
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
人
が
尊
重
さ
れ

る
よ
う
な
地
域
社
会
で
あ
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
感
染
し
た
人

を
排
除
す
る
よ
う
な
事
例
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
　防
災
教
育
を
通
し
て
社
会
的
弱
者
と

呼
ば
れ
る
よ
う
な
人
に
も
目
が
向
い
た
こ
と

で
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
実
現
す
る
つ
な

が
り
の
あ
り
方
を
捉
え
直
さ
れ
た
ん
で
す

ね
。
人
が
他
者
と
の
つ
な
が
り
や
関
係
性
に

基
づ
い
て
互
い
に
幸
福
に
な
っ
て
い
く
こ
と

に
高
校
時
代
に
気
づ
い
た
こ
と
は
、
大
き
な

価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

伊
関
　私
が
こ
れ
か
ら
の
学
校
に
望
む
の

は
、
も
っ
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
学
校
、
高
校

と
進
級
す
る
に
連
れ
て
、
地
域
と
学
校
と
の

距
離
は
開
い
て
い
っ
た
と
私
は
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
が
仲
間
た
ち
と
福
島
高
校

で
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
時
に

は
、
想
定
以
上
の
た
く
さ
ん
の
地
域
住
民
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
生
が
声
を
上

げ
る
こ
と
を
、
地
域
の
人
た
ち
は
期
待
し
て

く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
し
、
高
校

生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
は

ず
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

秋
田
　「高
校
生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ

る
」
と
い
う
考
え
は
、
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
学
校
か
ら
外
の
世
界
へ
一

歩
踏
み
出
し
、
高
校
生
以
外
の
人
た
ち
と
触

れ
合
っ
た
か
ら
こ
そ
の
気
づ
き
で
す
ね
。

伊
関

　学
校
で
は
、「
こ
れ
か
ら
は
地
域
と

の
結
び
つ
き
が
大
事
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
高
校
生
が
地
域
と
の
新
た
な
結
び

つ
き
を
つ
く
る
実
践
の
場
は
、
高
校
に
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
と
の
つ
な
が
り

な
ど
、
社
会
問
題
に
関
心
を
持
つ
高
校
生
は

少
な
く
な
い
の
で
す
か
ら
、
実
践
に
足
を
踏

み
出
そ
う
と
す
る
生
徒
が
い
た
ら
、
学
校
に

は
ぜ
ひ
応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
、
最
初
に
私
た
ち
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
相
談
し
た
時
、「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
前

向
き
な
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
先
生
に
は
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。「
高
校
生
だ
か
ら

難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
な
気

持
ち
を
先
生
が
取
り
除
き
、
私
た
ち
の
主
体

性
を
尊
重
し
な
が
ら
伴
走
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
で
、
私
た
ち
は
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

対話 2

学習院大学教授、
中央教育審議会委員

秋田喜代美

福島県立福島高校
３年生

伊
い

関
せ き

佳
か

純
ず み

地
域
の
人
た
ち
と
学
ん
だ

「
幸
せ
」
の
あ
り
方

高
校
生
に
で
き
る
こ
と
は

も
っ
と
た
く
さ
ん
あ
る

地域に飛び出し、
時間割を超えた学びを深める学校に

校
内
の
仲
間
、
そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
と
協
働
し
て
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
伊
関
さ
ん
。

防
災
と
い
う
社
会
的
テ
ー
マ
を
探
究
す
る
中
で
気
づ
い
た
高
校
生
の
力
や
使
命
を
踏
ま
え
て
、
こ

れ
か
ら
創
り
た
い
社
会
と
教
育
に
望
む
こ
と
を
、
秋
田
先
生
と
語
り
合
っ
た
。

〈
伊
関
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
P. 

７
で
紹
介
〉
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秋
田
　
こ
れ
か
ら
の
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
徒
が
関
心
を
持
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て

探
究
す
る
時
間
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
か
じ
め
時
間
割
で

決
め
ら
れ
た
授
業
も
大
切
で
す
が
、
時
間
割

で
決
め
ら
れ
て
い
な
い
学
び
や
、
学
校
外
で

多
様
な
人
々
と
創
っ
て
い
く
学
び
も
同
じ
く

ら
い
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

伊
関
　
秋
田
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
、
自
ら

学
ぶ
こ
と
、
探
究
す
る
こ
と
は
、
チ
ャ
イ
ム

に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
私
が
取
り
組
ん
だ
防
災
教
育
に

つ
い
て
の
活
動
も
、
チ
ャ
イ
ム
で
区
切
る
こ

と
は
で
き
な
い
活
動
で
し
た
。
時
間
割
で
決

め
ら
れ
て
い
て
、
チ
ャ
イ
ム
で
区
切
ら
れ
る

学
び
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
チ
ャ
イ
ム

で
区
切
ら
れ
な
い
学
び
に
取
り
組
む
高
校
生

を
も
っ
と
応
援
す
る
社
会
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
し
、
高
校
生
の
背
中
を
押
す
こ

と
で
、
き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
生
ま
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

秋
田
　
私
は
、
学
校
の
中
で
流
れ
る
時
間
を

見
直
す
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
を
考
え

る
上
で
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒

に
よ
っ
て
は
、
授
業
に
集
中
で
き
る
時
間
は

50
分
よ
り
も
短
い
け
れ
ど
、
探
究
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
長
く
没

頭
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
人
ひ
と
り
の

生
徒
を
信
頼
し
、
学
び
を
委
ね
る
こ
と
で
、

本
人
が
納
得
い
く
ま
で
学
び
を
深
め
て
い
け

る
よ
う
な
学
校
の
時
間
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。
伊
関
さ
ん
の
よ
う
に
、
学

校
と
い
う
場
所
や
時
間
割
を
超
え
て
深
い
学

び
に
た
ど
り
着
け
る
生
徒
が
、
１
人
で
も
多

く
生
ま
れ
る
よ
う
な
教
育
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学校周辺の危険地域を洗い出したマップを地域住民と作成し、
共有。さらに、オリジナルの防災ゲームを開発して地域住民とと
もに取り組むなど、伊関さんの活動は常に地域とともにあった。

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
！

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を
信
頼
し
、

学
び
を
委
ね
る

撮影場所：伊関さんが
通う福島高校の教室。
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清
水
　
私
が
創
り
た
い
社
会
は
、
失
敗
し
て

も
や
り
直
せ
る
社
会
で
す
。
私
は
、
起
立
性

調
節
障
害
が
原
因
で
全
日
制
の
高
校
を
退
学

し
た
時
、
自
分
は
居
場
所
を
失
っ
た
と
感
じ

ま
し
た
。
通
信
制
の
高
校
で
再
び
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
私
の
よ
う
に
、「
普

通
」
か
ら
は
み
出
た
人
で
も
や
り
直
せ
る
社

会
を
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

秋
田
　
ご
自
分
の
体
験
を
基
に
、
失
敗
し
て

も
や
り
直
せ
る
社
会
の
必
要
性
を
語
っ
て
く

れ
た
清
水
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
近

年
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
を
背
景
に
、
不
登
校
の

子
ど
も
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
ど
の
子

ど
も
た
ち
も
学
び
を
諦
め
な
い
で
済
む
社
会

で
あ
り
た
い
と
私
も
思
い
ま
す
。
学
び
の
場

は
、
今
通
っ
て
い
る
学
校
だ
け
で
は
な
い
で

す
か
ら
ね
。
清
水
さ
ん
は
今
、
ど
ん
な
高
校

生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

清
水
　
今
は
週
４
日
登
校
し
て
い
ま
す
。
登

校
時
間
は
体
調
を
見
な
が
ら
決
め
て
い
ま
す

が
、
大
学
入
試
の
準
備
も
あ
る
の
で
、
９
時

過
ぎ
に
は
学
校
に
着
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
学
校
に
着
い
た
ら
、
先
生
方
と
相
談
し

な
が
ら
、
そ
の
日
の
学
習
内
容
を
決
め
ま
す
。

学
年
の
枠
を
超
え
て
生
徒
同
士
で
話
し
合
い

な
が
ら
学
ぶ
時
間
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

秋
田
　
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
状
態

を
何
よ
り
も
尊
重
し
、
生
徒
は
、
自
分
の
将

来
を
見
通
し
て
自
律
的
に
学
び
を
設
計
し
て

い
る
点
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

清
水
　
不
登
校
に
な
っ
た
時
は
本
当
に
つ
ら

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
不
登
校
を
経
験
し

て
よ
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
失
敗
を
し

た
か
ら
こ
そ
学
べ
た
こ
と
が
あ
り
、
諦
め
な

い
力
が
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

秋
田
　
誰
も
が
失
敗
や
挫
折
を
す
る
も
の
だ

と
い
う
あ
た
り
前
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上

で
、
社
会
や
学
校
の
あ
り
方
を
私
た
ち
は
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
、
清
水
さ
ん

に
教
え
て
い
た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。

清
水
　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動
症
）

の
有
病
率
は
報
告
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す

が
、
学
齢
期
の
小
児
の
3
～
7
％
程
度
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
起
立
性
調
節

障
害
の
罹
患
率
は
中
学
生
で
約
10
％
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
病
気
に
つ
い

て
知
ら
な
い
人
が
多
く
、「
怠
け
だ
」
と
い
っ

た
不
適
切
な
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
に
対
す
る
認

知
を
広
げ
た
い
で
す
。

秋
田
　
様
々
な
障
害
や
個
性
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
、
生
徒
も
教
師
も
互
い
に
支
え
合
う

学
校
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
先

生
方
は
多
忙
な
た
め
、
様
々
な
障
害
や
個
性

に
つ
い
て
学
び
、
理
解
す
る
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
る
の
も
事
実
で
す
か
ら
、
外
部
の
専

門
家
な
ど
と
連
携
し
て
、
困
っ
て
い
る
生
徒

を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

清
水
　
様
々
な
障
害
や
個
性
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
合
う
た
め
に
も
、
義
務
教
育
や
高
校

で
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
を
設
け
て
ほ
し
い
で

す
。
私
は
病
気
を
き
っ
か
け
に
心
理
学
を
学

び
始
め
ま
し
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
、
自
分

の
不
登
校
の
背
景
に
は
、
何
で
も
完
璧
を
目

指
す
思
考
の
癖
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
多
様
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
知
り
、

自
分
自
身
を
客
観
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
、

他
者
理
解
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
す
べ
て
の

子
ど
も
に
と
っ
て
、
心
理
学
は
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
な
学
び
だ
と
思
い
ま
す
。

秋
田
　
自
分
を
深
く
知
り
、
人
生
を
よ
り
よ

対話 3

学習院大学教授、
中央教育審議会委員

秋田喜代美

内閣府認定特区高等学校 
明
めい

蓬
ほう

館
かん

高校 岐阜SNEC３年生

清水陸
り く

志
し

学
び
の
場
は
、

１
つ
だ
け
で
は
な
い

多
様
な
見
方
や
考
え
方
を
養
え
る

心
理
学
を
学
ぶ
時
間
の
創
設
を

互いの個性を尊重し、
失敗してもやり直せる学校に

起
立
性
調
節
障
害
に
よ
っ
て
、
中
学
校
、
高
校
で
不
登
校
を
経
験
し
た
清
水
さ
ん
。
通
信
制
と
い

う
新
た
な
学
び
の
場
を
得
て
、
自
分
の
人
生
に
お
け
る
「
失
敗
」
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
経
験

を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
創
り
た
い
社
会
と
教
育
に
望
む
こ
と
を
、
秋
田
先
生
と
語
り
合
っ
た
。

〈
清
水
さ
ん
の
こ
れ
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で
の
歩
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は
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い
も
の
に
す
る
学
び
は
、
高
校
の
教
科
の
中

だ
け
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

示
す
好
例
で
す
ね
。
心
理
学
は
、
清
水
さ
ん

の
今
後
の
進
路
に
も
影
響
し
そ
う
で
す
か
。

清
水
　
は
い
。
既
に
心
理
学
の
民
間
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
が
、
高
校
卒
業
後
は
大
学
に

進
学
し
、
も
っ
と
専
門
的
に
心
理
学
を
学
び

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
水
　
私
は
不
登
校
に
な
る
前
、
塾
に
も

通
っ
て
５
教
科
を
真
面
目
に
勉
強
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
面
白
さ
が
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
不
登
校
が
き
っ
か
け
で
心
理
学
に
出

合
え
ま
し
た
が
、
あ
の
ま
ま
学
ん
で
い
た
ら
、

学
び
の
楽
し
さ
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
　
学
び
の
意
味
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

深
い
経
験
が
生
ま
れ
る
授
業
が
、
特
に
中
学

校
や
高
校
で
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
清
水
さ
ん
は
、
心
理
学
に
興
味
を
持
ち
、

探
究
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
学
ぶ
こ
と

の
意
味
や
楽
し
さ
に
気
づ
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

清
水
　
あ
り
ま
す
！
　
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

探
究
し
て
い
る
時
、
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
の
数

値
が
変
化
す
る
こ
と
を
知
り
、
生
物
を
学
ぶ

意
義
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
心
理
学
を
通

じ
て
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
を
立
て
、

考
え
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
大
切

さ
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

秋
田
　
自
分
の
興
味
を
起
点
に
探
究
す
る
中

で
学
び
へ
の
姿
勢
が
変
わ
り
、
視
野
も
広

が
っ
た
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
も
そ
う
し
た
学
び
の
場
に
な
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

この病気についてもっと知ってもらうことに加えて、

❶整体は、この病気の改善に効果的だと言われてい
ます。実際、私も整体によって症状が改善されて、
随分助けられました。しかし現在、整体の施術代
は保険適用外のため、費用の捻出は簡単ではあり
ません。整体施術の保険適用を望みます。

❷起立性調節障害の子どもが通いやすい学校を創っ
てほしいと思います。柔軟な登校時間やオンライン
を活用した授業出席が認められることと、整体を校
内で受けられるなどの支えがあるとありがたいです。

起立性調節障害についての清水さんの願い

失
敗
し
て
も
諦
め
る
必
要
は
な
い
し
、

失
敗
の
中
か
ら
学
べ
る
大
切
な
こ
と
も
あ
る
！

自
分
の
興
味
を
起
点
に

教
科
の
学
び
の
意
味
を
知
る

撮影場所：清水さん
が通う、明蓬館高校
岐阜 SNECの学習ス
ペース。
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中
央
教
育
審
議
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
次

期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
答

申
）」（
以
下
、
基
本
計
画
）
で
は
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
の
総
括
的
な
基
本
方
針
と
し
て
、

「
２
０
４
０
年
以
降
の
社
会
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
」
と
「
日

本
社
会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
＊
）
の
向
上
」
の
２
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

掲
げ
て
い
ま
す
（
P.

　

15
図
１
）。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
気
候
変
動
な
ど
の
地
球
環
境
問
題
、

少
子
化
・
人
口
減
少
、
都
市
と
地
方
の
格
差

な
ど
の
社
会
課
題
、
そ
し
て
国
際
情
勢
の
不

安
定
化
の
中
で
、
こ
の
社
会
を
持
続
的
に
発

展
さ
せ
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
福
を
実

現
す
る
こ
と
が
私
た
ち
に
は
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
対
話
し
た
３
人
の
皆
さ
ん
は
、
持
続

可
能
で
誰
も
が
幸
福
に
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
自
分
の
手
で
創
り
た
い
と
異
口
同

音
に
語
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
活
動
し

て
い
ま
し
た
。

　
立
崎
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
の
製
造
と
い
う
社
会
貢
献
活
動

に
取
り
組
み
、
高
校
卒
業
後
は
、
海
外
大
学

進
学
に
先
立
ち
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
を
設
け
て

企
業
で
働
く
姿
か
ら
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
が
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
伊
関
さ
ん
は
、
学
校
と
地
域
が
つ
な
が
り
、

多
様
な
人
が
支
え
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
、
防
災
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
清
水
さ
ん
は
、
起
立
性
調
節
障
害

に
よ
っ
て
高
校
を
中
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
状
況
の
中
で
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

新
た
な
目
標
を
見
つ
け
た
経
験
を
基
に
、
失

敗
や
挫
折
が
あ
っ
て
も
や
り
直
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
、
次
の
成
長
を
期
待
し
合
え
る
社

会
の
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
基
本
計
画
で
は
、
誰
１
人
取
り
残
さ
ず
、

す
べ
て
の
人
の
可
能
性
を
引
き
出
す
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
教
育
の
推
進
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
立
崎
さ
ん
、
伊
関
さ
ん
、
清
水
さ
ん
の
３

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
通
じ
て
、
急

激
に
変
化
し
続
け
る
社
会
に
お
い
て
も
一
人

ひ
と
り
が
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
の
生
き
方
だ
け
で
な

く
、「
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
こ
う
な
っ
て
ほ

し
い
」、「
今
の
社
会
に
は
こ
ん
な
矛
盾
が
あ

る
」、「
こ
う
す
れ
ば
、
み
ん
な
が
も
っ
と
幸

せ
に
な
れ
る
」
と
い
っ
た
提
言
も
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
３
人
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
通
し
て
私

は
、
若
者
た
ち
、
子
ど
も
た
ち
が
意
見
表
明

を
で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体
と
し
て
彼
ら
の

声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
し
、
そ
の
意
味
で
も
、
教
育
が
社
会
に

対
し
て
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
目
指
す
社
会
と
は

＊ 身体的・精神的・社会的によい状態にあること。短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。

誰
も
が
幸
せ
な
社
会
を

創
り
た
い
と
、
皆
が
語
っ
た

３
人
の
生
き
方
か
ら

目
指
す
社
会
の
姿
が
見
え
る

あきた・きよみ　学習院大学文学部教授。東京大学
大学院教育学研究科博士課程修了。博士（教育学）。
東京大学教育学部助手、立教大学文学部助教授、東
京大学大学院教育学研究科教授を経て、現職。第 12
期中央教育審議会委員も務める。専門は教育心理学、
授業研究。主著に、『学びの心理学』（左右社）、『学
校教育と学習の心理学』（共著、岩波書店）、『新　保
育の心もち』（ひかりのくに）などがある。

若者と語り合って

学習院大学文学部教授、中央教育審議会委員

秋田喜代美

　一人ひとりのよさを
認める学校が、

誰もが幸福な社会を創る

14 高校版  2023 June

0-01-J-23299-001 2023 年度 VIEW next 高校版 6 月号 14 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/08
谷口

再
念
校

06/12
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P14-15_view-next-koukou-6g.indd   14P14-15_view-next-koukou-6g.indd   14 2023/06/12   10:262023/06/12   10:26



　
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
に
は
、
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
資
質
・
能

力
を
育
み
な
が
ら
、
生
徒
の
多
様
性
を
尊
重

し
、
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

興
味
・
関
心
を
軸
に
し
た
深
い
学
び
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
高
校
で
は
、
文
理
に
分
か
れ
て

学
ぶ
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
幅
広
い
教
養
を

学
べ
る
こ
と
が
高
校
の
よ
さ
で
も
あ
り
、
学

び
を
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
大

学
入
試
が
そ
う
し
た
学
び
の
延
長
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
授
業
の
形
態
、
教
え
る
内
容
、
教
材
や
教

具
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
ま
す
。
し
か

し
、
生
徒
が
教
師
に
支
え
ら
れ
、
教
師
と
の

信
頼
関
係
を
土
台
に
学
び
続
け
る
と
い
う
点

は
、
日
本
の
教
育
の
不
易
で
あ
り
、
日
本
社

会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
価
値
だ
と
思
い
ま
す
。

　
つ
な
が
り
と
い
う
点
で
は
、
学
び
と
社
会

と
の
つ
な
が
り
に
気
づ
く
機
会
も
重
要
で

す
。
教
師
や
生
徒
が
、
地
域
住
民
と
と
も
に

社
会
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
具
体
的

な
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
探
究
の
面
白
さ

を
味
わ
う
こ
と
で
、
生
徒
は
自
身
が
社
会
の

創
り
手
で
あ
る
と
自
覚
す
る
か
ら
で
す
。

　
た
だ
、
立
崎
さ
ん
も
指
摘
し
て
い
ま
し
た

が
、
先
生
方
が
忙
し
過
ぎ
る
現
状
は
改
善
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
残
業
時
間
等
の
勤

務
実
態
調
査
を
進
め
な
が
ら
、
学
級
定
数
な

ど
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
学
校
と
い
う
場
に
、

教
育
や
福
祉
、
医
療
、
さ
ら
に
は
組
織
づ
く

り
や
働
き
方
に
詳
し
い
多
様
な
専
門
家
、
サ

ポ
ー
タ
ー
が
参
画
し
、
先
生
方
と
チ
ー
ム
を

組
む
こ
と
で
、
先
生
方
が
ご
自
分
の
仕
事
に

専
念
で
き
る
よ
う
な
学
校
を
創
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
と
先

生
方
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
は
、
一

体
化
し
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い

う
前
提
で
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
を

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
私
は
３
人
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
し
て
、
改

め
て
高
校
生
は
、
社
会
を
変
え
る
大
き
な
力

を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
方
も

日
々
生
徒
と
接
す
る
中
で
、
私
と
同
じ
こ
と

を
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
さ
に
現
場
の
先
生
方
が
、
次
の
社
会

の
創
り
手
を
育
て
て
い
る
の
で
す
。
ど
う
か

教
師
と
い
う
仕
事
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
誇

り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
を
支
え
続
け

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
高
校
の
役
割
と
は

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
の

よ
さ
を
認
め
る
学
校
に

社
会
の
創
り
手
を
育
て
、

未
来
を
創
る
教
師
と
い
う
仕
事

次期教育振興基本計画のポイント図１

•2040年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成
•日本社会に根差したウェルビーイングの向上

人生100年時代に複線化する生涯にわたって学び続ける学習者

グローバル化する社会の持続的な
発展に向けて学び続ける人材の育成
• 主体的に社会の形成に参画、持続

的社会の発展に寄与
•「主体的・対話的で深い学び」の

視点からの授業改善、大学教育の
質保証　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　など

教育デジタルトランスフォーメーショ
ン（DX）の推進
• GIGA スクール構想、情報活用能

力の育成
•基盤的ツールの開発・活用、教育デー

タの分析・利活用の推進　　　など

地域や家庭でともに学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進
• コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進、家庭教育支援の充

実による学校・家庭・地域の連携強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

誰１人取り残さず、すべての人の可能性
を引き出す共生社会の実現に向けた教
育の推進
• 子どもが抱える困難が多様化・複雑化す

る中で、個別最適・協働的学びの一体的充
実やインクルーシブ教育システムの推進
による多様な教育ニーズへの対応 　 など

計画の実効性確保のための基盤整備・
対話
• 学校における働き方改革のさらなる推

進
• NPO・企業等多様な担い手との連携・

協働　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

次期教育振興基本計画のコンセプト

今後の教育政策に関する基本的な方針

＊中央教育審議会「次期教育振興基本計画について（答申）【概要】」を基に、編集部が抜粋して作成。
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神
谷
　
美
那
川
先
生
と
私
は
、
前
任
校
で
先

輩
と
後
輩
の
間
柄
で
し
た
。
今
日
は
、
先
輩

で
あ
る
美
那
川
先
生
が
、
３
人
の
若
者
の
言

葉
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
、
そ
し
て
先
生

が
今
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
、
お

話
を
聞
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。

美
那
川 
　
３
人
の
若
者
が
創
り
た
い
社
会

を
明
確
に
語
っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し

た
。
理
想
の
社
会
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
自

分
も
寄
与
し
よ
う
と
思
う
か
ら
、
３
人
は
高

校
時
代
に
主
体
的
に
学
び
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
学
び
続
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

神
谷
　
生
徒
が
夢
を
語
り
、
創
り
た
い
社
会

を
描
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
、
高
校
教
育
の
大
切
な
役
割
な

の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
た
だ
現
実

に
は
、
大
学
入
試
が
近
づ
く
と
、「
こ
の
夢

を
か
な
え
る
こ
と
は
自
分
に
は
無
理
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
」、「
夢
の
実
現
よ
り
も
、
ま
ず

は
大
学
合
格
を
目
指
そ
う
」
と
、
創
り
た
い

社
会
を
描
く
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
生
徒
も

ま
だ
ま
だ
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

美
那
川
　
自
分
の
生
き
方
を
自
由
に
描
く
こ

と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、

こ
れ
ま
で
の
社
会
で
は
、
18
歳
で
高
校
を
卒

業
し
た
ら
、
難
関
大
学
に
進
学
し
、
大
企
業

に
入
る
こ
と
な
ど
が
、
人
生
に
お
け
る
成
功

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
私
の

教
え
子
に
も
、
海
外
に
学
び
の
場
を
求
め
た

り
、
自
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立
ち
上
げ
た

り
す
る
者
が
い
ま
す
。
海
外
大
学
へ
の
進
学

を
前
に
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
を
経
験
し
て
い
る

立
崎
さ
ん
の
よ
う
な
生
き
方
を
、「
そ
の
生

き
方
も
い
い
ね
」
と
尊
重
し
合
え
る
社
会
に

な
れ
ば
、
自
分
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
歩
き

続
け
る
生
徒
が
増
え
る
と
思
う
の
で
す
。
私

が
創
り
た
い
社
会
は
、
そ
ん
な
、
自
由
で
寛

容
な
社
会
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
社

会
は
、
清
水
さ
ん
が
創
り
た
い
「
失
敗
を
許

せ
る
社
会
」
で
も
あ
り
ま
す
。

神
谷
　
ど
ん
な
社
会
を
創
り
た
い
か
と
問
わ

れ
た
ら
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
え
る
社

会
だ
と
、
私
も
答
え
ま
す
。
日
頃
か
ら
生
徒

に
、「
大
学
に
進
学
し
さ
え
す
れ
ば
、
人
生

の
価
値
が
高
ま
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」、

「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、
自
信

を
持
っ
て
そ
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
価

値
が
あ
る
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
す
の
で
、

３
人
の
若
者
の
生
き
方
に
、
私
は
心
か
ら
共

感
し
ま
す
。
す
べ
て
の
生
徒
が
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
高
校
生

活
の
中
に
様
々
な
出
会
い
や
経
験
の
場
を
つ

く
り
、そ
し
て
、自
分
の
興
味・関
心
や
強
み
、

幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
な
ど
を
発
見
で
き
る
よ

う
、
声
を
か
け
、
気
づ
き
を
促
し
て
い
き
た

い
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
描
い
た
生
き
方
を
、

尊
重
し
合
え
る
社
会
を
創
り
た
い

3
人
の
若
者
の
言
葉
を
受
け
止
め
、
考
え
た
こ
と

若者の言葉に耳を傾けて

静岡県立小
お

山
や ま

高校 美
み

那
な

川
が わ

雄一 静岡県立静岡東高校 神
か み

谷
や

隼
と し

基
き

自
分
が
望
む
社
会
と
生
き
方
を

明
確
に
語
ら
せ
た
い

多様な生き方を尊重し合える社会の
実現に向けて教師がすべきこと

かつて先輩・後輩として同じ学校に勤務したこともある２人の教師が、
３人の若者の言葉を受け止め、これからの学校、そして教師のあり方について語り合った。

静
岡
県
立
小お

山や
ま
高
校

設
立	

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
１
２
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
北
見

工
業
大
、
岩
手
大
、
山
梨
大
、
静
岡
大
、
釧
路
公
立
大
、

都
留
文
科
大
、
静
岡
県
立
大
、
静
岡
文
化
芸
術
大
、
北
九

州
市
立
大
な
ど
に
13
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
成
蹊
大
、

専
修
大
、
東
洋
大
、
日
本
大
な
ど
に
延
べ
１
０
８
人
が
合

格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
53
人
。
就
職
９
人
。

静
岡
県
立
静
岡
東
高
校

設
立	

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
北
海

道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
一
橋
大
、
横
浜
国

立
大
、
静
岡
大
、
名
古
屋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
１
３
９
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、

東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に

延
べ
96
人
が
合
格
。
海
外
大
学
進
学
１
人
。

学
校
概
要
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神
谷
　生
徒
が
、
自
分
の
人
生
を
描
き
、
歩

ん
で
い
く
た
め
に
は
、「
失
敗
」
と
の
向
き

合
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。「
失
敗
」
と
思
っ
た
出
来
事
も
、
本

人
の
向
き
合
い
方
次
第
で
、
そ
の
意
味
が
変

わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。「
あ
な
た
が
目
指

す
生
き
方
に
お
い
て
は
、
今
回
の
経
験
は
失

敗
で
は
な
く
、
財
産
な
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
と
、
教
師
が
出
来
事
の
解
釈
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
生
徒
は
そ
の
後
の
挑
戦
を
恐
れ
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

こ
れ
ま
で
の
私
は
、
生
徒
が
失
敗
す
る
前
に

手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま
し
た
。
教
科
学
習
で

も
探
究
学
習
で
も
、
よ
い
成
績
が
取
れ
た
り
、

発
表
ま
で
た
ど
り
着
け
た
り
す
る
こ
と
を
優

先
し
、
十
分
に
試
行
錯
誤
す
る
機
会
を
生
徒

に
与
え
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

美
那
川
　生
徒
本
人
が
「
失
敗
し
て
し
ま
っ

た
」
と
思
っ
た
時
こ
そ
が
、
教
師
の
出
番
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　以
前
勤
務
し
た
学
校
で
は
、
卒
業
を
待
た

神
谷

　実
は
私
は
、
大
学
院
で
学
ん
で
い
る

時
に
、
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま

い
、
研
究
を
続
け
な
い
と
い
け
な
い
と
分

か
っ
て
い
る
の
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
け
て

足
が
動
か
な
く
な
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
心
療
内
科
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
受
け
、
な
ぜ
、
そ
う
い
う
状
態
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
、
専
門
家
と
一
緒
に
丁
寧

ず
に
途
中
で
転
学
・
退
学
す
る
生
徒
が
例
年

複
数
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
18
歳
で
高
校
を
卒

業
す
る
と
い
う
生
き
方
が
成
立
し
な
く
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、
私
は
と
こ
と
ん
、
そ
う
し

た
生
徒
と
対
話
を
し
て
、
転
学
・
退
学
す
る

理
由
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
実

際
に
は
、
本
人
に
も
本
当
の
理
由
は
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、「
こ
れ
が
原

因
だ
」
と
い
っ
た
も
の
を
仮
で
も
よ
い
の
で

言
葉
に
す
る
こ
と
で
、「
次
は
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
い
こ
う
」
と
新
し
い
人
生
を
歩
み
始

め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
生
徒
が
、

「
確
か
に
そ
れ
が
退
学
す
る
原
因
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
新
し
い
進
路
を
選

び
ま
す
」
と
語
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
転
学・

退
学
と
い
う
選
択
に
意
味
が
見
い
だ
さ
れ
、

単
な
る
失
敗
で
は
な
く
な
る
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　生
徒
が
自
分
の
決
断
に
納
得
し
、
そ
の
後

の
人
生
を
描
い
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
教
師

に
は
、
そ
の
助
言
が
正
し
い
か
ど
う
か
よ
り

も
、
生
徒
が
前
に
進
ん
で
い
け
る
か
ど
う
か

が
重
要
な
時
が
あ
る
の
で
す
。

に
自
分
を
見
つ
め
、
自
分
は
ど
ん
な
自
分
で

あ
り
た
い
の
か
、
ど
ん
な
人
生
を
歩
き
た
い

の
か
を
考
え
ま
し
た
。
今
回
清
水
さ
ん
が
、

「
不
登
校
に
な
っ
た
か
ら
自
己
理
解
が
深

ま
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
も
自

分
の
考
え
方
の
癖
に
つ
い
て
、
他
者
の
助
け

を
借
り
て
自
覚
し
、
霧
が
晴
れ
た
よ
う
な
感

覚
を
味
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
ず

い
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
が
確
実
に
あ

る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
、
思
い
悩
む
生
徒

を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

生
徒
が
描
く
人
生
の
中
で
、
そ
の
「
失
敗
」
は

ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
と
も
に
考
え
る

高
校
生
に
必
要
な
教
師
の
支
援
と
は
何
か

大
切
な
の
は
、

生
徒
が
歩
み
続
け
る
こ
と

失
敗
を
避
け
さ
せ
て
い
る

教
師
と
し
て
の
自
分
が
い
る

左）静岡県立小山高校　美那川雄一　
みながわ・ゆういち　同校に赴任し
て3 年目。地理歴史・公民科。

右）静岡県立静岡東高校　神谷隼基　
かみや・としき　同校に赴任して4
年目。数学科。
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神
谷
　生
徒
が
描
く
生
き
方
を
彩
り
豊
か
に

す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
大
人
と
の
出
会
い

が
必
要
で
す
。
対
話
す
る
相
手
が
自
校
の
生

徒
や
教
師
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
年
齢
、

職
業
の
人
で
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒

が
描
く
生
き
方
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
、
寛
容
度
の
高
い
学
校
に
な
れ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
学
校
の
実
現
の
た
め
に
も
、

高
校
は
、
も
っ
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
強

め
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
伊
関
さ

ん
が
語
っ
た
通
り
、
学
校
が
地
域
の
ハ
ブ
に

な
る
こ
と
を
、
地
域
の
人
た
ち
も
期
待
し
て

い
ま
す
か
ら
、
例
え
ば
、
地
域
の
人
た
ち
が

講
師
に
な
っ
て
、
自
分
が
得
意
な
こ
と
な
ど

を
題
材
に
し
た
学
び
の
場
を
高
校
に
開
き
、

興
味
を
持
っ
た
生
徒
が
ふ
ら
り
と
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
学
校
は
よ
い
意
味

で
雑
多
な
学
び
の
場
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。

美
那
川
　地
域
の
人
を
学
校
に
迎
え
入
れ
れ

ば
そ
れ
で
十
分
だ
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
に
は
、「
開
発
か
、
自
然
保

護
か
」
と
い
っ
た
、
答
え
が
す
ぐ
に
は
出
せ

な
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
、
生
徒
が
葛
藤
す
る
よ
う
な
良
質
な
地
域

の
課
題
を
授
業
に
持
ち
込
め
る
か
ど
う
か

が
、
私
た
ち
教
師
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

生
徒
が
頭
を
悩
ま
せ
、
他
者
と
話
し
合
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
題
材
を
、
探
究
学

習
に
も
教
科
学
習
に
も
取
り
入
れ
て
、
教
科

横
断
的
な
学
び
を
展
開
し
な
が
ら
、
生
徒
に

資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

美
那
川
　こ
れ
か
ら
の
社
会
を
創
る
生
徒
を

育
て
る
た
め
に
、
私
た
ち
教
師
の
教
育
観
の

転
換
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
学

校
で
は
、
生
徒
に
た
く
さ
ん
の
知
識
を
与
え

る
こ
と
で
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

て
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
で
は
、
学
ん
だ
こ
と
の
す
べ
て
が
こ
の
先

も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
知

識
は
学
ん
だ
時
の
そ
の
ま
ま
の
形
で
使
え
る

と
は
限
ら
ず
、
状
況
に
応
じ
て
組
み
替
え
て

活
用
す
べ
き
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
実

際
に
、
授
業
の
中
で
、
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
疑
っ
て
み
た
り
、

知
識
を
再
構
成
し
た
り
す
る
体
験
を
さ
せ
る

こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
生
徒
は
、

学
び
続
け
る
こ
と
の
意
味
と
大
切
さ
を
実
感

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

神
谷
　数
学
の
教
師
と
し
て
自
戒
し
て
い
る

の
は
、
自
分
が
上
手
に
解
法
を
教
え
さ
え
す

れ
ば
生
徒
の
学
力
は
向
上
す
る
と
思
い
込
ん

だ
り
、
自
分
が
教
え
た
か
ら
生
徒
が
伸
び
た

の
だ
と
喜
ん
だ
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
、
生
徒
で
は
な
く
教
師
が
中
心
に
い
る
状

態
で
す
し
、
自
分
が
生
徒
だ
っ
た
時
に
、
そ

う
い
う
先
生
の
指
導
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ

た
経
験
が
あ
る
か
ら
で
す
。

美
那
川
　教
師
が
一
方
的
に
教
え
た
知
識

は
、
生
徒
の
長
い
人
生
の
中
で
考
え
れ
ば
、

そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
に
は
な
ら
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
教
師
に
と
っ
て

よ
り
重
要
な
の
は
、
授
業
で
一
番
大
切
な
こ

と
は
教
師
が
説
明
せ
ず
に
、
生
徒
自
身
に
つ

か
ま
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
す

べ
て
を
分
か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
よ
り

も
、
生
徒
が
よ
り
よ
く
学
ぶ
た
め
に
は
「
何

を
教
え
な
い
か
」
ま
で
を
も
見
極
め
て
、
授

業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
が
教
師
に
求
め
ら
れ

ま
す
。
生
徒
同
士
、
あ
る
い
は
学
校
外
の
人

た
ち
と
対
話
す
る
中
で
一
番
大
切
な
こ
と
に

気
づ
く
経
験
が
、
学
び
続
け
る
力
を
生
徒
に

育
ん
で
い
く
は
ず
で
す
。

生
徒
に
と
っ
て
、
よ
り
雑
多
な
学
び
の
空
間
を
つ
く
り
、

対
話
の
中
で
「
大
切
な
こ
と
」
へ
の
気
づ
き
を
促
す

こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
の
役
割

多
様
性
と
良
質
な
課
題
か
ら

学
び
を
得
る
学
校
に

一
番
大
切
な
こ
と
は

教
え
ず
に
気
づ
か
せ
る
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神
谷
　
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
創
り
手
で
あ
る

生
徒
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、
私
は
も
っ

と
社
会
の
変
化
に
敏
感
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
最
近
は
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
踏
ま
え
た

教
材
の
作
成
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
へ

の
指
示
内
容
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、
か

な
り
よ
い
教
材
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
最
大
の
収
穫
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

す
る
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ
に
対
し
て
適
切
な
課

題
を
設
定
し
た
り
、
Ａ
Ｉ
の
回
答
を
現
実
の

状
況
に
合
わ
せ
て
精
査
し
た
り
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
、
人
間
に
求
め
ら
れ
る
力
や

人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た

こ
と
で
す
。
今
後
、
Ａ
Ｉ
へ
の
指
示
内
容
を

練
り
上
げ
、
校
内
で
共
有
す
れ
ば
、
教
材
作

成
の
省
力
化
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

美
那
川
　
特
に
若
い
先
生
方
が
業
務
に
追
わ

れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
自
分
が
何

を
得
て
き
た
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
あ
り
た

い
の
か
、
未
来
を
描
き
に
く
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、
若
い
先

生
方
の
話
の
聞
き
手
に
な
り
、
未
来
を
描
く

手
伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

先
輩
教
師
か
ら
「
困
り
事
は
な
い
？
」
と
聞

か
れ
て
も
、
率
直
に
打
ち
明
け
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
私
は
、
現
場
の

声
を
基
に
作
ら
れ
て
い
る
『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ

ｘ
ｔ
』
を
若
手
教
師
の
前
に
広
げ
て
、「
こ

ん
な
学
校
が
あ
る
け
れ
ど
、
ど
う
思
う
？
」、

「
本
校
は
ど
う
だ
ろ
う
」
な
ど
と
対
話
し
、

若
手
教
師
と
一
緒
に
新
し
い
学
校
を
創
っ
て

い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

神
谷
　
美
那
川
先
生
と
同
じ
学
校
に
勤
務
し

て
い
た
時
、
私
は
先
生
が
い
る
社
会
科
準
備

室
を
訪
ね
て
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
な
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
社
会
科
準
備
室
の
こ
と
を
「
カ
フ
ェ
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
ね
。
カ
フ
ェ
の
よ
う
な

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
生
徒
も

教
師
も
互
い
の
人
生
を
多
様
な
視
点
で
認
め

合
い
、
支
え
合
う
学
校
に
し
た
い
。
心
か
ら

そ
う
思
い
ま
し
た
。

生
徒
、
そ
し
て
同
僚
と
対
話
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
創
造
を
支
え
て
い
き
た
い

こ
れ
か
ら
の
学
校
を
創
る
教
師
と
し
て

技
術
の
進
化
な
ど
、

社
会
の
変
化
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る

学習院大学教授で、中央教育審議会委員も務める秋田喜代美先生も言及されていた「次期教育振興基本計画（P.15）」や、
ここまでの若者３人と秋田先生との対話、そして美那川先生と神谷先生の対談を踏まえて、VIEW next 編集部は、これから
の学校教育の課題を、次の３つに焦点化しました。

これからの学校教育の実現に向けた課題

対話から見えてきた、これからの学校教育の課題を深めます

　課題１のキーワード「学び続ける」は、「次期教育振興基本計画について（答申）【概要】」においても、「人生 100 年時代
に複線化する生涯にわたって学び続ける学習者」という言葉で、「今後の教育政策に関する基本的な方針」の中心に位置づけ
られています。これからの社会を生きていく上で必要な様々な資質・能力を身につけていくための土台として求められるの
が、「学び続ける」という姿勢です。
　そうした「学び続ける人材」を育成していくためには、課題２のキーワードである「地域・家庭」との連携が重要になります。
地域・家庭と学校が、ともに学び、支え合うことで、社会に開かれた教育課程が実現していくと考えます。
　そして、課題１や課題２への取り組みの中心を担うのが教師であり、「教師が生き生きと働き続けられる環境づくり」 
が、これからの学校教育において最も大切なことの１つであると、私たちは考えました。
　次ページからは、この３つの課題について深めていくとともに、８月号から、これらの課題に関する連載をスタートいた
します。

課題１　学び続ける人材の育成
課題２　地域・家庭とともに生徒を育てる
課題３　教師が生き生きと働き続けられる環境づくり

P.20〜

P.24〜

P.28〜

次ページから

19

特集　共に創る教育の未来

 高校版  2023 June

0-01-J-23299-001 2023 年度 VIEW next 高校版 6 月号 18 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/08
谷口

再
念
校

06/12
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-23299-001 2023 年度 VIEW next 高校版 6 月号 19 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/08
谷口

再
念
校

06/12
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P16-19_view-next-koukou-6g.indd   19P16-19_view-next-koukou-6g.indd   19 2023/06/12   19:272023/06/12   19:27



　探
究
学
習
で
は
、
規
格
外
と
し
て
廃
棄
さ

れ
る
み
か
ん
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
（
創
造
的

再
利
用
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
元
・
長

崎
の
特
産
品
で
、
私
も
大
好
き
な
み
か
ん
が
、

日
本
で
最
も
多
く
廃
棄
さ
れ
る
果
物
と
知
り
、

そ
の
問
題
を
解
決
し
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。

　私
は
、
廃
棄
み
か
ん
の
皮
か
ら
抽
出
し
た

精
油
で
香
り
づ
け
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
の
製
造

に
着
手
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
自
分
の
興
味

を
追
究
し
て
社
会
貢
献
で
き
る
こ
と
に
夢
中

に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
農
家
の
方
に

み
か
ん
の
買
い
取
り
金
額
が
低
い
こ
と
を

謝
っ
た
際
、「
ど
う
せ
『
ゴ
ミ
』
だ
か
ら
ね
」

と
言
わ
れ
て
、
小
さ
な
違
和
感
を
覚
え
ま
し

た
。
今
の
活
動
で
は
、「
規
格
外
品
は
ゴ
ミ
」

と
い
う
価
値
観
に
変
化
を
起
こ
せ
て
い
な
い
、

創
造
性
を
認
め
て
も
ら
え
て
い
な
い
と
感
じ

た
の
で
す
。
完
成
し
た
商
品
は
完
売
し
、
活

動
は
国
内
外
の
大
会
で
複
数
の
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
が
、
違
和
感
は
残
り
続
け
ま
し
た
。

　そ
の
時
の
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
に
向
き

合
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
大
学
生
の

先
輩
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
、「
本
当
に
環
境

へ
の
配
慮
に
な
っ
て
い
る
活
動
な
の
？
」
と

い
う
問
い
で
し
た
。
改
め
て
調
べ
て
み
る
と
、

農
作
物
を
畑
に
廃
棄
す
る
こ
と
に
環
境
負
荷

グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
の
原
因
が

自
分
の
中
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く

そ
の
プ
ロ
セ
ス
と

内
面
に
生
じ
た
変
化

岸
さ
ん
の
探
究
活
動

自由に学び、没頭する中で、
「探究し続ける人」が育つ

これからの学校教育の課題を深める
課題１　学び続ける人材の育成

変化の激しい社会においては、「学び続ける」ことが求められる。
では、「学び続ける」とは、具体的にはどのような営みであり、「学び続ける人材」は

どのような教育によって育成することができるのだろうか。高校時代の探究活動で経験した「最高の失敗」を、
東京大学の学校推薦型選抜合格や大学での学びにつなげた大学１年生の歩みをひも解きながら、

その恩師の１人である高校教師と有識者とともに、考えていく。

長崎県立諫早高校
設立　1911（明治 44）年　形態　全日制・定時制／普通科／共学　生徒数　１学年約
280人　2022年度卒業生進路実績　国公立大は、東北大、東京大、京都大、大阪大、
神戸大、九州大、長崎県立大などに203人が合格。私立大は、中央大、東京理科大、
早稲田大、立命館大、福岡大、長崎国際大、長崎純心大などに延べ140人が合格。

東京大学文科三類１年生
（長崎県立諫

いさ
早
はや

高校卒業）

岸 ふみ

國學院大學
人間開発学部初等教育学科 教授

田村 学
専門は教科教育学、教育方法学、カ
リキュラム論。文部科学省初等中等
教育局教育課程課教科調査官、同
省同局視学官などを経て、現職。

長崎県立諫
いさ

早
はや

高校

後
うしろ

田
だ

康
こ う

蔵
ぞ う

20 高校版  2023 June

0-01-J-23299-001 2023 年度 VIEW next 高校版 6 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/08
谷口

再
念
校

06/12
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P20-23_view-next-koukou-6g.indd   20P20-23_view-next-koukou-6g.indd   20 2023/06/12   14:132023/06/12   14:13



田
村
　
自
ら
に
問
い
続
け
て
、
探
究
が
深

ま
っ
て
い
く
岸
さ
ん
の
学
び
に
感
動
し
ま
し

た
。
地
域
の
方
と
語
り
合
う
な
ど
、
体
験
を

通
じ
た
本
質
的
な
学
び
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
活
動
の
意
味
を
問
い
直
し
、
課
題
を

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
農

家
の
方
と
の
や
り
取
り
や
先
輩
の
言
葉
な

ど
、
様
々
な
体
験
が
本
当
に
豊
か
な
学
び
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

後
田
　
岸
さ
ん
の
活
動
で
は
、
農
家
の
方
の

何
気
な
い
言
葉
が
最
高
の
一
次
情
報
と
な

り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
気
づ
き
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
私
た
ち
教
師
は
言
葉
を

厳
選
し
て
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
活
動

を
通
し
た
岸
さ
ん
の
成
長
を
目
の
あ
た
り
に

し
て
、
教
師
の
言
葉
は
生
徒
に
ど
こ
ま
で
届

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
自
省
し
ま
し
た
。

田
村
　
岸
さ
ん
の
活
動
を
尊
重
し
、
さ
ら
に

そ
こ
か
ら
自
身
が
学
ぼ
う
と
さ
れ
る
後
田
先

生
の
謙
虚
な
姿
勢
が
、
岸
さ
ん
の
学
び
を
生

み
出
す
背
景
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

岸
　
後
田
先
生
の
言
葉
で
心
に
残
っ
て
い
る

の
は
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
１
周
回
し

て
、
次
の
サ
イ
ク
ル
を
回
そ
う
と
し
て
い
る

ん
だ
ね
」
と
い
う
ひ
と
言
で
す
。
１
周
目
の

サ
イ
ク
ル
で
は
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
を

抱
き
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
２
周
目
の
サ

イ
ク
ル
に
お
い
て
、
活
動
の
ど
こ
に
問
題
が

あ
る
の
か
を
分
析
し
て
、
よ
り
深
い
探
究
に

つ
な
げ
ら
れ
た
の
だ
と
、
自
分
の
現
状
を
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

田
村
　
一
定
の
時
間
と
と
も
に
、
自
分
で
選

択
し
て
行
動
で
き
る
自
由
度
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
、
興
味
・
関
心
が
よ
り
高
ま
っ
て
新

た
な
問
い
が
生
ま
れ
た
り
、
他
者
に
話
を
聞

い
た
り
し
た
く
な
る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た

環
境
が
整
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
岸
さ
ん
は

２
周
目
の
探
究
の
サ
イ
ク
ル
に
入
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
活
動
と
授
業
の
両
立
で
と
て
も
忙

し
か
っ
た
は
ず
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
頑
張
れ

た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

岸
　
純
粋
に
活
動
が
楽
し
か
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
忙
し
か
っ
た
の
は
事
実
で
す
が
、

や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
て
、「
馬

鹿
力
」
を
発
揮
で
き
ま
し
た
。

田
村
　
時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
必
ず
し
も
理

解
や
定
着
が
進
む
と
は
限
ら
ず
、
短
時
間
で

も
全
力
で
集
中
す
る
こ
と
が
、
本
人
の
能
力

の
開
発
に
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
岸
さ
ん

の
活
動
は
、
日
常
生
活
を
豊
か
に
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
教
科
学
習
に
も
好
ま
し
い
影
響

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
ま
す
。

岸
　
こ
の
先
、
大
学
な
ど
で
学
び
続
け
る
た

め
に
は
、
基
礎
学
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い

う
思
い
が
あ
り
、
授
業
よ
り
も
活
動
の
方
が

大
事
だ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
活

動
を
進
め
る
に
連
れ
て
、
活
動
が
教
科
学
習

と
結
び
つ
く
感
覚
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

み
か
ん
の
皮
の
蒸
留
に
関
す
る
論
文
で
化
学

の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
自
分
の

探
究
が
化
学
の
領
域
の
も
の
と
い
う
認
識
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
活
動
を
機
に
、
あ
ま

り
得
意
で
は
な
か
っ
た
化
学
の
勉
強
を
頑
張

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
方
、
廃
棄
み
か
ん
の

運
搬
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
や
、
製
造
に
用

い
る
電
力
や
水
を
考
慮
す
る
と
、
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
を
す
る
方
が
環
境
負
荷
が
大
き
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
私
の
活
動

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
よ
う
に

見
え
て
実
態
が
伴
っ
て
い
な
い
、「
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　
私
は
、
こ
の
失
敗
の
原
因
を
、「
規
格
外
品

の
廃
棄
は
悪
」、「
農
家
は
困
っ
て
い
る
は
ず
」

と
い
っ
た
バ
イ
ア
ス
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
環
境
意
識
の
高
い
中
高

生
が
善
意
を
持
っ
て
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

に
陥
る
原
因
に
関
す
る
質
的
研
究
」
と
い
う

論
文
を
作
成
し
、
東
京
大
学
の
学
校
推
薦
型

選
抜
に
出
願
し
て
合
格
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
、
集
団
内
の
規
範
や
そ
こ
か
ら

生
じ
る
バ
イ
ア
ス
と
自
分
と
の
間
の
境
界
線

を
保
ち
な
が
ら
、
他
者
や
物
事
を
正
し
く
理

解
す
る
力
で
あ
る
「
自
他
分
離
的
な
共
感
性
」

に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

規格外のみかんの
皮むきイベントには
21人の高校生、大
学生が参加。自分
の手で触って、食べ
て、考えた。

「ROKU」というブラ
ンドを立ち上げ、キャ
ンドルを販売。すべ
て天然由来の素材
を使用して製造し
た。

２
回
目
の
探
究
サ
イ
ク
ル
だ
か
ら

見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る

夢
中
で
楽
し
ん
だ
探
究
が
、

教
科
学
習
に
結
び
つ
い
て
いっ
た

な
ぜ
、「
失
敗
」
は
豊
か
な
学
び
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
か

21

特集　共に創る教育の未来

 高校版  2023 June

0-01-J-23299-001 2023 年度 VIEW next 高校版 6 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/08
谷口

再
念
校

06/12
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-23299-001 2023 年度 VIEW next 高校版 6 月号 21 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/08
谷口

再
念
校

06/12
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P20-23_view-next-koukou-6g.indd   21P20-23_view-next-koukou-6g.indd   21 2023/06/12   18:052023/06/12   18:05



田
村
　
岸
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

学
び
続
け
る
と
い
う
強
い
意
志
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
社
会
が
成
熟
し
て
、
少
子
高
齢
化

や
地
域
活
性
化
と
い
っ
た
、
多
様
で
複
雑
な

問
題
に
直
面
す
る
中
で
、
生
涯
学
習
社
会
か

ら
生
涯
探
究
社
会
へ
と
変
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
探
究
し

続
け
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
問
題
が
解
決
に

向
か
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
意

味
で
は
、「
学
び
続
け
る
」
と
は
「
考
え
続

け
る
」、「
探
究
し
続
け
る
」、
あ
る
い
は
「
問

い
続
け
る
」
と
言
い
直
し
た
方
が
よ
り
し
っ

く
り
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
然
、
学
校

で
も
そ
う
し
た
学
び
が
今
後
一
層
求
め
ら
れ

ま
す
し
、
習
得
や
活
用
か
ら
、
い
か
に
探
究

へ
と
つ
な
げ
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

岸
　
私
が
考
え
る
「
学
び
続
け
る
人
」
と

は
、「
何
が
問
題
か
」、「
こ
の
現
象
が
起
き

る
原
因
は
何
か
」
な
ど
と
、
自
分
の
頭
で
思

考
し
続
け
ら
れ
る
人
で
す
。
活
動
を
始
め
た

当
初
の
私
は
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
規
格
外
の
み
か
ん
を
廃
棄
せ
ざ
る
を
得

な
い
理
由
は
調
べ
ま
し
た
が
、そ
も
そ
も
「
廃

棄
す
る
こ
と
は
問
題
か
」
と
い
う
思
考
は

全
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
私
に
「
学

び
続
け
る
力
」
が
身
に
つ
い
た
と
し
た
ら
、

そ
の
転
機
は
、
自
分
の
活
動
が
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
だ
と
気
づ
い
て
気
落
ち
し
た
こ

と
で
し
た
。
１
年
半
に
わ
た
っ
て
全
力
で
取

り
組
ん
だ
活
動
を
自
分
で
否
定
す
る
の
は
と

て
も
苦
し
い
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
経
験
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
考
え

る
力
が
育
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
失
敗
す

る
こ
と
の
意
味
・
価
値
を
身
を
も
っ
て
学
び

ま
し
た
。

後
田
　
活
動
中
の
岸
さ
ん
は
、
決
し
て
自
信

満
々
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
恐
ら
く
、

常
に
自
分
に
何
か
を
問
い
か
け
た
り
、
他
者

の
批
判
を
受
け
入
れ
た
り
す
る
姿
勢
が
あ

り
、
よ
い
意
味
で
の
「
不
安
定
さ
」
が
あ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
自
転
車
は
不
安
定
だ

か
ら
こ
そ
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
続
け
な
い
と
前
に

進
め
な
い
よ
う
に
、
自
分
が
不
安
定
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人
が
、
学
び
続
け
、
探
究
し

続
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
と
、
岸
さ
ん
の
姿
か

ら
学
び
ま
し
た
。

　
私
は
生
徒
に
対
し
て
、
探
究
学
習
が
行
き

着
く
理
想
の
形
は
、
思
い
込
み
や
社
会
の
深

い
矛
盾
に
気
づ
く
こ
と
だ
と
伝
え
て
い
ま

す
。
岸
さ
ん
は
問
い
続
け
、
考
え
続
け
た
こ

と
で
、「
最
高
の
失
敗
」
を
経
験
し
、
そ
う

し
た
気
づ
き
を
得
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

田
村
　
岸
さ
ん
は
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
た
が
故
に
、
先
輩
の
言
葉
が
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
持
ち
、
本
質
を
突
き
詰
め
よ
う

と
い
う
思
い
に
突
き
動
か
さ
れ
た
よ
う
に
見

え
ま
す
。
そ
う
し
た
自
分
の
内
面
に
起
こ
る

ギ
ャ
ッ
プ
や
違
和
感
は
、
問
い
続
け
る
た
め

の
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。

　
他
者
か
ら
よ
い
評
価
を
さ
れ
る
こ
と
な
ど

も
、
も
ち
ろ
ん
後
押
し
に
は
な
り
ま
す
が
、

本
当
の
自
信
は
、
自
己
承
認
や
自
己
信
頼
に

よ
っ
て
醸
成
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。「
本
当

に
意
味
の
あ
る
活
動
な
の
か
」、「
私
の
や
り

た
い
こ
と
は
何
な
の
か
」
な
ど
と
考
え
続
け

る
中
で
、
次
第
に
確
固
た
る
自
信
が
芽
生
え

ま
す
。
教
師
に
で
き
る
支
援
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
な
ど
も
活
用

し
な
が
ら
、
生
徒
が
変
容
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

見
取
っ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
層

大
切
に
な
り
ま
す
。
プ
ロ
セ
ス
を
見
取
り
、

生
徒
自
身
の
自
己
評
価
を
教
師
が
理
解
す
る

と
い
う
意
味
で
も
、
後
田
先
生
を
始
め
と
す

る
諫
早
高
校
の
先
生
方
が
そ
う
し
た
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
支
え
続
け
た
こ
と
は
、
岸
さ
ん

が
探
究
を
深
め
る
上
で
大
き
な
支
援
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
か
ら
、

生
涯
「
探
究
」社
会
へ

自
ら
に
問
い
を
向
け
る
中
で
、

自
己
を
真
に
信
頼
し
て
い
く

「
学
び
続
け
る
こ
と
」は「
考
え
続
け
、
探
究
し
続
け
る
こ
と
」

探
究
学
習
で

「
最
高
の
失
敗
」を
経
験
し
た
時
、

生
徒
は
思
い
込
み
や

社
会
の
矛
盾
に
気
づ
く
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後
田
　
実
は
探
究
が
意
味
す
る
こ
と
が
自
分

の
中
で
は
曖
昧
で
し
た
が
、
今
回
の
対
話
を

通
じ
て
、「
主
体
は
自
分
だ
と
い
う
自
覚
を

持
っ
て
取
り
組
む
の
が
探
究
で
あ
る
」
と
、

明
確
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
し

た
、
探
究
し
続
け
る
人
材
を
育
て
る
学
校
と

は
、
授
業
以
外
の
時
間
は
生
徒
の
自
由
を
最

大
限
に
尊
重
す
る
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。
自

由
を
尊
重
す
る
こ
と
で
生
徒
の
個
性
が
具
現

化
さ
れ
、
集
団
の
中
に
多
様
性
が
つ
く
り
出

さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
場
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
教
師
は
学
び
の
主
体
は
生
徒
に
あ
る
と

考
え
、
例
え
ば
面
談
の
場
で
は
、
教
師
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
よ
う
な
姿
勢
で
謙
虚
に
生

徒
に
向
き
合
い
、
生
徒
の
考
え
を
引
き
出
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

岸
　
様
々
な
学
問
に
詳
し
い
先
生
が
も
っ
と

い
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

複
雑
な
課
題
意
識
が
ど
の
学
問
に
つ
な
が
る

の
か
を
、
生
徒
だ
け
で
解
明
す
る
の
は
難
し

い
か
ら
で
す
。
私
が
関
心
を
抱
い
た
「
共
感

性
」
が
、
仏
教
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
関
連

し
て
い
る
と
気
づ
い
た
の
も
、
後
田
先
生
か

ら
薦
め
ら
れ
た
書
籍
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

後
田
　
１
つ
の
課
題
で
も
、
様
々
な
学
問
が

複
雑
に
絡
ん
で
い
ま
す
か
ら
ね
。
文
理
選
択

な
ど
を
始
め
と
し
て
、
従
来
の
進
路
指
導
は
、

課
題
を
単
純
化
し
過
ぎ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

田
村
　
学
び
は
豊
か
で
多
様
な
も
の
だ
か
ら

こ
そ
、
私
は
、
バ
ラ
ン
ス
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
ま
ず
、
習
得
と
探
究
の

バ
ラ
ン
ス
で
す
。
教
科
の
専
門
家
で
あ
る
教

師
が
効
果
的
な
教
科
学
習
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
探
究
と
の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
で

し
ょ
う
。
加
え
て
、
言
葉
と
体
験
の
バ
ラ
ン

ス
も
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
校
は
、
言

葉
や
記
号
を
学
ぶ
こ
と
を
重
視
す
る
傾
向
が

強
か
っ
た
で
す
が
、
地
域
の
住
民
な
ど
に
話

を
聞
く
と
い
っ
た
体
験
も
重
要
な
学
び
の
要

素
で
す
。
体
験
を
言
語
化
す
る
こ
と
で
学
び

は
深
ま
り
ま
す
か
ら
、
言
葉
と
体
験
が
調
和

し
た
学
び
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

後
田
　「
巨
人
の
肩
の
上
に
立
つ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
先
人
の
知
恵
は
探
究

学
習
に
お
い
て
も
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
単

に
知
識
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
先
人
が
何

を
疑
問
に
感
じ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
知
恵
を

生
み
出
し
た
の
か
を
追
体
験
で
き
る
授
業
を

し
て
、
生
徒
が
そ
う
し
た
授
業
の
中
で
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
見
取
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
教

師
自
身
も
探
究
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

し
、
そ
う
し
た
自
分
の
姿
を
、
学
び
続
け
る

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
生
徒
に
示
し
て
い
き

た
い
で
す
。

田
村
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
な
ど
を
受
け
て
、
学

校
の
存
在
価
値
を
問
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、

生
徒
が
活
用
で
き
る
知
識
や
情
報
が
爆
発
的

に
増
え
る
か
ら
こ
そ
、
生
徒
の
学
び
の
自
律

を
支
援
す
る
管
制
塔
の
よ
う
な
存
在
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
存

在
で
あ
る
の
が
学
校
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
学
習
内
容
な
ど
の
教
育
の
専
門
性
を
持

つ
教
師
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
び
に
寄

り
添
う
こ
と
で
、
学
び
続
け
る
生
徒
が
育
つ

の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
は
、
多
様
な
他
者

が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
豊
か
で
協
働
的
な

学
び
が
生
ま
れ
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
現
場

の
先
生
方
が
築
い
て
き
た
豊
か
な
学
校
文
化

の
価
値
は
、
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
く
と
考

え
ま
す
。

情
報
が
あ
ふ
れ
る
社
会
で

学
校
は
学
び
の
管
制
塔
と
な
る

探
究
し
続
け
る
人
を
育
て
る
学
校
と
は

習
得
と
探
究
、

そ
し
て
言
葉
と
体
験
。

学
校
や
教
師
が

多
彩
な
学
び
の
管
制
塔
に

「学び続ける人材の育成」
のために、学校はどのような
実践をしていけばよいのか─。

「学び続ける人材の育成」のためには、
教師が生徒の変容を見取ることが大
切です。８月号以降では、本コーナー
に登場いただいた田村教授の解説に
よる学習評価をテーマとした新連載
を予定しています。ご期待ください！
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静
岡
県
・
富
士
市
立
高
校
は
、
２
０
１
１

年
の
開
校
以
来
、
地
域
の
人
々
と
協
働
し
て

学
校
づ
く
り
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
を
教
育
理
念
の
１
つ
と
し
て
掲

げ
、
地
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
域
の
未
就
園
児
と
の
交
流
事
業
や
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
協
働
で
行
う
サ
ッ

カ
ー
教
室
、
そ
し
て
市
役
所
と
の
連
携
に
よ

る
英
会
話
教
室
な
ど
、
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協

力
の
下
、
地
域
と
の
交
流
を
学
校
と
し
て
主

体
的
に
深
め
て
き
た
。
近
年
は
同
校
の
取
り

組
み
が
地
域
に
認
知
さ
れ
、
市
役
所
や
企
業

の
事
業
に
高
校
生
を
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
学
校
へ
の
依
頼
が
増
加
し
、
積
極
的

に
生
徒
を
地
域
へ
と
送
り
出
し
て
い
る
。

　
富
士
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
で
、
富
士

市
立
高
校
の
教
育
推
進
と
広
報
活
動
を
担
当

す
る
滝
陽
介
先
生
は
、「
将
来
の
富
士
市
を

担
う
人
材
を
育
成
し
た
い
と
い
う
行
政
と
、

地域に開かれた「コミュニティ・ハイスクール」として、様々な地域交流事業を数多く行う富士
市立高校。地域住民等が学校運営に参画する学校運営協議会も、継続的に活動している。

組織的な地域連携の中で
生徒を育み、よりよい学校を創る
─静岡県・富士市立高校の実践から考える─

これからの学校教育の課題を深める
課題２　地域・家庭とともに生徒を育てる

学習指導要領の前文にもある通り、生徒の資質・能力の育成は、生徒や学校にかかわるすべての大人に
期待される役割となっている。地域全体で生徒を育てる学校づくりを推進するためには、

学校・地域・家庭の連携が欠かせないが、学校と地域・家庭は、互いにどうかかわり合うとよいのだろうか。
また、どのようなことが課題になるのだろうか。教育理念の１つに「コミュニティ・ハイスクール」を掲げる、

静岡県・富士市立高校の実践を通じて考える。

市
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を

求
め
る
地
域
の
声
に
応
え
る

地域連携の
概要
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将
来
の
夢
や
探
究
心
を
育
み
た
い
と
い
う
本

校
の
方
針
が
合
致
し
、
よ
い
関
係
が
築
け
て

い
る
」
と
語
る
。

　
同
校
の
地
域
連
携
が
成
功
し
て
い
る
要
因

は
、
校
内
の
組
織
的
な
取
り
組
み
に
あ
る
。

　「
地
域
連
携
と
い
う
と
、
校
内
の
教
師
全

員
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
く
、
探
究
学
習
や

就
職
指
導
の
担
当
と
い
っ
た
一
部
の
教
師
が

担
う
単
発
の
取
り
組
み
に
終
わ
る
こ
と
も
多

い
と
聞
き
ま
す
。
本
校
は
、
地
域
に
貢
献
す

る
人
材
の
育
成
を
学
校
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
地
域
連
携
は
、
教
科

や
分
掌
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
教
師
が

か
か
わ
る
も
の
と
い
う
共
通
認
識
を
図
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
」（
滝
先
生
）

　
同
校
で
は
、
全
学
科
の
２
年
生
が
、
富
士

市
の
課
題
や
理
想
と
す
る
富
士
市
を
挙
げ
、

そ
の
課
題
に
対
す
る
方
策
や
理
想
の
実
現
方

法
を
高
校
生
が
考
え
て
企
画
・
提
案
す
る
探

究
学
習
「
市
役
所
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
む
。

　「『
市
役
所
プ
ラ
ン
』
に
取
り
組
む
期
間
は
、

２
年
生
全
員
が
、
富
士
市
市
民
部
ま
ち
づ
く

り
課
高
校
生
職
員
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
地
域

の
人
と
話
し
合
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
る
中

で
、
地
域
住
民
の
１
人
と
し
て
、
地
域
課
題

を
自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
、
地
域
の
た
め

に
行
動
す
る
力
を
育
み
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、

地
域
連
携
は
、
本
校
の
生
徒
、
教
師
に
と
っ

て
、ご
く
身
近
な
も
の
な
の
で
す
」（
滝
先
生
）

　
す
べ
て
の
教
師
が
か
か
わ
る
同
校
の
地
域

連
携
だ
が
、
地
域
と
の
恒
常
的
な
連
携
を
牽

引
す
る
役
割
を
担
い
、
地
域
連
携
の
窓
口
で

あ
る
地
域
交
流
課
と
い
う
分
掌
が
同
校
に
は

設
置
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
学
校
で
は
、
地

域
連
携
を
専
門
と
す
る
分
掌
は
な
く
、
主
担

当
の
分
掌
の
仕
事
と
地
域
連
携
を
兼
務
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
教
師
が

負
担
感
を
覚
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
同
校

は
担
当
す
る
分
掌
を
置
い
た
の
だ
。

　「
外
部
か
ら
の
連
携
の
依
頼
に
対
応
す
る

だ
け
で
な
く
、
連
携
の
内
容
と
各
教
師
の
専

門
性
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
担
当
教
師
を
決

め
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
の
専
門
知
識
を
生
か
し
て
地
域

と
つ
な
が
る
教
師
が
多
い
こ
と
も
、
本
校
の

強
み
で
す
」（
滝
先
生
）

　
学
校
づ
く
り
に
地
域
の
声
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
る
の
も
同
校
の
特
徴
だ
。
中
学

校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
地
域
人
材
な
ど
か

ら
な
る
学
校
運
営
協
議
会
を
年
３
回
開
催

し
、
授
業
見
学
や
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

基
に
、
学
校
運
営
へ
の
意
見
や
感
想
を
述
べ

合
っ
た
り
、
改
善
点
な
ど
を
提
案
し
た
り
し

て
い
る
。
委
員
の
意
見
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

生
徒
の
満
足
度
が
低
か
っ
た
土
曜
講
座
の
内

容
を
改
善
し
た
例
も
あ
る
。

　「
教
師
も
課
題
に
感
じ
な
が
ら
も
、
こ
れ

ま
で
改
善
し
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
委
員
の
ひ
と
言
が
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
え
て
平
日
の

昼
間
に
協
議
会
を
行
う
こ
と
で
、
授
業
を
見

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
、
学
校
の
真
の
姿
を

知
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」（
滝
先
生
）

リ
ア
ル
な
生
徒
の
姿
を
見
せ
て
、

学
校
改
革
を
後
押
し
し
て
も
ら
う

富士市立高校の多彩な地域連携の取り組み図１

静
岡
県・富
士
市
立
高
校

開
校	

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

形
態	

全
日
制
／
総
合
探
究
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
探
究
科
・
ス

ポ
ー
ツ
探
究
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
２
１
５
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
茨
城

大
、
静
岡
大
、
佐
賀
大
、
都
留
文
科
大
、
静
岡
県
立
大
、

静
岡
文
化
芸
術
大
な
ど
に
11
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
駒

澤
大
、
専
修
大
、
東
京
農
業
大
、
日
本
大
、
立
教
大
、
立

命
館
大
、
関
西
大
な
ど
に
延
べ
１
５
５
人
が
合
格
。

学
校
概
要

富
士
市
教
育
委
員
会

　指
導
主
事

滝
陽
介 

た
き
・
よ
う
す
け

県
立
高
校
教
諭
、
富
士
市
立
高

校
教
諭
を
経
て
、
現
職
。

NPO法人と連携し、同校の人工芝グラ
ウンドを使って、地域の人々と隔週で
フットサルのミニゲームを楽しむ。

多世代
交流サッカー

地域の生涯学習を推進するために、同校
の生徒が市役所やまちづくりセンターと
協働して行う英会話教室。

ALTと楽しく
話そう英会話

富士市内にある児童クラブや高齢者社会
福祉施設、地域の祭りなどに出張して駄
菓子などを販売する。

出張販売

市役所と連携して、地元小学生を対象に、
夏休みの１日、体験入学のイベントとし
て、夜間の学校探検を行う。

ナイトウォーク

同校の３年間を通じた探究学習「究タイ
ム」の１つで、市役所が提示した課題に
対する方策を考える、３科共通の２年次
の必修授業。優秀班は、市役所や地域の
防災イベントなどで発表を行う。

市役所プラン

ビジネス探究科の３年生が、課題研究の
授業で、地域の大学野球の交流試合の企
画・運営に取り組む。

大学野球オータム
フレッシュリーグの運営

※学校資料を基に編集部で作成。
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　地
域
連
携
が
進
む
中
、
教
師
の
意
識
に
も

変
化
が
表
れ
て
い
る
。
滝
先
生
は
、「
地
域

か
ら
参
加
要
請
が
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
生
徒

に
紹
介
す
る
際
、
生
徒
の
希
望
進
路
を
踏
ま

え
て
ふ
さ
わ
し
い
生
徒
を
各
学
年
団
に
選
抜

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
期
待
に
応

え
る
と
と
も
に
、
生
徒
と
活
動
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
進
路
意
識

の
向
上
も
図
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　同
校
で
は
、
学
年
団
が
中
心
と
な
っ
て
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
志
望
を
把
握
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
探
究
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
中

で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、
生
徒
が
外
部
の
活
動

に
参
加
す
る
際
に
求
め
ら
れ
る
力
を
身
に
つ

け
て
い
る
か
ど
う
か
も
見
て
い
る
と
い
う
。

　今
後
は
、
地
域
の
依
頼
に
応
じ
て
生
徒
を

参
加
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
ら

「
地
域
の
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
い
」
と
声

　富
士
市
の
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
方
か
ら
、「
富
士
市
立
高
校
の
学
校
運
営

協
議
会
の
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
委
員
に
な
り
ま
し

た
。
私
の
子
ど
も
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

た
の
で
、
富
士
市
立
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
は
入
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
で
は
学
校
に
か
か
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
市
立
高
校
と
言
え
ば
、

探
究
」
と
い
っ
た
声
が
耳
に
入
っ
て
き
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
正
直
、「
探
究
っ

て
何
？
」と
い
う
状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

ど
ん
な
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校
な
ん
だ

ろ
う
と
い
っ
た
興
味
は
あ
り
ま
し
た
。

　実
際
に
学
校
運
営
協
議
会
に
参
加
し
て

み
て
、
分
か
っ
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
私
た
ち
大
人
は
、「
ど
こ
の

大
学
に
何
人
合
格
し
た
」
と
い
っ
た
進
学

実
績
だ
け
で
高
校
を
見
が
ち
で
す
が
、
そ

の
結
果
に
至
る
ま
で
に
、
先
生
方
が
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
熱
心
に
行
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
見
え
な

か
っ
た
も
の
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
て
、

学
校
が
地
域
に
発
信
す
る
べ
き
こ
と
は
、

進
学
実
績
以
上
に
、
学
校
の
中
の
教
育
活

動
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　授
業
見
学
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
が
明
る
く
、
楽
し
そ
う
に
授
業
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
、
実
際
に
学
校
を
訪

れ
て
、
普
段
の
授
業
の
様
子
を
見
た
か
ら

こ
そ
分
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
気

に
な
っ
て
い
た
「
探
究
」
も
、
発
表
会
に

参
加
し
て
、
こ
う
い
う
学
び
が
探
究
な
ん

だ
と
、
私
た
ち
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
新

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
探
究
は
、
自
分
が

知
っ
て
い
る
教
科
の
授
業
と
は
全
く
違
う

も
の
で
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。　学

校
運
営
協
議
会
に
は
、
私
の
よ
う
な

教
育
の
専
門
家
で
は
な
い
人
も
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
多
様
な
人
が
集
ま
っ

て
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
で
、
い
つ
も
学
校
の
中
で
生
徒
と
向
き

合
っ
て
い
る
先
生
方
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク

な
発
想
の
意
見
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
学
校
運
営
協
議
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
地
域
の
多
様
な
大
人
た
ち
が

普
段
か
ら
生
徒
に
少
し
ず
つ
か
か
わ
り
、

生
徒
を
支
え
る
学
校
や
地
域
に
な
っ
て
い

け
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
上
げ
、
地
域
に
提
案
し
、
主
体
的
に
地
域

の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
意
欲
や
姿
勢
を
育

ん
で
い
く
こ
と
が
目
標
だ
。「『
市
役
所
プ
ラ

ン
』
な
ど
の
探
究
学
習
を
通
し
て
課
題
意
識

を
高
め
た
生
徒
が
、
主
体
的
に
地
域
に
足
を

運
び
、
探
究
学
習
に
取
り
組
む
仕
組
み
を
つ

く
り
た
い
」
と
、
滝
先
生
は
語
る
。

　こ
れ
か
ら
地
域
連
携
の
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
学
校
は
、
地
域
連

携
の
意
義
を
学
校
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
、
滝
先
生
は
強
調
す
る
。

　「本
校
が
組
織
的
に
地
域
連
携
に
取
り
組

め
て
い
る
の
は
、
教
師
全
員
が
教
育
理
念
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
生
徒
を
育
て
る
の
か
、

な
ぜ
、
地
域
連
携
が
必
要
な
の
か
を
校
内
で

議
論
し
、
共
通
認
識
を
図
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
」

生
徒
の
志
望
・
適
性
と
地
域
の

ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
意
識

地
域
の
大
人
が
少
し
ず
つ
か
か
わ
っ
て
、

生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い

学
校
運
営
協
議
会

　

委
員小泉

彩さ
い

子こ

さ
ん

地
の
域
声

地域連携の
成果と展望

学校と地域・家庭がともに生徒
を育てていくためには、学校と
地域・家庭の双方にどのような
ことが必要とされるのか─。

本記事で取り上げた静岡県・富士市
立高校の実践を踏まえ、８月号からは、
地域や家庭から見た学校の学び・生
徒の姿をテーマとした連載をスタート
します。ご期待ください！

26 高校版  2023 June

0-01-J-23299-001 2023 年度 VIEW next 高校版 6 月号 26 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/08
谷口

再
念
校

06/12
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P24-27_view-next-koukou-6g.indd   26P24-27_view-next-koukou-6g.indd   26 2023/06/12   11:232023/06/12   11:23



地域連携実践リポート

「第22回　人工芝で遊ぼう」
（2023年５月18日開催）

同校では年２回、校内の人工芝グラウンドにおいて、地域の未就園児とその保護者を対象とした交流事業を行っ
ている。スポーツ探究科の２年生とボランティアの生徒（教員志望者、保育士志望者など）が、人工芝を生かし
た遊びを考案し、遊具の準備から運営までを行う。生徒たちは、子どもたちがけがをしないよう、細心の注意を
払いつつ、子どもたちの様子や反応を見ながら遊びの内容を変更するなど、臨機応変に対応。あちこちで子ども
たちのはしゃぐ声が響き、笑顔がはじけていた。

「地域の人との交流を通して、社会で役立つコミュニケーション力
を身につけたい」と、取り組みへの期待を語る生徒も多かった。

どの遊具でどんな遊びをするのかは、すべて生徒が計画。教師は
見守るだけで、まさに生徒が創る地域との交流の場になっていた。

保護者の声 生徒の声

上の子の時から、定期的に参加していま
す。人工芝で遊べる機会はなかなかあり
ませんし、大きいお兄さんやお姉さんに
遊んでもらえる経験も貴重だと思いま

す。近年はコロナ禍などもあって、人とのかかわりが薄れ
てきているように感じます。大きなイベントでなくてもよ
いので、学校が中心になって、子どもたちが人と接する機
会をつくってもらえるとありがたいです。

〈青木千明さん〉

子どもたちと遊んでいると、自分たちが必要
とされていると感じられるので、やりがいが
あります。この活動を通して、１人でも多く
の子どもが、身体を動かす遊びや運動を好き

になってくれたらうれしいです。「究タイム」という探究
学習の時間に、富士市の魅力や課題について調べています
が、実際に子どもたちと接したことで、さらに富士市を身
近に感じられるようになりました。　　　　〈小林晴香さん〉

上の子２人が参加して、とても喜んでい
たので、今回も参加しました。人工芝な
ので安全ですし、大きいお兄さんやお姉
さんが遊んでくれる機会も少ないので、

子どもたちにとってはよい経験になっていると思います。
今回は未就園児が対象でしたが、園児や小学生が、縄跳び
や鉄棒、自転車の乗り方などを教えてもらえるイベントを
企画してもらえるとうれしいです。

〈望月真
ま

希
き

さん〉

準備の段階では、自分たちは何をすべきかを
考え、みんなでアイデアを出し合いました。 
小さい子どもたちに楽しんでもらうために
は、まず、自分自身が子どもの気持ちに戻っ

て考えることが大切だと思いました。また、今回のような
場をつくることで、保護者同士の交流が生まれれば、お母
さんたちの負担感を減らすことにもつながります。保護者
にとっても意味のあるイベントになっていたらうれしいで
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈篠原柚葉さん〉

富士市の広報紙を見て、このイベントを
知りました。人工芝で遊ぶ機会は貴重だ
と思い、今回初めて参加しました。子ど
もの様子を見ると、最初は緊張していた

ようでしたが、高校生が優しく接してくれたので、だんだ
ん楽しめるようになっていったと思います。広くて立派な
グラウンドで遊ぶことも新鮮に感じているようでした。私
自身も市民として、富士市立高校をより身近に感じられる
ようになりました。　　　　　　　　　　   〈高田恭平さん〉

私は部活動では野球部に所属していますが、
試合にはいつも、地域の方が子ども連れで応
援に来てくれます。自分たちは地域に支えら
れていると感じる機会が多いので、今回は地

域に恩返ししようという気持ちで取り組みました。計画か
ら準備、運営まで、先生の手は借りず、ほぼすべてを生徒
たちで行いました。子どもたちにけがをさせないことを第
一に考え、どうしたら楽しんでもらえるかという視点で、
アイデアを出し合いました。　　　　　　　〈佐藤壮

たける

琉さん〉
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宮
城
県
角
田
高
校
は
２
０
２
２
年
度
、
宮

城
県
教
育
庁
（
以
下
、
県
教
育
庁
）
や
「
先
生

の
幸
せ
研
究
所
」（
コ
ラ
ム
参
照
）
か
ら
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
働
き
方
改
革
を
推
進
し

た
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
に
取

り
組
む
中
で
改
革
の
柱
と
し
た
の
が
、「
教

師
協
働
の
授
業
づ
く
り
」
だ
。
そ
の
経
緯
を
、

同
事
業
を
担
当
し
た
現
高
校
教
育
課
の
滝
井

隆
太
課
長
補
佐
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
長
時
間
勤
務
の
是
正
は
必
要
で
す
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
徒
が
不
利
益
を
被
る
よ
う

な
事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。『
次

期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
（
答
申
）』

で
示
さ
れ
た
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る

日
本
の
教
育
の
質
を
維
持
し
た
上
で
、
業
務

の
効
率
化
を
進
め
る
べ
き
で
す
。
事
業
準
備

の
段
階
か
ら
教
育
庁
内
で
議
論
を
重
ね
、『
働

き
方
の
質
』
に
も
こ
だ
わ
り
、
教
師
が
仕
事

か
ら
活
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

目
指
し
て
、
同
校
と
と
も
に
改
革
を
進
め
ま

＊１　同プログラムは、株式会社先生の幸せ研究所が事業者として、「未来の教室」実証事業に採択された。宮城県教育庁のほかに、愛知県名古屋市など、全国７
自治体が参加した。

これからの学校教育の課題を深める
課題３　教師が生き生きと働き続けられる環境づくり

学び続ける人材の育成や組織的な地域連携などに持続的に取り組んでいくためには、
その中心を担う教師の多忙化を解消し、教師が生き生きと働き続けられる環境をつくることが必要不可欠だ。
「教師協働の授業づくり」を柱とする働き方改革を推進した宮城県角

かく

田
だ

高校と宮城県教育庁による実践と、
学校や教師のウェルビーイングについて研究する愛媛大学の露口健司教授の提言から、

学校における「働き方改革」のあり方について考える。

自
前
主
義
に
切
り
込
み
、

働
き
方
の
質
を
高
め
る

教
師
が
協
働
し
て
取
り
組
む
授
業
づ
く
り
で
、

労
働
生
産
性
と
授
業
の
質
が
高
ま
り
、幸
福
感
に
も
つ
な
が
る

宮城県角田高校と宮城県教育庁が実践した「働き方改革」
宮城県教育庁は2022年度、経済産業省「未来の教室」実証事業の「教育委員会が学校の伴走者に変わっていく
ためのプロジェクト型組織変革プログラム」（＊１）に参加。宮城県角田高校を伴走者養成推進校に指定して、実証
研究を行った。働き方改革の自走化・仕組み化を目的とし、教育庁は学校の取り組みを支援する立場でかかわった。

実
践
実事
実例
宮
城
県
角か

く

田だ

高
校
と
宮
城
県
教
育
庁
の
取
り
組
み

宮城県角田高校改革推進チームや宮城県教育庁の担当者、アドバ
イザーの「先生の幸せ研究所」が、働き方改革の進め方について話
し合いを繰り返したほか、校内でも、全教師参加で、効率的で実
効性のある評価法をテーマとした対話型ワークショップを実施。

─実践事例と識者の提言から考える、「働き方改革」のあり方─

同僚性を高め、働きやすく、
働きがいもある学校に

要因は
どこにある？

業務の課題は
何か？
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し
た
」

　
そ
し
て
、
業
務
の
効
率
化
と
働
き
方
の
質

の
向
上
を
目
指
す
上
で
課
題
と
し
て
捉
え
た

の
が
「
授
業
づ
く
り
」
だ
っ
た
。

　「
１
人
の
教
師
が
授
業
づ
く
り
に
か
け
ら

れ
る
時
間
に
は
、
限
り
が
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
教
師
は
同
じ
目
標
に
向
け
て
授
業
を
し

て
い
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
同
じ
よ
う
な
準

備
を
個
別
に
行
い
が
ち
で
す
。
そ
れ
は
効
率

的
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
教
師

の
多
忙
化
の
要
因
の
１
つ
と
し
て
『
自
前
主

義
』が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
『
未
来
の
教

室
』
の
調
査
（
＊
２
）
で
目
の
あ
た
り
に
し
ま

し
た
。
授
業
と
い
う
聖
域
を
取
り
払
っ
て
改

革
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」（
滝
井
課
長
補
佐
）

　「
教
師
協
働
の
授
業
づ
く
り
」
は
、
国
語
・

数
学
・
英
語
の
各
教
科
が
、
主
担
当
１
人
と

副
担
当
２
人
か
ら
成
る
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん

だ
。
主
担
当
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
や
生
徒
の
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
単
元
目

標
を
設
定
し
、
学
習
内
容
や
評
価
方
法
、
１

コ
マ
の
授
業
案
な
ど
の
単
元
計
画
を
作
成
。

そ
れ
を
副
担
当
と
話
し
合
っ
て
練
り
上
げ
た

単
元
計
画
を
基
に
、
３
人
と
も
授
業
を
行
っ

た
。
各
自
が
授
業
を
実
践
す
る
中
で
気
づ
い

た
問
題
は
、
す
ぐ
チ
ー
ム
内
で
共
有
し
て
改

善
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
作
成
も
協
働
で
行
い
、
目
標
・
指
導
・

評
価
に
つ
い
て
目
線
を
合
わ
せ
て
い
っ
た
。

　
主
担
当
は
単
元
ご
と
に
替
わ
る
持
ち
回
り

制
に
し
た
た
め
、単
元
計
画
の
作
成
に
は
十

分
な
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

単
元
計
画
は
次
年
度
に
引
き
継
ぎ
、
他
の
教

師
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
教
師
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
は
、単
元
目
標
の
達
成
に
向

け
て
、問
い
を
練
り
上
げ
た
り
、授
業
内
の

時
間
配
分
を
見
直
し
た
り
す
る
な
ど
、生
徒

中
心
で
進
歩
的
・
積
極
的
な
指
導
観
が
浸
透

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。そ
し
て
、生

徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、授
業
の
満
足
度

が
向
上
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。こ
れ
ま
で

の
勤
務
時
間
の
範
囲
内
で
、教
師
の
資
質
・

能
力
と
授
業
の
質
の
両
方
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
。

　
角
田
高
校
で
同
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

た
相
澤
佑
典
先
生
は
、
改
革
の
中
で
得
た
手

応
え
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
単
元
計
画
の
作
成
過
程
で
は
、先
生
方
か

ら
、
自
分
に
は
な
か
っ
た
教
材
の
見
方
や
指

導
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
自
身
の

指
導
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。
何
よ
り
、
先

生
方
と
生
徒
や
授
業
、
指
導
観
に
つ
い
て
語

り
合
う
時
間
は
と
て
も
楽
し
く
、
教
師
と
し

て
の
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。
協
働
し
て
授
業

を
つ
く
る
こ
と
に
不
慣
れ
で
し
た
の
で
、
単

元
計
画
の
作
成
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た

が
、慣
れ
れ
ば
も
っ
と
早
く
で
き
、業
務
の
効

率
化
に
も
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

　
労
働
生
産
性
の
向
上
と
い
う
成
果
を
受
け

て
、
県
教
育
庁
は
23
年
度
、
角
田
高
校
を
含

む
７
校
を
推
進
校
に
指
定
。「
働
き
方
の
質
」

と
「
教
育
の
質
」
の
向
上
を
目
指
し
、「
長

時
間
勤
務
の
縮
減
」
と
働
き
が
い
に
つ
な
が

る
「
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
（
＊
３
）

の
向
上
」
を
目
標
に
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。

教
職
員
課
の
原
畑
聖
子
課
長
補
佐
は
、
今
後

の
展
望
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
昨
年
度
の
取
り
組
み
を
引
き
継
い
で
、
長

時
間
勤
務
の
縮
減
を
中
心
と
し
た
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
確
実
に
進
め
る
一
方
で
、

働
き
方
の
質
も
改
善
し
、子
ど
も
た
ち
の
『
憧

れ
の
職
業
』
と
な
る
教
師
像
を
再
生
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

＊２　経済産業省教育産業室、「未来の教室」と EdTech 研究会「EdTech を活用した学校現場の業務改善等検討事業　学校等 BPR 調査報告と EdTech を用いた解決
策の提案について」。　＊３　オランダ・ユトレヒト大学のシャウフェリ教授らが提唱した概念であり、「仕事から活力を得て生き生きとしている」（活力）、「仕事に
誇りとやりがいを感じている」（熱意）、「仕事に熱心に取り組んでいる」（没頭）の３つがそろった状態として定義される。　

単
元
計
画
を
持
ち
回
り
で
作
成

す
る
中
で
、
同
僚
性
が
醸
成

宮
城
県
角
田
高
校
　働
き
方
改
革

推
進
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

相
澤
佑
典  

あ
い
ざ
わ
・
ゆ
う
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
情

報
部
長
。
国
語
科
。

宮
城
県
教
育
庁

　教
職
員
課

働
き
方
改
革
推
進
チ
ー
ム
課
長
補
佐

原
畑
聖
子 

は
ら
は
た
・
せ
い
こ

23
年
度
の
事
業
推
進
担
当
。

宮
城
県
教
育
庁

　高
校
教
育
課

教
育
改
革
班
課
長
補
佐

滝
井
隆
太 

た
き
い
・
り
ゅ
う
た

22
年
度
の
事
業
推
進
担
当
。

　働き方改革は、ともすれば
時間を生み出すことのみが焦
点化されますが、大切なのは、
限られた時間の中で業務の質
を上げることであり、先生方が「本当によいと
思うこと」を実現することにほかなりません。
　学校によって、 課題や目指すことは異なりま
す。そのため、先生方が対話し、納得解を出す
ことが重要になります。自校の課題は何か、そ
れをどのように改善したいのかを考えてみま
しょう。一緒に考える仲間として、外部機関や
教育委員会をうまく頼ってほしいと思います。
　角田高校は、教育の本丸である「授業をよく
したい」ということに、先生たち自らが取り組み、
納得解をつくっていきました。そして、その過程
で同僚性が高まり、働きやすい環境がつくられ
ました。対話の風土がある学校、対話できる雰
囲気を醸成できた学校は、改革が成功するはず
です。

同僚と目指す学校像を語り合おう
株式会社先生の幸せ研究所
代表取締役 澤田真由美

アドバイザーから
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学
校
組
織
に
つ
い
て
研
究
す
る
露
口
健
司

教
授
は
、教
師
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実

現
に
向
け
て
、「
働
き
が
い
改
革
」
を
提
唱
し

て
い
る
（
図
１
）。
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
は
、
健
康
・
安
全
・

福
利
厚
生
な
ど
の「
働
き
や
す
さ
」の
視
点
が

重
要
だ
が
、
高
度
専
門
職
業
人
で
あ
る
教
師

に
は
、
仕
事
に
誇
り
と
熱
意
を
持
ち
、
仕
事

を
通
じ
て
充
実
感
や
成
長
実
感
を
得
る
「
働

き
が
い
」
の
視
点
も
欠
か
せ
な
い
と
語
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
２
つ
を
両
立
す
る
た
め
に

必
要
な
の
が
、
生
徒
、
同
僚
、
管
理
職
、
保

護
者
と
の
信
頼
関
係
だ
。

　「
教
師
と
し
て
の
働
き
が
い
は
、
生
徒
の

成
長
を
感
じ
て
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
か

ら
の
信
頼
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
同
僚
や
管
理

職
と
の
信
頼
関
係
も
重
要
で
、
一
緒
に
汗
を

流
し
、
皆
で
達
成
感
を
味
わ
っ
た
り
、
互
い

の
仕
事
を
認
め
合
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
充

実
感
や
成
長
実
感
が
得
ら
れ
ま
す
」

　
学
校
行
事
の
精
選
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど

は
、
業
務
効
率
化
の
有
効
な
手
立
て
の
１
つ

だ
が
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
も
ま
た
、
業
務
の
効
率
化
に
つ
な

が
る
。
同
僚
と
の
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、
仕

事
を
分
担
し
や
す
か
っ
た
り
、
休
暇
を
取
り

や
す
か
っ
た
り
と
、
よ
り
働
き
や
す
い
職
場

に
な
る
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
て

い
れ
ば
、
学
校
へ
の
過
度
な
要
求
な
ど
は
少

な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　「
角
田
高
校
（
Ｐ
．28
〜
29
）
で
は
、
授
業
づ

く
り
を
通
じ
て
先
生
方
が
深
く
交
流
し
、
信

頼
し
合
え
る
関
係
に
な
っ
た
こ
と
が
、
働
き

や
す
さ
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ

て
い
く
中
で
、
知
識
や
指
導
法
、
ア
イ
デ
ア

な
ど
の
共
有
が
起
こ
り
、
周
り
が
困
っ
て
い

た
ら
助
け
よ
う
、
自
分
が
困
っ
て
い
た
ら
助

け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
互
助
関
係
が
生

ま
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
、
働
き
や
す
く
、
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
が
築
か
れ
て
い
く
の
で

す
」

　
近
年
の
調
査
で
、
同
僚
と
の
信
頼
関
係
や

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
が
高
け
れ
ば

幸
福
感
も
高
い
こ
と
が
、
ま
た
、
長
時
間
勤

務
で
な
け
れ
ば
幸
福
感
が
高
い
と
は
限
ら
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
（
図
２
）。

　「
教
師
と
い
う
職
業
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
く
、『
ど
こ
で
働
く
か
』
や
『
誰
と
働

く
か
』
が
問
題
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
職
場

の
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
責
任

を
担
う
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
、
働
き

が
い
改
革
の
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
働
き
が
い
改
革
の
出
発
点
と
な
る
の
は
ア

セ
ス
メ
ン
ト
だ
。
教
師
一
人
ひ
と
り
が
ど
ん

な
仕
事
を
担
当
し
、
何
に
働
き
が
い
や
負
担

を
感
じ
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
校
内
研
修

な
ど
を
実
施
す
る
。
そ
し
て
、
教
師
が
働
き

が
い
を
感
じ
て
い
る
教
育
活
動
を
尊
重
し
な

が
ら
、
負
担
感
の
あ
る
業
務
を
効
率
化
し
て

い
く（
＊
４
）。
そ
の
際
は
、
教
師
間
の
信
頼

関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
業
務
内
容
を
見
直
し

た
り
、
精
選
し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　「
先
生
方
が
持
っ
て
い
る
資
質
・
能
力
は

一
人
ひ
と
り
で
異
な
り
、
や
り
が
い
を
感
じ

る
点
や
働
き
方
に
対
す
る
価
値
観
、
家
庭
環

境
な
ど
も
違
い
ま
す
。
教
師
全
員
に
対
し
て

画
一
的
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な

働
き
方
を
認
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
環
境
を

整
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

＊４　働きがい改革に関する校内研修の方法は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の『VIEW next』教育委員版 
2022 年度 Vol.3（P.5 〜 8）でご覧いただけます。https://view-next.benesse.jp/view/bkn-board/article13101/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

愛
媛
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
　教
授

露
口
健
司 

つ
ゆ
ぐ
ち
・
け
ん
じ

　主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、学
校
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

学
校
組
織
の
ウ
ェ
ル
・
ビ
ー
イ
ン
グ
と
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
。

国
立
教
育
政
策
研
究
所
客
員
研
究
員
、
日
本
教
職
大
学
院
協
会
編
集
委
員
会

座
長
等
も
務
め
る
。
著
書
に
、『
子
供
の
学
力
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め

る
教
育
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』（
共
著
、
学
事
出
版
）、『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
で
解
く
教
育
問
題
』（
ジ
ダ
イ
社
）
な
ど
。

労
働
環
境
と
組
織
の
視
点
か
ら

職
場
を
見
直
す

一
律
の
時
短
で
は
な
く
、

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
職
場
へ

「
働
き
や
す
さ
」と「
働
き
が
い
」の
鍵
は
、

生
徒
や
同
僚
、管
理
職
、保
護
者
と
の
信
頼
関
係

識
者
実の
実提
言
愛
媛
大
学
　教
授
　露
口
健
司
　

「教師が生き生きと
働き続けられる環境づくり」の
ために、学校はどのような
実践をしていけばよいのか─。

８月号以降も、本コーナーに登場い
ただいた露口教授に引き続きご協力
いただき、働き方改革をテーマとし
た新連載を予定しています。ご期待
ください！
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＊５　筑波大学の落合陽一准教授が提唱した、ワーク（仕事）とライフ（プライベート）を分けずに、両方に価値を置き、人生全体を充実させていくこと。

働き方改革の価値（働きやすさ） 働きがい改革の価値（働きがい）

時間短縮重視 ワーク・エンゲイジメント重視

上限を超えないことを重視 家庭生活を含めたウェル・ビーイング重視

原則、キャリアを問わず一律 キャリアに応じて弾力的

働き方は管理職が定める 働き方は教師が主体的に考える（自律的専門職）

ルールを定める ルールは最小限

労働者としての教師像 高度専門職としての教師像

教師の意識改革に責任を帰属 管理職のマネジメントに責任を帰属

業務の量的縮減を目指す 業務の質的改善を目指す

ワーク・ライフ・バランス ワーク・アズ・ライフ（＊５）

信頼の優先順位が低い 信頼の優先順位が高い

自分の幸せ 子どもやほかの人々の幸せ

今の自分を楽にする 未来の自分を楽にする

仕事を減らす 仕事を面白くする

※露口教授の提供資料を基に編集部で作成。

同僚との信頼関係、ワーク・エンゲイジメント、過労死ライン超過者率は、2022年の調査結果。
※露口教授の提供資料を基に編集部で作成。

　図１は、「働き方改革」と「働
きがい改革」の違いを整理したも
のだ。教師の勤務時間があまりに
も長いことがクローズアップされ
てきたため、働き方改革というと、
時間外勤務の削減に重きが置かれ
る傾向がある。しかし、教師が
高度専門職業人であることを踏ま
えると、「管理を強化するのでは
なく、ルールを最小限にして、主
体性を重視する働き方がふさわし
い」と、露口教授は指摘する。
　また、「働きやすさ」と「働き
がい」の両立には、生徒や同僚ら
との信頼関係が重要となるが、そ
の醸成には一定の時間が必要だ。
その点からも、勤務時間の削減あ
りきではなく、信頼醸成によって

「働きがい」を高める工夫と努力
が求められていると言えるだろう。

　図２は、Ａ県の教師を対象に、
2021年と2022年に実施した、信
頼関係などと幸福感の関係につい
ての調査結果だ。教師に「直近１
か月間の幸せの状況」を10点満
点で回答してもらい、学校ごとに
集計した平均点をプロットした。
　同僚との信頼関係は、度合いに
応じて円を４色に分けた。信頼関
係が強いことを示す青色の円は、
2022年の幸福感が7.00〜 8.00
の間に集中している。同僚との信
頼関係が強い学校は、幸福感の水
準が高いと言える。
　また、ワーク・エンゲイジメン
ト（働きがい）が高い場合は大き
な円としたが、同僚との信頼関係
と同様に、大きな円はグラフの上
部に多い。ワーク・エンゲイジメ
ントが高いと、幸福感も高いこと
を示している。
　そして、過労死ライン超過者率
が低い「１」の学校は、幸福感が
低い5.00〜 6.00の間にも、幸福
感が高い 7.00 〜 8.00 の間にも
ある。長時間勤務でなければ、幸
福感が高いというわけではないこ
とが、このグラフから見て取れる。

「働き方改革」と「働きがい改革」の違い図１

同僚との信頼関係、ワーク・エンゲイジメント、長時間勤務と、幸福感との関係図２

民間企業は平均23.58

円の色
同僚との信頼関係

円の大きさ
ワーク・エンゲイジメント

円のそばの数字
過労死ライン超過者率

● 4
●3
●2
●1

1　0％
2　1〜10％
3　11〜20％
4　20％以上

高い

低い

低い

高い

40
35
30
25
20

高い

低い

幸福感が
2021・22年とも高い

幸福感が
2021年より低下

幸福感が
2021年より上昇

幸福感が
2021・22年とも低い

幸
福
感
（
２
０
２
２
年
）

幸福感（2021年）
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私
た
ち
は
、
変
化
が
激
し
く
、
少
し
先
の
未
来
も
予

測
で
き
な
い
社
会
を
生
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
を
振

り
返
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
飛
躍
的
な
進
歩
な
ど
、
予
見
し

て
い
な
か
っ
た
出
来
事
が
相
次
い
で
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
社
会
の
変
化
の
速
度
は
、
生
徒
が
社
会
に
出

る
頃
に
は
一
層
加
速
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
社
会
で
は
、
未
知
の
状
況
に
対
応
で

き
る
思
考
力
や
判
断
力
に
加
え
、
知
識
や
技
能
を
更
新

す
る
た
め
に
必
要
な
学
び
続
け
る
力
な
ど
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
の
必
要
性
は
新
学
習
指

導
要
領
に
も
示
さ
れ
て
お
り
、
学
校
現
場
を
支
え
る
先

生
方
へ
の
周
知
も
か
な
り
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
社
会
状
況
を
背
景
と
し
て
、
学
校
現
場
で

は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
様
な
資
質
・
能
力
の
発
揮
や
育
成
に
つ
な
が
る
探
究

学
習
が
、
教
科
学
習
で
も
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
資
質
・
能
力
を
見
取
る
た
め
に
、
学

習
評
価
の
充
実
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

学
習
評
価
で
は
、「
何
を
学
び
、
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
」
を
、
教
師
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
も

認
識
し
、
そ
れ
を
次
の
目
標
や
学
び
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
変
化
と
同
期
す
る
形
で
、
大
学
入
試
も

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
高
校
生
活
を
通
じ
て
培
っ
た

資
質
・
能
力
な
ど
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
、

総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
の
実
施
割
合
は
年
々

大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る

学
校
現
場
と
と
も
に
歩
み
続
け
た
い

こ
れ
か
ら
の
学
校
の
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

─

生
徒
一
人
ひ
と
り
の「
学
び
た
い
！
」が

あ
ふ
れ
出
す
未
来
の
教
育
を
、

先
生
方
と
と
も
に
創
り
出
す

株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 
学
校
カ
ン
パ
ニ
ー
長

田
村
隆
憲
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高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
入
試
対
応
が

学
校
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
資
質
・
能
力
を
認
め
て
、
そ
の

伸
長
を
支
え
る
教
育
は
、
個
々
の
可
能
性
を
広
げ
や
す

い
よ
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
半
面
、
そ
う
し
た

資
質・能
力
は
一
律
の
テ
ス
ト
で
は
測
定
で
き
ず
、
個
々

の
姿
を
丁
寧
に
見
取
っ
た
上
で
、
個
別
の
課
題
を
基
に
、

指
導
や
支
援
の
あ
り
方
・
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
教
師
の
負
担
が
増
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
働
き
方
改
革
は
進
み
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

対
応
し
切
れ
な
い
と
い
っ
た
声
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
の
学
習
意
欲
や
学
習
力
が
低
下
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
、
様
々
な
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
外
発
的
な
動
機
づ
け
と
内
発
的
な
動
機
づ
け
の
両

面
か
ら
生
徒
の
学
び
を
い
か
に
支
え
る
か
と
い
う
こ
と

も
、
今
後
一
層
課
題
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
ベ
ネ
ッ
セ
は
長
年
に
わ
た
り
、
先
生
方
や
生
徒
、
そ

し
て
保
護
者
が
今
、
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
、
現
場
の

声
に
耳
を
傾
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
、
磨
き
続
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
出
発
点
に
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
「
学
び
た
い
」「
学
び
続
け
よ
う
」
と
、
よ
り
主
体

的
な
姿
や
行
動
へ
と
変
容
す
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
の
目
標

に
向
け
た
具
体
的
な
一
歩
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
何
よ
り

も
大
切
に
し
、
教
育
現
場
の
状
況
も
踏
ま
え
た
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
右
図
）。

　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
到
達
度
型
テ
ス
ト
で
あ
る
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
及
び
進
路
マ
ッ
プ
の
基
礎
力
診
断
テ

ス
ト
は
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
一
部
を
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（
＊
）

化
し
て
、
テ
ス
ト
結
果
の
即
時
返
却
を
実
現
し
ま
し
た
。

実
際
に
導
入
さ
れ
た
学
校
を
見
学
す
る
と
、
生
徒
は
テ

ス
ト
結
果
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
次
の
目
標
を
考
え
、

そ
の
姿
を
見
た
先
生
方
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
情
報
発
信
に
よ
る
支
援
も
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
教
育
課
題
が
多
様
化
し
、
分
掌
や
立
場
に
よ
っ

て
直
面
し
て
い
る
課
題
が
異
な
る
状
況
を
受
け
て
、
各

先
生
が
必
要
な
情
報
を
、
必
要
な
時
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
今
号
で
創
刊

４
０
０
号
を
迎
え
た
本
誌
『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
高

校
版
は
、
今
後
も
学
校
現
場
の
課
題
の
本
質
を
捉
え
、

こ
れ
か
ら
の
高
校
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
と
と

も
に
、
よ
り
読
み
や
す
く
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
媒

体
と
な
る
よ
う
、
誌
面
を
大
き
く
変
革
し
ま
し
た
。
次

号
以
降
も
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
私
自
身
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
入

社
し
て
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
て
学
校
担
当
と
し
て
、
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
先
生
方
と
対
話
を
重
ね
、
生
徒
の

成
長
を
支
え
る
先
生
方
の
ご
指
導
を
ご
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
経
験
が
、
先
生
方
と
と
も
に
未
来
の

明
る
い
教
育
を
形
づ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
の
原
点
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
全
国
の
学
校
や
先
生
方

の
頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ベ
ネ
ッ
セ
は
日
本

の
教
育
に
対
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
磨

き
、
成
長
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

現
場
の
声
を
基
に
、

支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る

日
本
の
教
育
へ
の
責
任
を
自
覚
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
磨
き
、成
長
を
続
け
る

生徒の行動変容と主体的に学ぶ
高校３年間の実現を支援するために、
私たちがご提供するサービス

進研模試
新学習指導要領に対応した入試に向け、2023 年度は２
年生の模試において、変化の大きい地理歴史・公民や、
大学入学共通テストの新設教科である情報を出題しま
す。生徒の理解度や定着度に不安をお持ちの先生方が
多い状況を踏まえ、より正確な測定、評価をご提供して
まいります。

スタディーサポート、進路マップ
スタディーサポートと進路マップの基礎力診断テストはこ
れまで、テスト結果の返却に２週間程度のお時間をいた
だいておりましたが、2023 年度より、一部を CBT 化し、
結果の即時返却を実現。即時にテスト結果を確認できる
ことは、生徒の行動変容に大きな効果が期待できます。

Classi
進研模試やスタディーサポートなどのアセスメントとの連
携の強化により、測定（評価）と学習が一層つながりや
すくなります。さらに、個に応じた学びをより深められる
よう、サービスを改善してまいります。

進路達成プログラム、Compass
学校推薦型・総合型選抜の拡大により、大学入試が生
徒の学習のモチベーションにならなくなりつつあります。
目標設定の困難さや指導負荷の増加も課題です。そこで、
マナビジョンにおいて、「進路達成プログラム」というサー
ビスを展開し、生徒が進路を「自分事」にし、主体的に
進路を決定できるサポートを開始しました。Compassも、
学校推薦型・総合型選抜にご活用いただけるよう、強化
を図ります。

GTEC
英語４技能や情報活用能力、探究的な学びの姿勢など
は、入試方式を問わず、未来を生きる生徒に身につけ
てほしい資質・能力です。スコア型英語４技能検定の
GTEC を始め、授業活用から入試活用まで、先生方のご
指導に寄り添えるテスト・教材を提供し続けます。

たむら・たかのり　1997 年ベネッセコーポレーション入社。
中四国地方や首都圏の学校担当を経て、進研アド社長、
高校営業本部長などを歴任。2022 年１月より現職。

＊ Computer Based Testing の略。コンピューター上で実施する試験。

特集　共に創る教育の未来
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２
０
１
８
年
度
に
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
指
定

さ
れ
た
大
村
高
校
は
、
学
科
を
超
え
た

全
校
体
制
で
、
科
学
技
術
系
人
材
の
育

成
を
目
指
す
教
育
を
展
開
し
て
き
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
Ⅱ
期
目
を
迎
え
た
23
年
度

か
ら
は
、
Ⅰ
期
目
の
取
り
組
み
を
通
し

て
見
え
て
き
た
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の

向
上
や
地
域
と
の
継
続
的
な
連
携
と

い
っ
た
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
学
校
設

定
科
目
の
充
実
や
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

構
築
、
授
業
改
善
の
た
め
の
「
問
い
」

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

＃
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

＃
地
域
と
協
働
し
た
探
究
学
習

日々の授業と地域連携を起点に、
ＳＳＨの探究学習を進化

長崎県立大村高校

設
立	

１
８
８
４
（
明
治
17
）
年

形
態	

全
日
制
／
文
理
探
究
科
、
数
理
探
究
科
、

普
通
科
、
家
政
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
３
０
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

　
国
公
立
大
は
、
東
京
工
業
大
、
岡
山
大
、
愛
媛

大
、
九
州
工
業
大
、
九
州
大
、
佐
賀
大
、
長
崎
大
、

熊
本
大
、
大
分
大
、
宮
崎
大
、
鹿
児
島
大
、
琉
球
大
、

長
崎
県
立
大
な
ど
に
１
１
４
人
が
合
格
。
私
立
大

は
、
東
京
理
科
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
な

ど
に
延
べ
２
５
２
人
が
合
格
。
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１
６
７
０
年
に
開
学
し
た
藩
校
「
集
義

館
」
を
前
身
と
す
る
長
崎
県
立
大
村
高

校
。「
両
道
不ふ

岐き

」を
校
是
と
す
る
同
校
は
、

素
直
で
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組

む
生
徒
を
育
て
る
学
校
と
し
て
、
地
域
か

ら
の
信
頼
を
得
て
き
た
。
一
方
で
、
科
学

技
術
の
進
歩
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
を
背

景
に
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
像
が

変
化
す
る
中
、
生
徒
が
よ
り
主
体
的
に
学

び
に
取
り
組
む
学
校
づ
く
り
の
必
要
性
が

年
々
高
ま
っ
て
い
た
。

　
そ
し
て
２
０
１
８
年
度
、
同
校
は
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ

Ｈ
）
の
指
定
を
契
機
に
、
教
育
改
革
に
着

手
。
当
時
を
知
る
探
究
Ｓ
Ｓ
Ｈ
企
画
部
主

任
の
川
久
保
晃
一
先
生
は
、「
生
徒
主
体

の
学
び
そ
の
も
の
で
あ
る
探
究
学
習
を
主

軸
に
、
全
教
師
が
教
育
改
革
の
当
事
者
と

し
て
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
参
画
し
た
」と
振
り
返
る
。

　「
普
通
科
と
家
政
科
も
含
む
全
学
科
の

生
徒
が
探
究
学
習
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を

全
教
科
の
教
師
が
支
援
し
ま
し
た
。
探
究

学
習
は
管
理
職
も
含
め
、
全
教
師
で
担
当

す
る
と
い
う
学
校
文
化
が
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定

Ⅰ
期
目
の
５
年
間
で
根
づ
き
ま
し
た
」

　
成
果
と
同
時
に
新
た
な
課
題
も
見
え
て

き
た
。
そ
の
1
つ
が
、
探
究
学
習
に
お
け

る
「
情
報
の
収
集
」
や
「
整
理
・
分
析
」

の
場
面
で
必
要
と
な
る
科
学
的
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
だ
。

　「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
質
問
の
仕
方
や
回

答
の
選
択
肢
の
設
定
に
問
題
が
あ
っ
た

り
、
因
果
関
係
と
相
関
関
係
の
違
い
を
理

解
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

よ
く
見
ら
れ
、
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
探
究
Ｓ

Ｓ
Ｈ
企
画
部
副
主
任
・
原
口
豊
史
先
生
）

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
生
徒
も
教
師
も
、

校
外
の
人
と
の
交
流
の
機
会
が
激
減
。
探

究
学
習
に
不
可
欠
な
地
域
と
の
連
携
の
再

構
築
も
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し

た
課
題
に
取
り
組
み
、
探
究
学
習
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
同
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指

定
Ⅱ
期
目
が
23
年
度
に
始
ま
っ
た（
図
１
）。

探
究
Ｓ
Ｓ
Ｈ
企
画
部

小
林
詳
梧 

こ
ば
や
し
・
し
ょ
う
ご

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
地

理
歴
史
・
公
民
科
。

探
究
Ｓ
Ｓ
Ｈ
企
画
部
副
主
任

緒
方
則
彦 

お
が
た
・
の
り
ひ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
理

科
。

探
究
Ｓ
Ｓ
Ｈ
企
画
部
副
主
任

原
口
豊
史 

は
ら
ぐ
ち
・
と
よ
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
理

科
。

探
究
Ｓ
Ｓ
Ｈ
企
画
部
主
任

川
久
保
晃
一 

か
わ
く
ぼ
・
こ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
数

学
科
。

教
頭広田

耕
二 

ひ
ろ
た
・
こ
う
じ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

校
長原　

昌
紀 

は
ら
・
ま
さ
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

大村高校　ＳＳＨ指定Ⅱ期目の取り組み

　　 について、次ページからの「 」で紹介

図１

※学校資料を基に編集部で作成。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
実
践
を
通
じ
て

新
た
な
課
題
が
見
え
て
き
た

その１ 自然・地域＋「社会課題」を多元的に探究

その２ 「多様」な他者との協働探究

その３ 「真正の評価」の継続的改善・検証

科学的探究力と科学への興味・関心の向上

科学的探究力と協働実践力の向上

生徒のメタ認知能力と教師の指導力の向上

学校設定科目 「サイエンス基礎」
 「OMURA STEAM LABO」の開発

大村高校探究活動コンソーシアムの構築

•アンケート　•ポートフォリオ評価
•パフォーマンス評価　による「真正の評価」の開発

情報分析力育成プログラムの開発

カリキュラム・マネジメントの開発

県内 SSH 校＋県外 SSH 校・海外校との
連携プログラムの開発

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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科
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
な
が
ら
、

科
学
的
探
究
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

同
校
は
23
年
度
か
ら
、
社
会
課
題
を
科
学

的
な
切
り
口
で
多
元
的
に
分
析
す
る
こ
と

に
よ
り
、
探
究
的
な
見
方
・
考
え
方
や
、

探
究
の
具
体
的
な
手
法
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
指
す
学
校
設
定
科
目
「
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」
を
開
発
し
た
。

　「
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｏ
」
で
は
、
様
々
な
資
料
を
読
み
解
い
た

り
、
統
計
的
資
料
を
分
析
し
た
り
す
る
力

を
獲
得
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、 

哲
学
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
習
得
し
な
が

ら
、「
感
染
症
の
拡
大
防
止
と
経
済
活
動
」、

「
自
然
環
境
の
保
全
と
人
間
活
動
の
た
め

の
市
街
地
拡
大
開
発
」
と
い
っ
た
、
答
え

が
1
つ
で
は
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議

を
す
る
な
ど
、
生
徒
の
判
断
力
を
育
む
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
。

　「
県
外
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
と
連
携
し
、

本
校
の
教
師
だ
け
で
は
な
く
、
他
校
の
先

生
方
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
活
用
し
て

対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
評
価
方

法
に
つ
い
て
は
、
よ
り
真
正
な
評
価
を
追

求
す
る
た
め
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
だ

け
で
な
く
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
導

入
を
目
指
し
、
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
」

（
探
究
Ｓ
Ｓ
Ｈ
企
画
部
・
小
林
詳
梧
先
生
）

　
探
究
的
な
見
方
・
考
え
方
や
思
考
力
を

育
む
た
め
に
は
、
授
業
改
善
も
欠
か
せ
な

い
。
そ
こ
で
同
校
で
は
、教
師
の
「
問
い
」

の
質
の
向
上
に
着
目
。
23
年
度
か
ら
、
実

際
の
授
業
で
教
師
が
生
徒
に
投
げ
か
け
た

「
思
考
を
深
め
る
問
い
」
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
教
科
を
超
え
て
校
内
で
共
有
す

る
取
り
組
み
を
始
め
た
（
図
2
）。

　
実
は
同
校
で
は
こ
こ
数
年
、
生
徒
自
身

が
主
体
的
に
1
日
の
生
活
を
デ
ザ
イ
ン
で

き
る
よ
う
、
朝
補
習
を
廃
止
し
て
、
生
徒

に
時
間
を
返
し
て
き
た
。
教
師
か
ら
課
題

を
指
示
さ
れ
な
く
て
も
、
生
徒
が
自
分
で

取
り
組
む
べ
き
課
題
を
見
つ
け
、
学
習
を

進
め
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

生
徒
が
考
え
続
け
た
く
な
る
よ
う
な
「
問

い
」
を
授
業
で
投
げ
か
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
た
の
だ
。

　「
特
に
、
経
験
が
豊
か
な
ベ
テ
ラ
ン
教

師
の
『
問
い
』
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
若

手
教
師
の
指
導
力
の
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
考
え
ま
し
た
。
本
校
に
は
約
70
人
の

教
師
が
い
ま
す
が
、
１
年
間
に
1
人
1
つ

ず
つ
『
問
い
』
を
出
し
合
う
だ
け
で
も
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
Ⅱ
期
目
の
5
年
間
で
、
貴
重

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
で
き
ま
す
」（
川
久

保
先
生
）

　
提
出
さ
れ
た
「
問
い
」
を
教
科
を
超
え

て
見
合
う
教
師
の
姿
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

授
業
改
善
に
向
け
た
新
た
な
胎
動
を
感
じ

る
と
、
原
昌
紀
校
長
は
語
る
。

　「
教
師
が
投
げ
か
け
た
『
問
い
』
を
蓄

積
す
る
だ
け
で
な
く
、
協
働
的
な
学
び
の

中
で
生
徒
が
つ
く
っ
た
『
問
い
』
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
加
え
て
い
け
ば
、
本
校
の
授

業
改
善
は
教
師
と
生
徒
双
方
の
力
に
よ
っ

て
一
層
進
ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
」

「問い」のデータベース
化には、すべての教科の
教師が参加する。23年
４月には、「問い」のデー
タベース化に向けた校内
研修を実施し、取り組み
をスタートさせた。「文
系・理系の枠を超えて、
自分の担当外の教科から
提出された「問い」にも
関心を示す教師が多く、
文理を融合した指導力の
底上げを感じる」と、原校
長は、データベースの構築
がもたらす効果を語る。

科
学
的
探
究
力
を
育
む

学
校
設
定
科
目
を
新
設

1

教師が授業で投げかけた「問い」をデータベース化
図２

※学校資料をそのまま掲載。

教
師
の「
問
い
」を
蓄
積
し
、

授
業
改
善
を
促
進
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探
究
学
習
で
欠
か
せ
な
い
地
域
と
の
連

携
を
、
強
固
か
つ
継
続
的
な
も
の
と
す
る

た
め
に
、
同
校
は
、
大
村
市
役
所
を
始
め

と
す
る
各
機
関
と
、「
大
村
高
校
探
究
活

動
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
構
築
に
着
手
し

た
。
市
役
所
や
企
業
、
地
元
の
大
学
に
、

大
村
高
校
の
生
徒
の
探
究
学
習
の
サ
ポ
ー

ト
を
担
当
す
る
係
を
置
い
て
も
ら
う
こ
と

で
、
生
徒
の
活
動
の
場
を
広
げ
、
探
究
学

習
の
質
を
さ
ら
に
高
め
た
い
と
考
え
た
の

だ
。
ま
た
、
同
校
を
起
点
に
、
地
域
の
理

数
教
育
の
向
上
を
図
る
た
め
、
小
・
中
学

生
対
象
の
公
開
講
座
や
、
探
究
学
習
及
び

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の
教
師
向

け
研
修
会
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
探
究
学
習
の
発
表
会
に
地
域
の
関
係

者
を
招
く
な
ど
し
て
、
本
校
の
探
究
学

習
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
の
と
同
時

に
、
高
校
の
探
究
学
習
と
ど
の
よ
う
な
形

で
連
携
が
で
き
そ
う
か
を
考
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。
既
に
広
告
制
作
会
社
か
ら
、『
生

徒
の
動
画
制
作
な
ど
で
お
手
伝
い
が
で
き

そ
う
で
す
』
と
連
絡
が
あ
る
な
ど
、
外
部

と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
校

外
か
ら
支
援
の
声
が
上
が
る
こ
と
で
、
探

究
学
習
に
対
す
る
私
た
ち
の
心
的
な
負
担

も
和
ら
ぎ
ま
す
」（
探
究
Ｓ
Ｓ
Ｈ
企
画
部

副
主
任
・
緒
方
則
彦
先
生
）

　
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
し
て
進
化
し
続
け
る
大
村
高

校
。
最
大
の
変
化
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
を
楽
し
む
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と

だ
と
、
広
田
耕
二
教
頭
は
語
る
。

　「
全
校
集
会
で
自
ら
手
を
挙
げ
て
意
見

を
述
べ
る
な
ど
、
主
体
的
に
動
け
る
生
徒

が
増
え
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

感
じ
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
し
て
６
年
目
を
迎

え
、
明
ら
か
に
大
村
高
校
の
生
徒
像
が
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
」

　
同
校
に
は
23
年
度
、
数
理
探
究
科
に
代
　

わ
っ
て
、
文
理
融
合
の
学
習
体
系
と
探
究

学
習
の
充
実
を
図
る
文
理
探
究
科
が
新
設

さ
れ
た
。
原
校
長
は
、「
生
徒
の
声
に
耳

を
傾
け
る
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
探
究
学
習
を
楽

大村高校の先生方とお話をする中で印象的だったのは、
先生方が楽しそうに、理想の学校や理想の授業について、
それぞれの思いを自由に語っていたことです。22年1月、
長崎県初の文理探究科設置に向けた協議会が立ち上がっ
た際、これからの大村高校のあり方について、私も大村
高校の先生方と語り合う機会をいただきました。「ワクワ
クするような学校をつくろうよ！」「授業をどうやって変
えていこうか？」「ほかに改善したいことは？」などなど、
管理職の先生も探究SSH企画部の先生も一緒になって、
全員が同じチームの一員として考え抜いていました。多
くの卒業生が日本、そして世界で活躍する屈指の伝統校
の指導を変えることは容易ではないと思いますが、それ
を実現しているのは、ひとえに「未来を創る生徒にもっ
とよい学びを」という先生方の熱い思いです。前例にと
らわれない先生方の挑戦を、私も全力で支
援させていただきます！

し
み
に
し
て
入
学
し
て
き
た
生
徒
が
多
い

こ
と
が
よ
く
分
か
る
」
と
明
か
す
。

　「
新
入
生
に
高
校
生
活
へ
の
期
待
を
聞

く
と
、
何
人
も
の
生
徒
が
、『
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
す
』
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
そ
う
し
た
ワ
ク
ワ
ク
感
こ
そ
が
、
探

究
学
習
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
学
び
の

幹
に
な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
進
化
が
、
大
村
高
校
の
生
徒
と
教

師
を
確
実
に
変
え
て
い
ま
す
」

　
今
後
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
探
究
学
習
で
育
ん

だ
資
質
・
能
力
を
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
や
大
学
入
試
の
個
別
試
験
な
ど
で
発
揮

で
き
る
よ
う
、
授
業
や
生
徒
の
支
援
の
あ

り
方
を
追
究
し
て
い
き
た
い
と
、
原
校
長

は
語
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
高
校
3
年

間
の
学
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
高
い
目
標

を
実
現
す
る
─
。
大
村
高
校
の
教
師
た

ち
は
、
探
究
的
な
学
び
と
進
路
実
現
と
い

う
「
両
道
不
岐
」
を
ま
さ
に
体
現
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。

地
域
と
継
続
的
に
つ
な
が
る

探
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築

「
ワ
ク
ワ
ク
感
」
を
語
り
、

主
体
的
に
動
く
生
徒
た
ち

2

（株）ベネッセコーポレーション 九州支社　
大村高校担当 高岡祐太

「理想の学校」を目指す
屈指の伝統校の挑戦

指導変革の軌跡 長崎県立大村高校
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試作問題では大問数が増加
個別試験では試験範囲科目に注目

共通テストでは少なくとも
「数学Ｂ」と「数学Ｃ」から1大問選択必須

２
０
２
５
年
度
大
学
入
試
の
情
報
整
理
と
、

情
報
、地
理
歴
史
・
公
民
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
の
評
価
に
向
け
て
、
大
学
入
試
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

今
回
の
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
２
０
２
2
年
11
月
に
公
表
さ
れ
た
25
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、
共
通
テ
ス
ト
）
の
試
作
問
題
と
、

国
公
立
大
学
の
新
課
程
入
試
科
目
の
公
表
状
況
（
23
年
４
月
上
旬
時
点
）
を
踏
ま
え
た
、
注
目
教
科
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

２０２５年度大学入試の情報整理

現行の共通テストは4大問を80分で
解く構成だが、試作問題では、「近代
以降の文章」からの出題が２大問から
３大問へと増加し、解答時間も90分
に伸びた。第Ａ問、第Ｂ問の２問は、
いずれも「近代以降の文章」からの出
題で、配点は20点。どちらも生徒の
言語活動の場面が設定されており、文
章・図表・グラフが複数提示され、そ
れぞれを解釈する力や、関連づけて考
察する力が求められた。現場からは、「時
間配分の戦略と読解のスピードアップ
が重要」といった声が上がっている。

試作問題『数学Ⅰ、数学A』は、全問
必答の４大問構成で、「数学Ⅰ」から
４分野、「数学A」から２分野が出題
され、配点は、「数学Ⅰ」が60点分、「数
学A」が40点分。試作問題『数学Ⅱ、
数学B、数学C』は、必答、選択それ
ぞれ3大問で計 6大問に解答。選択
問題は、4大問から3大問を選ぶ。「数
学Ⅱ」が52点分、「数学B」と「数学C」
で48点分（選択問題が各16点）だっ
た。第７問「平面上の曲線と複素数平
面」は、「平面上の曲線」が4点分、「複
素数平面」が12点分となった。

国公立大学の個別試験の公表状況から
は、試験範囲を『現代の国語、言語文
化（古文、漢文からも出題）』とする
大学・学部がある一方、『現代の国語、
言語文化』以外に、『論理国語、文学
国語、国語表現、古典探究』を含めて
幅広く設定する大学・学部もあること
が分かる（多く見られるのは、京都大
学法学部前期日程、岡山大学法学部法
学科前期日程のように、『現代の国語、
言語文化、論理国語、文学国語、古
典探究』を試験範囲に含むパターン）。
志望する募集単位により、試験範囲に
含む科目が大きく異なるため、志望校
が設定する試験範囲に応じた対策が必
要だ。

国公立大学の個別試験の公表状況を見
ると、文系学部では、「数列・ベクトル」
を課す募集単位が約77％に上る。た
だし、東京大学文科一類前期日程のよ
うに、「統計的な推測」（「数学B」）が
加わる募集単位もある。また、理系学
部では、「数列・ベクトル・平面上の
曲線と複素数平面」を課す募集単位が
約64％に上る。文理共通して言える
のは、「数学B」（「統計的な推測」を
含むか）と、「数学C」（「平面上の曲
線と複素数平面」を含むか）の出題範
囲が、入試対策を考える上での鍵とな
るということだ。

国語

数学

個別試験の公表状況

個別試験の公表状況

共通テスト試作問題のポイント

共通テスト試作問題のポイント

● 大問数、解答時間が増えた
● 図表・グラフを解釈する力が必要

● 『数学Ⅰ、数学 A』は 4 大問必答
● 複素数平面に高配点
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多くの国公立大学が共通テストで情報を必須で課す
今後の配点情報の公表に注目

科目の枠組み変更を意識した
授業の実施が必要

全問必答の4大問で構成。旧課程で多くの学校
が履修していた「社会と情報」には含まれてい
ない「コンピュータとプログラミング」、「情報
通信ネットワークとデータの活用」の範囲に配
点の多くが充てられていた。プログラミングは
共通テスト独自の表記がなされ、コードは21
年３月発表のサンプル問題よりも読み解きの難
度が下がった。また、モデル化とシミュレーショ
ン、論理回路など、前回のサンプル問題では見
られなかった分野からも広く出題された。問題
の発見・解決の過程において、情報及び情報技
術の科学的な理解に基づき思考・判断する力を
見る設問が多く見られた。

例えば『歴史総合、日本史探究』では、「歴史総
合」単独の大問が出題された。配点は「歴史総合」
が25点、「日本史探究」が75点だった。多く
の学校で1・2年次に学ぶ必履修科目を、受験
学年でどのように学習するかがポイントになる
だろう。また、地理、日本史、世界史については、
主題を設定して生徒が調べた内容をまとめる場
面や、授業中に生徒同士で意見を出し合って考
察する場面が扱われるなど、「探究活動」や「授業」
を意識した出題が多く見られたことから、探究
を意識した授業展開も重要になるだろう。いず
れの科目においても、解答ページ数は増加した。

国立大学の一般選抜では、96％の募集単位が共
通テストで情報を必須で課す。わずかではある
が、夜間課程や特別プログラム、後期日程で、

「情報を課さない募集単位」が見られる。また、
現時点では、共通テストでの情報の配点比率は
10％程度の募集単位が多い。情報を課すが配点
しない大学も含めて、今後の公表内容に注目し
たい。

地理歴史・公民は、６科目から最大２科目の選
択が可能だが、『地理総合、歴史総合、公共』の
選択可否は、大学や募集単位によって分かれる。

『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、
『歴史総合、世界史探究』、『公共、倫理』、『公共、
政治・経済』からの選択は、出願時の汎用性が
高いと言えそうだ。

情報

地理歴史・公民

共通テストの公表状況

共通テストの公表状況

共通テスト試作問題のポイント

共通テスト試作問題のポイント

　次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
情
報
、
地
理
歴
史・公
民
の
現
状
を
踏
ま
え
た
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る

　

【難関大学】
293 募集単位

■■可　■■不可

【ブロック大学】
497 募集単位

【そのほかの大学】
2,113 募集単位

■一般選抜で
　情報を必須で課す
　国立大学の募集単位
※該当情報の公表のあった
　2,476 募集単位。

※該当情報の公表のあった2,903 募集単位。公表済みの難関大学は、北海
道大、東北大、東京工業大、東京大、一橋大、名古屋大、京都大、大阪大、
神戸大、九州大。公表済みのブロック大学は、筑波大、千葉大、横浜国立大、
新潟大、金沢大、信州大、岡山大、広島大、熊本大、東京都立大、大阪公立大。

■『地理総合、歴史総合、公共』の選択可否

必須 96％

選択 3％

課さない 1％

0 100

3367

1783

（％）

● サンプル問題では見られなかった分野から
も広く出題された

● いずれの科目も必履修科目の配点は 25 点
● 「探究活動」や「授業」を意識した出題が増加

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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共
通
テ
ス
ト
で
情
報
が
課
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
生
徒
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
学

習
指
導
要
領
の
内
容
を
偏
り
な
く
学
ぶ
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
学
校
現
場
に
は
、
情
報
が
専
門

で
は
な
い
教
師
も
多
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
な
ど
、
特
定
の
分
野
を
苦
手
と
す
る
教

師
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
現

実
を
踏
ま
え
る
と
、
教
師
の
得
意
・
不
得

意
に
よ
っ
て
生
徒
の
理
解
に
濃
淡
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
本
校
で
は
、「
情
報
Ⅰ
」
の
全
範
囲
を

網
羅
し
た
外
部
テ
ス
ト
で
あ
る
「
Ｐ
プ
ラ

ス（
＊
）」を
学
年
末
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
の
授
業
を
受
け
た
生
徒
が
、
私
が
作
問

し
た
テ
ス
ト
で
解
答
で
き
る
の
は
当
然
で

す
が
、「
Ｐ
プ
ラ
ス
」
で
は
初
見
の
問
題

を
解
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
弱
点
を
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
多
く
の
学
校
で
は
、「
情
報
Ⅰ
」
は
1

年
次
に
履
修
し
ま
す
か
ら
、
学
ん
だ
こ
と

を
２
年
次
以
降
に
ど
う
定
着
さ
せ
る
か
も

課
題
で
す
。
進
研
模
試
で
も
、
２
年
生
の

３
学
期
か
ら
、「
情
報
Ⅰ
」
が
出
題
さ
れ

る
た
め
、
そ
の
対
応
と
し
て
「
情
報
Ⅰ
」

の
学
習
教
材
に
取
り
組
む
機
会
も
増
え
て

く
る
は
ず
で
す
。
模
擬
試
験
を
契
機
に
そ

れ
ま
で
の
学
習
を
整
理
し
、
苦
手
分
野
を

把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
共
通
テ
ス
ト
で
は
、
知
識
の
量
で
は
な

く
、
知
識
を
活
用
す
る
力
や
思
考
す
る
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
情
報
で

も
、
身
に
つ
け
た
知
識
を
ほ
か
の
教
科
や

高
校
生
活
で
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
文
化
祭
や
部
活
動
、
探
究
学
習
な
ど

で
の
問
題
解
決
の
場
面
で
、
１
年
次
に
学

ん
だ
情
報
の
知
識
が
使
え
る
こ
と
も
あ
る

は
ず
で
す
。
指
導
す
る
教
師
と
し
て
も
、

具
体
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
情
報

の
知
識
を
使
う
機
会
を
意
図
的
に
つ
く
り

た
い
も
の
で
す
。

　
情
報
の
知
識
を
活
用
す
る
機
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
視
点
で
、
生
徒
の
学
び
に
つ
い

て
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
教
師
に
求
め
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
理
科
で
「
音
」
を
学

ん
で
い
る
の
な
ら
、
情
報
で
は
波
長
の
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
情
報
の
授

業
で
培
っ
た
情
報
デ
ザ
イ
ン
の
力
を
、
他

教
科
で
も
発
揮
し
、
磨
き
を
か
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
担
任
が
日
直
日
誌

を
見
る
な
ど
、
生
徒
が
各
教
科
で
何
を
学

ん
で
い
る
の
か
を
把
握
し
、
生
徒
に
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
を
話
し

合
う
と
い
っ
た
学
び
の
共
有
が
、
教
科
を

超
え
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
情
報
が
専
門
の
教
師
が
い
な
い
学
校

は
、
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て
不
安
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
教
師
が
教
え
る
だ

け
で
な
く
、
情
報
が
得
意
な
生
徒
を
ア
シ

ス
タ
ン
ト
に
し
て
、
生
徒
と
一
緒
に
授
業

を
組
み
立
て
る
よ
う
な
発
想
の
転
換
も
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
情
報
は
、
教
師

が
生
徒
よ
り
も
常
に
先
行
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
教
科
で
は
な
く
、
生
徒
が
教

師
を
飛
び
越
え
て
い
く
こ
と
を
歓
迎
す
べ

き
教
科
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
答
え
を

教
え
た
り
、
解
決
し
て
あ
げ
た
り
す
る
こ

と
以
上
に
、
よ
い
教
材
や
テ
ス
ト
、
そ
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
す
る
機
会
を
与

え
、
学
び
を
支
援
す
る
こ
と
が
、
情
報
で

は
特
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

情報
従来の指導観を転換し、
生徒の学びを支援する

東京都立三鷹中等教育学校
能城茂雄 
のしろ・しげお

同校に赴任して 11 年目。
指導教諭。情報科。

新課程入試　現場の教師はこう考える

指導のポイント

教師の得意・不得意に
よって生徒の理解に偏
りが生まれないように

身につけた知識を活用
する場面を、情報以外
の教育活動でもつくる

外
部
テ
ス
ト
な
ど
を
活
用
し
、

偏
り
の
な
い
定
着
を
図
る

学
校
生
活
の
中
に

知
識
を
活
用
す
る
機
会
を

＊ ベネッセが提供する「デジタル・情報活用力」を測定するテスト。
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共
通
テ
ス
ト
の
試
作
問
題
で
は
、『
歴

史
総
合
・
日
本
史
探
究
』、『
歴
史
総
合
・

世
界
史
探
究
』の
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
、

「
歴
史
総
合
」
に
お
い
て
は
日
本
史
と
世

界
史
の
両
方
が
融
合
さ
れ
て
出
題
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
生
徒
に
は
、
日
本
と
世
界
の

両
方
の
歴
史
を
融
合
し
て
学
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
く
み
取
れ
ま
す
。

　
一
方
、「
歴
史
総
合
」
の
教
科
書
の
内

容
を
教
え
切
れ
な
い
と
い
う
悩
み
を
抱
え

て
い
る
教
師
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
歴

史
総
合
」
は
、
近
現
代
の
歴
史
の
大
き
な

変
化
に
つ
い
て
、「
近
代
化
」、「
国
際
秩

序
の
変
化
や
大
衆
化
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

の
3
つ
を
テ
ー
マ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
私
た
ち

と
結
び
つ
け
て
学
ぶ
科
目
で
す
。
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
網
羅
的
な
知
識
の
習
得

で
は
な
く
、
テ
ー
マ
史
と
い
う
視
点
で

歴
史
を
見
る
こ
と
で
す
か
ら
、
教
科
書

の
内
容
を
す
べ
て
教
え
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
に
よ
っ
て
学
習
の
軽
重
が
あ
っ
て

よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
旧
課
程
の
科
目
と
比
べ
て
学
習
内
容

が
減
っ
て
い
な
い
以
上
、
授
業
の
進
度

を
速
め
、
生
徒
に
効
率
的
に
知
識
を
イ

ン
プ
ッ
ト
し
た
い
と
い
う
考
え
も
理
解
で

き
ま
す
。
し
か
し
私
は
、
授
業
で
は
、
学

び
方
や
学
び
の
意
味
・
目
的
な
ど
、
生
徒

１
人
で
は
深
め
る
こ
と
が
難
し
い
点
を
重

視
し
、
知
識
の
習
得
は
生
徒
自
身
に
取
り

組
ま
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
革
命

は
誰
が
起
こ
し
た
の
か
」
と
教
師
が
生

徒
に
問
い
か
け
、「
知
識
層
だ
」、「
い
や
、

貧
困
層
だ
」
な
ど
と
生
徒
か
ら
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
、
対
話
す
る
と
、
生
徒
の
中

に
自
分
な
り
の
革
命
観
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
、学
校
で
こ
そ
で
き
る
学
び
に
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
考
査
や
模
擬
試
験
で
定
期

的
に
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、
授
業

の
あ
り
方
を
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

地理歴史・公民
学び方や学ぶ目的を

生徒に深めさせる授業を

静岡県立小
お

山
やま

高校
美那川雄一 
みながわ・ゆういち

同校に赴任して 3 年目。
地理歴史・公民科。

新課程に関する情報は、『ハイスクールオンライン』でお届けします！

• 2025年度大学入試の各大学の公表状況についてまとめた資料を公開！ 
• 過去のオンラインセミナーのアーカイブ動画・資料などを掲載！

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程への対応＞新課程入試からアクセス

ht tps://bhso.benesse .ne . jp/hs _ onl ine/sidou/shinkatei/nyushi/

指導のポイント

知識のインプットだけ
でなく、学び方、学びの
意味・目的を深めさせる

定期考査や模擬試験
を活用して、授業のあ
り方を軌道修正する

試
作
問
題
の
ね
ら
い
を
く
み
取
り
、

学
校
で
こ
そ
で
き
る
授
業
を
展
開

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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　コミュニケーションでは、反応や理解の速さが重要です。そこで、授業では、アウトプットやイ
ンテイクを英語でたくさん行い、認知負荷を上げて緊張感を高め、生徒の英語４技能を鍛えていま
す。私は高校時代、英語の成績は上位でしたが、大学の英米文学科に入学すると、スピーキングや
リスニングが劣っており、悔しい思いをしました。自分と同じ思いを生徒たちにはさせまいと、教
師となり、大学で学んだコミュニカティブアプローチの授業を目指しましたが、当時の大学入試は
長文読解が中心。生徒の要望もあり、講義型授業をしました。しかし、それでは真の英語力は身につ
かないと考え、夜間主の大学院に通って指導理論を学び直し、現在の授業スタイルを築きました。
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英
語

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を
軸
に

認
知
負
荷
を
上
げ
、４
技
能
を
鍛
え
る

山形県立東桜学館中学校・高校

山口和彦  やまぐち・かずひこ

同校に赴任して６年目。
研究課国際交流主任。英語科主任。

◎設立　2016（平成 28）年　◎形態　全日制／普通
科／共学　◎生徒数　１学年約 200 人（高校）　
◎2022 年度卒業生進路実績　国公立大は、東北
大、山形大、東京工業大、東京大、一橋大、新潟大、
神戸大などに 77人が合格。私立大は、東北学院大、
東北福祉大、東北芸術工科大、上智大、東京理科大、
早稲田大などに延べ 136 人が合格。

学
校
概
要

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践
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本
時
の
概
要

毎時間行っている帯活動として、１分間、各自で単語集を復
習した後、ペアで語彙の問題を出し合った。全ページが終わり、
２周目に入っているため、単語に加えて、熟語や例文から問
題を出し合うペアもいた。山口先生は、生徒が緊張感を保て
るよう、活動ごとにペアを替えている。本時は計６回替えた。

レッスン10 のパラグラフ６〜10の読解と音読に、パラグラフ
ごとに取り組んだ。文法・語彙に関して注意してほしい箇所や、
英文の意味が理解しにくい箇所などは、山口先生が生徒に問い
かけ、答えを引き出しながら確認。また、リピーティングや空所
を補いながらの音読を、各パラグラフで３〜４回ずつ行った。

前時に学んだレッスン10 のパラグラフ５を、生徒は音読した
後、スクリーンに映し出された空所のある英文を見ながら音
読。次に、ペアとなり、相手が空所を正しく補って音読してい
るか確認する活動を、ペアを替えて２回行った。どの生徒も
スクリーンを食い入るように見て、大きな声で音読していた。

レッスン６と10 の内容を活用するリテリングの課題「服を買
い過ぎて後悔している友人を、２つの素材文の内容を踏まえて
慰める、または批判する」に取り組んだ。自分の考えを英語
で２分間でまとめ、ペアで伝え合った。最後に山口先生が、次
時から取り組む単元末のパフォーマンス課題を発表した。

本時のキー課題
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ペアで語彙のテスト1

段落ごとに読解・音読3

音読が正しいかペアで確認2

ペアでリテリング4

授業リポート

［対象］３年生　［教科・科目］英語・コミュニケーション英語Ⅲ　
［単元］Lesson 6 The True Cost of Fast Fashion &

Lesson10 Human BUYology
［単元目標］ファスト・ファッションの問題と販売戦略を理解した上で、
新商品と販売戦略を考案する　
［授業時数］全８時間のうちの５時間目

5分間

37分間

5分間

8分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。
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知
識
は
、
多
面
的
な
視
点
で
理
解
し
、

活
用
し
て
こ
そ
、
自
分
の
も
の
に
な
り
ま

す
。
授
業
で
は
、
生
徒
が
素
材
文
の
趣
旨

を
理
解
し
、自
分
の
考
え
を
持
て
る
よ
う
、

イ
ン
テ
イ
ク
し
た
も
の
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

す
る
課
題
を
複
数
回
設
け
て
い
ま
す
。

　
本
時
は
、
服
を
買
い
過
ぎ
て
後
悔
し
て

い
る
友
人
に
、
２
つ
の
素
材
文
の
内
容
を

踏
ま
え
て
英
語
で
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
、

リ
テ
リ
ン
グ
の
課
題
を
出
し
ま
し
た
（
図

１
）。
あ
る
生
徒
は
、「
お
店
の
戦
略
で
服

　
単
元
末
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は

年
8
回
程
度
行
い
、
配
点
は
定
期
考
査
の

２
〜
３
割
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
3

年
次
は
、
5
〜
6
回
の
予
定
で
す
。

　
本
単
元
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、

２
つ
の
チ
ー
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
衣
類
の
商

品
開
発
と
そ
の
販
売
戦
略
を
セ
ッ
ト
で
提

案
し
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
を
他
の

生
徒
が
評
価
し
て
勝
敗
を
決
め
る
コ
ン
ペ

形
式
に
し
ま
す
。
私
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
ま
す
が
、
生
徒
同
士
の
評
価
の
方
が
、

生
徒
に
と
っ
て
影
響
が
大
き
い
よ
う
で

す
。
自
分
の
考
え
が
同
級
生
に
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
り
、
次

の
学
習
へ
の
動
機
づ
け
に
な
る
の
で
す
。

　
１
年
次
か
ら
授
業
に
は
コ
ン
ペ
形
式
や

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
課
題
を
取
り
入
れ
、
他
者

評
価
も
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
発
表
や

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
評
価
を
さ
せ
た
後
、
私
か

ら
、「
こ
こ
が
論
理
的
だ
っ
た
」「
こ
の
表

現
は
別
の
言
い
方
が
適
切
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
、
よ
い
点
と
課
題
が
あ
る
点
を
具

を
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
仕
方
が
な
い
よ
。

で
も
、
せ
っ
か
く
買
っ
た
の
だ
か
ら
、
で

き
る
だ
け
長
く
着
る
こ
と
が
大
切
だ
ね
」

と
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
ペ
ア
の

相
手
を
英
語
で
慰
め
て
い
ま
し
た
。

　
単
元
末
に
は
、
単
元
で
学
ん
だ
英
語
と

内
容
の
両
方
を
活
用
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
を
行
い
ま
す
。
本
単
元
で
は
、
衣

類
の
商
品
開
発
と
、そ
の
販
売
戦
略
の
提

案
を
チ
ー
ム
で
競
い
合
わ
せ
ま
す（
図
１
）。

　
レ
ッ
ス
ン
６
と
10
は
内
容
の
関
連
性
が

高
か
っ
た
た
め
、
両
方
を
合
わ
せ
て
１

単
元
と
し
て
年
間
計
画
に
組
み
込
み
ま
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
多
面
的

な
視
点
で
課
題
に
取
り
組
め
ま
す
し
、
限

ら
れ
た
授
業
時
数
内
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

体
的
に
挙
げ
て
評
価
し
ま
す
。
す
る
と
生

徒
は
私
の
評
価
を
聞
い
て
、
自
分
の
評
価

と
の
違
い
を
認
識
し
、
評
価
の
視
点
や
基

準
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く

と
、
生
徒
は
、
２
年
次
に
は
私
か
ら
見
て

も
妥
当
だ
と
思
え
る
他
者
評
価
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
３
年
次
の
今
で
は
、

よ
り
適
切
な
評
価
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
生
徒
に
よ
る
評
価
を
学
習

評
価
の
材
料
の
１
つ
に
し
て
い
ま
す
。
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LESSONS FINAL TASKS
1 The Power of Empathy Pair Skit: "Empathy

2 Come and Visit 
the Park in the Sky

Presentation Battle (3 in 1 team): Problems 
and Solutions

3 A Window to Ancient Earth Solo Presentation: the Field I want to study  
in the future.

4 Bonsai Goes Global
Solo Debate in PDA Style: apanese culture is 
an introverted and insular culture, compared 
with other cultures.

5 Taking the Sting Out of 
Jellyfish

So lo P resent a t ion :  A ma z ing Crea tu re 
(Whales/Birds/ Insects)

6 Does It Spark Joy? Writing: Short Speech to Explain the Charms 
of KonMari Method.

発
問
や
課
題
の
観
点

単
元
末
に
、

学
ん
だ
英
語
と
内
容
を
活
用
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
実
施

学
習
評
価
の
工
夫

生
徒
の
相
互
評
価
は

自
信
や
次
の
学
習
動
機

に
つ
な
が
る

自分たちの消費行動と世界が
どうつながっているのかを考える

※学校資料を基に編集部で作成。

パフォーマンス課題に向けた流れ図１

素材文１：レッスン６ （３時間）
バングラデシュの衣料品工場の労働環境や環
境負荷の問題を紹介し、消費者の意識を問い
かけた素材文。

素材文２：レッスン10 （２時間）
人間の心理や感覚を利用した店づくりによっ
て、消費者の行動が変わり、購買につなげて
いるという素材文。

リテリング課題
服を買い過ぎて後悔している友人を、2 つの
素材文の内容を踏まえて慰めるか、批判する。
ペアの相手を友人とし、自分の考えを伝える。

パフォーマンス課題 （準備２時間、コンペ１時間）
２人１組で、衣類の商品開発と、その販売戦
略をセットで提案し、コンペ形式で競い合う

（勝者には加点）。

2022年度２年次　パフォーマンス課題（抜粋）図２

※学校資料を基に編集部で作成。
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１
年
次
か
ら
私
の
授
業
を
受
け
て
き
た

生
徒
は
、
３
年
次
に
な
っ
て
も
大
き
な
声

で
英
語
を
話
し
、
英
語
の
聴
き
取
り
も
難

な
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
き
ま
す
。
１
分

間
に
読
め
る
単
語
数
は
、
１
年
次
に
98
・

5
語
ま
で
引
き
上
げ
、
３
年
次
に
は
上
位

層
で
１
６
０
語
に
な
り
ま
す
。
英
語
4
技

能
検
定
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
の
４
技
能
の
ス
コ

ア
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ

と
も
、
成
果
の
１
つ
で
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
正

確
性
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。例
え
ば
、受
動

態
や
能
動
態
と
い
っ
た「
態
」の
用
法
を
苦

手
と
す
る
生
徒
が
い
ま
す
が
、研
究
や
仕

事
で
の
や
り
取
り
で
誤
解
が
生
じ
な
い
よ

う
に
す
る
に
は
、英
語
の
正
確
性
が
重
要

で
す
。
そ
の
向
上
の
た
め
に
、
定
期
考
査

な
ど
で
の
苦
手
分
野
に
関
す
る
出
題
を
通

し
て
、そ
の
重
要
性
を
発
信
し
、生
徒
が
正

確
性
を
意
識
し
て
英
語
を
話
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

研
究
や
仕
事
で
も

誤
解
な
く
や
り
取
り
で
き
る
よ
う

英
語
の
正
確
性
を
上
げ
る

生徒の活動の質を高める授業づくり

• 予習で素材文を読解、授業では重要事項の確認
に集中
素材文の内容を確認する予習プリント（左図）を
課しています。

• 素材文や課題はスクリーンで提示
ＩＣＴを活用し、板書はしていません。生徒もノー
トを取ることはなく、自分にとって重要な事項を
予習プリントに書き込みます。

• 説明では日本語も使用
３年次には、素材文の内容が抽象的になり、日本
語に訳しづらい部分も出てきます。そうした時は、
生徒が理解しやすいように、日本語で説明します。
素材文の内容を十分理解すると、音読も意味を考え
ながらすることができるようになります。

• １年次からペアでの音読活動を取り入れる
１年次からペアで音読をし、相手の音読が正しい
かどうかを確認する活動を行っています（左写真）。
その際、「自信がなくてもごまかさず、相手に聞こ
えるように発音しよう」と、何度も伝えます。そ
して、相手の英語が聞こえなかった時はきちんと
指摘し、相手が言葉に詰まったら該当箇所を読み
上げるなどのフォローをするよう、指導していま
す。その積み重ねによって、生徒は堂々と英語を
話せるようになっていきます。

認知心理学を踏まえた第2言語習得研究について学んだ際、認知負荷を上げたり、学んだことを利用し
たりすると、記憶の定着度が高まることを知りました。そこで、生徒が英語を「聞く、話す、読む、書く」
活動をできるだけ多く行えるよう、課題設定のほかに、次のような工夫を授業でしています。本時のよ
うに、文法事項を学び、読解をする授業でも、生徒は常に英語を聞き、何度も音読をする場面を設けて、
生徒が緊張感を持って集中して取り組み、英語を使いながら習得できるようにしています。

予習プリント

予習プリントでは、素材文の内容に関する３択の問題を、パラグ
ラフごとに出しています。授業では、各問題の解答を確認し、読
解のポイントを解説しています。　　　　※学校資料を抜粋して掲載。

立っている生徒が見ているスクリーン

立っている生徒は、スクリーンに投影さ
れた空所のある英文を見ながら音読

座っている生徒は、ペアの生徒の音読
が合っているか、教科書を見ながら確認
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　生徒に知識を習得させるだけなら、教師が教科書の内容を上手に説明すればよいのかもしれま
せん。以前は、そうした授業を目指していました。しかし、新たな発見によって教科書の内容が
更新されるような時代に、生徒が豊かな人生を歩むためには、多様な他者とつながり、自己調整
できる資質・能力を育むべきだと考えるようになりました。そのため、生徒が「他者とつながる
こと」、「当事者意識を持つこと」、「自分に合った学び方で学ぶこと」を実現できるような授業づ
くりをしています。「１人も見捨てない」、「失敗は可能性」を“推しワード”として生徒に常々伝え、
生徒が伸び伸びと、自分らしく学べる環境を整えることが、私の役割だと思っています。

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

生
物

自
由
進
度
学
習
で
、

生
徒
が
自
分
に
合
っ
た

学
び
方
を
見
つ
け
る

山口県立岩国総合高校

川端雄也  かわばた・ゆうや

同校に赴任して３年目。教務部。理科（生物）。

◎設立　1976（昭和 51）年　◎形態　全日制／総合学科／共
学　◎生徒数　１学年約 90 人　◎2022年度卒業生進路実績　
４年制大は、国際医療福祉大、創価大、比治山大、広島工業大、
広島国際大、広島修道大、広島文教大、安田女子大などに延
べ 19 人が合格。短大・専門学校進学 60 人、就職 23 人。

学
校
概
要
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本
時
の
概
要

２～３人１組になり、前時で学んだ「進化のしくみ」の内容を、
教科書を見ながら１人90秒間で説明し合った。川端先生は、

「ポイントを絞って端的に伝えましょう」と呼びかけた。他者
の説明から気づきが得られたり、コミュニケーション力が向
上したりするよう、多様な他者と学ぶ場を設けている。

川端先生は、疑問を突き詰めていた点や、他者に聞いて学んでい
た点など、本時で見られたよかった学びの姿を伝えた。各自、
本時の学習内容を振り返りシートに入力し、「諦めない取り組
み」、「適切な学び方の選択」について４段階で自己評価。次時の
目標設定を意味する「次回の自分へ」を入力して、授業を終えた。

生徒は各自、本時の目標を、クラウド内の振り返りシートに入
力。前時の学習内容の中で分からなかった点や、より理解を深
めたい点などを明確にし、何で（教科書・参考書など）、どう
取り組むのか（スライドを作る・分からない語句を調べるなど）
を考え、自分で本時の学びの見通しを立てた。（©Google）

冒頭に立てた学びの見通しと前時の振り返りを踏まえて、教科
書の章末問題を解いたり、調べたことをノートにまとめたり
と、生徒は自分が何をどう学ぶかを考えて学習に取り組んだ。
分からない点を他の生徒に聞く中で、集団で議論する姿も見
られた。川端先生は机間巡視し、生徒の質問に答えた。

本時のキー課題

前時の振り返り2

本時の振り返り、次時の目標設定4

授業リポート

［対象］３年生　
［教科・科目］理科・生物
［単元］生物の進化と系統・生物の進化のしくみ　
［単元目標］生物の進化がどのように起こるのかを理解できる　
［授業時数］全３時間のうちの２時間目

5分間

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
ROAD

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

3分間

本時の学習の見通しを立てる1

自分が選んだ方法で学習3

2分間

40分間

管
理
職
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生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
自
分
に
必
要
な
学
び
が
選
べ
る

と
と
も
に
、
自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を
知

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
各
単
元
で
数
時
間
は
、
生
徒
が
自

分
で
課
題
や
学
び
方
を
決
め
て
学
習
を
進

め
る
自
由
進
度
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
は
、前
時
で
理
解
が
不
十
分
だ
っ
た

学
習
内
容
を
復
習
し
た
り
、知
識
・
理
解
を

確
認
す
る「
節
テ
ス
ト
」に
向
け
て
問
題
を

　
私
は
、定
期
考
査
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
知
識
・
理
解
」
は
、
各
節
の
最
終
授
業

で
行
う「
節
テ
ス
ト
」（
各
学
期
に
約
10
回
）

の
結
果
を
基
に
評
価
し
て
い
ま
す
。

　「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
は
、
各
章
の

終
わ
り
に
行
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で

評
価
し
ま
す
。各
節
の
最
後
の
授
業
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
ソ
フ
ト
を
用
い
て
節
の
学
習
内

容
の
「
ま
と
め
」
を
作
り
ま
す
（
図
２
）。

章
ご
と
に
蓄
積
さ
れ
た
各
節
の
ま
と
め
の

解
い
た
り
し
ま
す
。動
画
を
見
た
り
、他
者

に
相
談
し
た
り
と
、学
び
方
も
自
由
で
す
。

授
業
の
冒
頭
に
、生
徒
が
自
分
で
課
題
と

学
び
方
を
考
え
、見
通
し
を
持
つ
時
間
を

設
け
ま
す
。そ
し
て
、「
何
を
し
て
も
よ
い
」

と
何
度
も
声
を
か
け
、よ
か
っ
た
学
び
の

姿
を
授
業
の
終
わ
り
に
全
体
で
共
有
す
る

な
ど
、失
敗
を
恐
れ
ず
に
試
行
錯
誤
で
き

る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
授
業
中
、
私
の
講
義
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
複
数
人
で
行
う
活
動
を
設
け
、
生
徒

は
他
者
と
か
か
わ
り
合
い
な
が
ら
学
び
ま

す
。
基
本
的
に
、
１
時
間
目
は
ジ
グ
ソ
ー

法
（
＊
）
な
ど
で
単
元
の
内
容
を
深
く
理

解
す
る
課
題
に
取
り
組
み
、
２
時
間
目
は

自
由
進
度
学
習
と
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
そ
の
ま
と
め
の
作

成
過
程
で
身
に
つ
い
た
資
質
・
能
力
や
、

試
行
錯
誤
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
90

秒
間
の
動
画
を
作
成
し
て
提
出
さ
せ
ま

す
。
そ
れ
を
、私
が
作
成
し
た
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
ま
と
め
や
節
テ
ス
ト
な
ど
は
、
自
分
が

納
得
す
る
ま
で
、
期
限
内
で
あ
れ
ば
何

度
で
も
挑
戦
で
き
ま
す
。
私
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
受
け
て
、粘
り
強
く
ま
と
め
を

作
り
直
す
生
徒
も
い
ま
す
。挑
戦
を
繰
り

返
し
、自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を
獲
得
す

る
過
程
で
、「
や
れ
ば
で
き
る
」と
い
う
マ

イ
ン
ド
を
養
い
、試
行
錯
誤
を
す
る
こ
と

で
よ
り
よ
い
も
の
を
生
み
出
せ
る
と
い
う

経
験
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊ジグソーパズルを解くように、問いの答えを考える協調学習法の１つ。ある課題について、役割分担を決め、同じ役割の人同士で学習する「エキスパート活動」、そ
こで得た知識を組み合わせて答えを導いていく「ジグソー活動」などから成る。

発
問
や
課
題
の
観
点

生
徒
が
自
分
で

課
題
と
学
び
方
を
決
め
、

学
び
を
深
め
る

学
習
評
価
の
工
夫

何
度
も
挑
戦

で
き
る
テ
ス
ト
で
、

「
や
れ
ば
で
き
る
」マ
イ
ン
ド
を
醸
成

※学校資料を基に編集部で作成。

本単元での授業の流れ図１

本単元で生徒が作成したまとめ（例）図２

自然選択や適応放散などの生物用語について、独創的な
具体例を用いて説明している点や、こだわりを感じるデ
ザイン（ゲーム風）で表現している点が素晴らしいと、
生徒にフィードバックしました（川端先生）。
※学校資料を抜粋して掲載。

テーマ　進化って、どうやって起きているの？

協働学習で理解を深める

自由進度学習で理解を深める

確認とまとめ

１時間目

２時間目

３時間目

❶教科書を読み、「分かったこと」、「分からなかっ
たこと」、「興味を持ったこと」をペアで共有。

❷「突然変異と自然選択」、「遺伝的浮動」、「隔離
と種分化」、「分子進化と中立説」の４チーム
に分かれ、担当する内容を他者に説明できる
よう、チーム内で学び合う。

❸各チームから１人ずつ集まったグループで、
それぞれが担当した内容について共有。

前時に共有した学習内容の中で分からなかった
点や、理解をもっと深めたい点などを明確にし、
個人やグループで学習に取り組む。

❶節テストに取り組む。
❷デザインソフトを用いて学習内容をまとめる。

その成果物はクラス内で共有。
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授
業
改
善
に
生
か
す
目
的
で
2
年
次
12

月
に
実
施
し
た
生
徒
へ
の
定
期
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
で
は
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
を

友
人
に
質
問
で
き
る
」の
肯
定
率
が
88
％
、

「
失
敗
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
次
に
つ

な
げ
る
」
は
同
74
％
で
し
た
。
私
が
育
成

を
目
指
す
「
他
者
と
つ
な
が
り
、
自
己
調

整
で
き
る
力
」
を
、
多
く
の
生
徒
が
肯
定

的
に
自
己
評
価
し
て
い
る
の
は
、
成
果
の

１
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
、
本
時

の
自
由
進
度
学
習
で
、
あ
る
疑
問
を
調
べ

て
い
た
ペ
ア
が
、
情
報
を
得
よ
う
と
１
人

の
生
徒
を
誘
っ
た
り
、
そ
の
疑
問
を
解
決

し
た
ほ
か
の
ペ
ア
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
り

し
て
、
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
、「
先
生
に
教
え
て
も
ら
い

た
い
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

教
え
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
学

び
方
を
学
べ
ま
せ
ん
。
自
分
で
学
び
方
を

選
ん
で
学
ぶ
と
い
う
、
能
動
的
な
学
習
観

を
持
て
る
よ
う
に
す
る
工
夫
も
、
引
き
続

き
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

　自由進度学習を始めた当初から、生徒は自然とペアや

グループを組んでいたため、他者とつながりながら学べ

ていると思っていました。しかしある時、ランダムに組ん

だグループで課題に取り組ませたところ、生徒から、「普

段話さない子と一緒だったので、議論が難しかった」と言

われました。生徒が自由にペアやグループを組むと、メ

ンバーが固定化し、学びが広がらないことに気づきまし

た。そこで、様々な人と学べるよう、私が指定したメン

バーでのペアワークやジグソー法を取り入れました。

　学びをメタ認知し、学びの見通しを持てるよ

うに、生徒一人ひとりの「振り返りシート」を

読んで、フィードバックしています。「次回の自

分へ」を具体的に書いている生徒は、見通しを

持って自分なりの学びに取り組めていると感じ

ます（左❶）。また、生徒が自分に合った学び方

に気づけるようなコメントをしています（左❷）。

今後は、振り返りシートに入力された疑問や感

想を生徒同士で共有し、多様な見方・考え方に

触れられるようにしたいと考えています。

　なお、「振り返りシート」は、入力状況などを

「関心・意欲・態度」の評価材料にしています。

生徒が学び方を見つけるための工夫

成
果
と
展
望

自
分
で
学
ぶ
力
を

高
め
て
い
く
生
徒
た
ち

時には、いつもと違うメンバーで学ぶ

振り返りシートで学びをメタ認知本時の生徒の振り返りと川端先生のフィードバック
次回の自分へ

自由記述欄

1

2

生徒

生徒

先生

先生

いろいろな種類の変異を分かりやすくまとめる。自然選
択について理解し切れていない部分があるので、調べな
がら理解していく。

前の授業では理解できなかったことが、今日は意外にさ
らっと理解できた。何回も読んだり、日にちを空けて読
んだりするなど、諦めないことが大事だと感じた。

「自然選択を理解し切れていない」というメタ認知をす
ることができていますね。「自然選択」と、課題を具体
的に挙げることができている点もGoodです。

粘り強く取り組むことができたようですね。前回と何か
変えた部分はあったでしょうか？　そこにも学びのヒン
トがあるかもしれません。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
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2023年4月号へのご意見

悩んでもよいという安
あん

堵
ど

感を得られた
　４月号の特集に掲載された岩手県立遠

とお
野
の
高校と長崎県・私立純心中学

校・純心女子高校の記事には、「生徒の中には悔いも残った」や「試みは
失敗した」といった記述があり、これまでの「うまくいった」実践事例
とは異なる読後感があった。純心中学校・純心女子高校の松尾まりこ先
生が、生徒の申し出を断ったことについて、「もしも、あの時私が……」と、
今も考えていることにも共感した。誰もが悩んでいることが分かり、自
分も悩んでよいのだという気持ちになれた。

東京都立北園高校　鈴木公
ひろ
美
み

順風満帆とは言えない実践を公表した姿勢に、
勇気づけられた
　４月号の特集で紹介された長崎県・私立純心中学校・純心女子高校の
実践が非常によかった。自分たちが提案した授業改善が周囲に押し戻さ
れたまさかの頓挫の先に、まだ学びがあると気づいた生徒たちの素晴ら
しさ。必要以上の介入を避けた教師。順風満帆とは言えない実践を公表
した学校。それを記事にまとめた編集部。どれも読み手を勇気づけるも
のであった。

北海道・私立北見藤高校　佐々木　淳

「対話型論証モデル」の活用へ向けて、全校で共有
　探究学習の指導に不安を抱き、指導方針が定まらない学校や先生方が
まだ多いと思われる中、４月号の特集の「本特集テーマのnext」で紹介
された、大阪府・私立高槻中学校・高校が実践する「対話型論証モデル」
の有効性を感じた。初めは、京都大学の松下佳代教授が提唱した同モデ
ルに沿う形であったとしても、生徒は探究のサイクルを回すに連れて、
同モデルが示す考え方を理解できるようになる、という松下教授の発言
に納得した。本校でも、学年全体、学校全体で同モデルを実践できるよう、
今回の情報を共有したい。

東京都・私立東京農業大学第一高校　小堀健一

「尊敬できる人」として、生徒に紹介したい
　４月号の「未来を描く！　創る！　イノベーティブな生徒たち」の千葉県・
私立渋谷教育学園幕張中学校高校の立

たつざき
崎乃

の い
衣さんの記事は、生徒たちに

ぜひ読んでほしいと思った。「こんなにすごい高校生がいる」という文脈
ではなく、私自身が尊敬できる人として紹介したい。その偉業を、目の
前の生徒と同じ高校３年生が行ったことに、勇気をもらった。

静岡県立静岡東高校　山梨達也

自校でも取り入れたい指導が多数あった
　４月号の「主体的・対話的で深い学び　授業実践」で紹介された茨城県・
私立東洋大学附属牛

うし
久
く
中学校・高校　本

ほん
保
ぽ
泰
たい
良
ら
先生の「歴史総合」の実践は、

大変役立った。勤務校でも、「歴史総合」の授業で「主体的・対話的で深
い学び」をどのようにして実現するか、試行錯誤している。制限時間を
意識させる、模範解答をあえて示さないなど、自校でも取り入れたいと
思える部分が多くあった。　　　　　　　　 埼玉県立蓮田松

しょういん
韻高校　小林昭宏

先生方からの
ご意見を
紹介します

　４月から VIEW next 編集部に入りました
齋藤輝之です。これまで全国の高校や大学
を担当してきました。先生方から学んだこ
とに感謝し、本誌の製作を通じて恩返しで
きるよう精進します。
　今号の特集の取材で、静岡県の富士市立
高校を訪れました。生徒がつくった空間で、
地域の未就園児が元気に遊んでいました。

「子どもたちが楽しめる遊びを考えるのは面
白いし、この場で保護者同士が交流する姿
を見るのもうれしいです」と、生徒はニコ
ニコ顔で話してくれました。学校と地域の
つながりを生徒が企画・運営し、地域の方々
をも結びつけていく。素敵でした。グラウ
ンドの別の一角では、保育園児や幼稚園児
が、生徒からサッカーのシュートを教わっ
ていました。キャーキャー盛り上がり、どの
子も楽しそう。五月晴れの中、富士山が見
守るグラウンドの温かい光景でした。（齋藤）

８月21日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です。

高校版　2023年8月号

『VIEW next』の LINE アカウントを友だ
ち登録していただければ、冊子の発刊時
や新コンテンツの公開時に通知が届き、

『VIEW next ONLINE』の該当記事に、ダ
イレクトにアクセスできます。この機会にぜ
ひ、友だち登録をお願いします！
［友だち登録の方法］上の２次元コードを読
み取っていただくか、LINE アプリの「友だ
ち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご
入力いただき、追加してください。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！
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• 教育行政や大学入試など、教育に関する旬のニュースを発信
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編集部からのお知らせ

	高校版
８月号から、７つの連載がスタート！

７つの新連載のテーマ（予定）

今号からリニューアルした３つの連載

８月号以降の『VIEW	next』高校版に、どうぞご期待ください！

今号 P.34 ─ 37

今号 P.42─ 49

今号 P.38 ─ 41

８月号以降は、好評をいただいている連載コーナー「指導変革の軌跡」「新課程レポート」「主体的・対

話的で深い学び　授業実践」に加えて、下記の 7 つのテーマに関する連載コーナーをスタートします。

今号の特集では、これからの学校教育の課題を、「学び続ける人材の育成」「地域・家庭とともに生徒を
育てる」「教師が生き生きと働き続けられる環境づくり」の３つに焦点化して深めました。

この３つの課題についての実践のヒントを、８月号以降は連載においても探っていきます。

探究学習
生徒が主体的に探究を深め
るための支援のあり方を模索

地域・家庭との
連携

地域・家庭の視点で、
学校の学び・生徒の
姿を捉える

インクルーシブ
教育

「共生社会」の実現
へ向けた教育のヒン
トを探る

働き方改革
愛媛大学大学院教授
の露口健司先生ととも
に、教 師の「働き方」
について考える

未来の社会
様々な分野の社会人
の話から、これから
の社会を見通す

学習評価
國學院大學教授の田村学先生が、学
習評価のポイントを分かりやすく解説

新進路選択
「新進路選択」の考え方
とその実践を紹介

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

学校改革の過程を当事者
の言葉で追う

授業改善のヒントとなる実
践事例を紹介。ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』で
は、授業のダイジェスト動画
も公開新課程における課題解決

につながる情報を提供

※上記の内容等は変更になる可能性があります。ご了承ください。
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S p e c i a l
S t o r y

編集部が見つめる

3KVOL2

柏
木
　
創
刊
４
０
０
号
の
製
作
を
通
じ
て
、
皆
さ

ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
、
考
え
ま
し
た
か
？

青
木
　
取
材
し
た
若
者
の
１
人
が
、「『
自
分
は
こ

れ
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
こ
れ
も
で
き
る

は
ず
』だ
と
、
み
ん
な
が
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
れ

ば
、
未
来
は
き
っ
と
よ
く
な
る
」と
語
っ
た
こ
と
が

今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分

な
り
の
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、

社
会
の
希
望
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

河
野
　「
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
た
め
に
、
私
は
こ

う
生
き
て
い
る
」と
、
て
ら
い
な
く
若
者
は
語
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
真
っ
す
ぐ
な
瞳
に
、「
あ
な
た
は

ど
う
し
ま
す
か
」と
問
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

齋
藤
　
私
が
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
上
で
大
切

だ
と
思
っ
た
の
が
、
学
校
と
地
域
と
の
連
携
で
し

た
。
右
肩
上
が
り
に
成
長
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
、
生
徒
、
先
生
、
そ
し
て
地
域
の

人
た
ち
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
ヒ

ン
ト
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

柏
木
　
学
校
運
営
に
参
画

す
る
地
域
の
方
が
、「
学

校
づ
く
り
に
か
か
わ
る

中
で
、
学
校
に
は
、
進
学

実
績
以
上
に
目
を
向
け

る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
気

づ
き
、
見
え
な
か
っ
た
も

の
が
見
え
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
よ
ね
。
教
育
に

は
、
見
え
に
く
い
け
れ
ど

も
大
切
な
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ち
ゃ

ん
と
見
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 
ｎ

ｅ
ｘ
ｔ
』
の
使
命
の
１
つ

だ
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

河
野
　
見
え
に
く
い
け
れ
ど
も
大
切
な
も
の
。
そ

れ
が「
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」な
の
で
し
ょ
う
ね
。

柏
木
　「
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
探
究
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
ん
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

河
野
　
先
生
に「
自
分
の
思
い
を
語
ろ
う
」と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
、
教
育
に
関

先
生
方
と
と
も
に

誌
面
を
通
し
て

未
来
を
創
る

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
ｎｅｘ
ｔ
編
集
部

す
る
専
門
性
と
学
校
現
場
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
を
大

切
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
先
生
の
思
い
を
し
っ

か
り
と
記
事
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
、
ペ
ン
を
磨
き

続
け
た
い
で
す
。

齋
藤
　
正
解
が
ま
だ
分
か
ら
な
い
問
題
に
挑
戦
し

て
い
る
現
場
を
追
う
こ
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

先
生
方
を
支
援
し
た
い
で

す
ね
。
学
校
と
一
緒
に
試

行
錯
誤
で
き
る
編
集
者
に

な
り
た
い
で
す
。

青
木
　
４
０
０
号
で
出

会
っ
た
若
者
た
ち
の
よ
う

に
、
正
解
が
分
か
ら
な
い

か
ら
こ
そ
考
え
抜
い
た
こ

と
を
、
勇
気
を
持
っ
て
誌

面
で
表
現
し
、
社
会
を
と

も
に
創
っ
て
い
く
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
て
、
先
生
方
と

一
緒
に
未
来
の
教
育
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。

柏
木
　『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ

ｘ
ｔ
』は
、先
生
方
に
も
っ

と
読
ん
で
い
た
だ
け
る
誌

面
を
目
指
し
て
変
革
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
大
切
に
し
て
き
た「
学
校
現
場
と
と
も
に
教

育
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と
い
う
思
い
は
不
変
で

す
。
こ
の
先
、
５
０
０
号
へ
と
歴
史
を
積
み
重
ね
て

も
、
そ
う
し
た「
思
い
の
バ
ト
ン
」
は
、
未
来
の
編

集
部
に
し
っ
か
り
と
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

創刊 400 号を迎えた
『VIEW next』高校版。

学校の今に寄り添い、先生方と
ともに未来を描いてきた
編集部が、「次」の本誌を

見つめます。

［
ビ

ュ
ー

ネ
ク

ス
ト
］高

校
版

『VIEW next』高校版 編集部メンバー。右から、齋藤輝之、柏木崇（統括
責任者）、青木彩子、河野仙一。
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学校の今に寄り添い、
先生方とともに未来を描く
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指導変革の軌跡

長崎県立
大村高校

発問・課題設定をキーに見る 主体的・対話的で深い学び　授業実践

英語
山形県立東桜学館中学校・高校　山口和彦

生物
山口県立岩国総合高校　川端雄也

共に創る教育の未来
創刊400号記念特集

［
ビ
ュ
ー
ネ
ク
ス
ト
］高
校
版

天

地

0-
01

-J
-2

32
99

-0
01

20
23

年
度

 V
IE

W
 n

ex
t 高

校
版

 6
月

号
表

1-
4

Ｃ
Ｍ

Ｙ
Ｋ

念 校
06

/0
8

谷
口

再 念 校
06

/1
2

玄
塲

−
−/

− −
−

−/
− −

−
−/

− −


